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反
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人
暴
動
と
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

一
、
本
稿

の
視
角

ア
ン
千
ノ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
里
↑
ハ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

は
、
北
部
諸
都
市
中
で
も
最
大
の
自
由
黒
人
人
口
を
擁
す
る
と
と
も

に
、
Ｊ

・
フ
ォ
ー
ト
ン

（甘
３
２

可
留
一０
じ
　
や

Ｒ

・
パ
ー
ブ
ィ
ス

（刃
ｏ
汗
ユ

円
Ｆ
呂
一じ

と
い
っ
た
北
部
黒
人
の
指
導
的
人
物
を
数
多
く

輩
出
し
、
全
国
黒
人
集
会
を
は
じ
め
と
す
る
黒
人
運
動
の
拠
点
と
し

て
、　
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
と
と
も
に
北
部
黒
入
社
会
に
重
要
な
地
歩
を
占

め
て
い
た
。
同
時
に
同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
富
裕
な
黒
人
た
ち
の
洗

練
さ
れ
た
暮
し
ぶ
り
や
黒
人
教
会
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
種
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
っ
て
も
輛
十ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
繁
栄
の

一
方
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は

苛
烈
な
人
種
差
別
に
晒
さ
れ
て
も
い
た
。
就
中
、
黒
人
人
種
差
別
の

史
死

（第
四
八
巻
第
二
号
》

，
島）殉

月

裕

最
も
暴
力
的
な
発
現
形
態
の

一
つ
で
あ
る
反
黒
人
暴
動
を
み
る
と
、

同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

一
八
三
四
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
、
大
規
模

な
も
の
だ
け
で
も
五
度
に
わ
た
る
白
人
民
衆
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
多

大
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
反
黒
人
暴
動
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期

合
衆
国
に
お
け
る
白
人
民
衆
の
集
団
的
暴
力
行
使
の

一
環
と
し
て
、

或
は
自
人
に
よ
る
露
骨
な
差
別
感
情
の
爆
発
の
証
左
と
し
て
、
同
時

代
人
か
ら
も
後
世
の
研
究
者
た
ち
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
関
心
を
集
め

て
き
た
。特
に

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
現
実
社

会
で
の
人
種
暴
動
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
前
産
業
社

会
の
群
衆
行
動
を
め
ぐ
る
研
究
か
ら
の
刺
激
を
受
け

つ
つ
、
反
黒
人

暴
動
研
究
は
単
な
る
暴
動
の
経
過
説
明
や
人
種
差
別

へ
の
道
義
的
憤

り
と
い
っ
た
観
点
を
超
え
て
、
白
人
暴
動
参
加
者
の
分
析
、
と
り
わ

け
そ
の
動
機
の
解
明
に
ふ
み
込
む
こ
と
で
大
き
く
前
進
し
た
。

に

お

け
る

血
ハ
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

黒
人

・
白
人
間
の
顕
然
た
る
接
点
の

一
つ
で
あ
る
反
黒
人
暴
動
を

め
ぐ
る
研
究
が
、
人
種
関
係
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ

る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
原
因
論
に
比
重
を
お
い
た

従
来
の
研
究
に
は
、　
一
つ
の
大
き
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
暴
動
の

一
方
の
主
役
で
あ
る
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
自
体
が
必
ず
し
も
綿
密
な
検
討
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ

と
、
換
言
す
る
な
ら
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が

一
貫
し
て
白
人
か
ら
脅

威
を
抱
か
れ
、
暴
力
を
行
使
さ
れ
る

一
方
的
犠
牲
者
、
受
動
的
存
在

と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
様
々
な
差

別
に
晒
さ
れ

つ
つ
も
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
白
人
社
会
と
社
会
空
間

を
共
有
し
、
そ
の
中
で
願
望
や
目
的
達
成
の
手
段
を
模
索
し
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
客
体
視
す
る
従
来
の
視
角
は
、

同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持

つ
主
体
的
な
歴
史
構
成
者
と
し
て
の
側
面
を

無
視
し
、
延
い
て
は
人
種
関
係
に
も

一
面
的
に
し
か
光
を
あ
て
て
こ

（
２
）

な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
反
黒
人
暴
動
の
分
析
と
り
わ
け
攻
撃
対
象
の

検
討
を
手
懸
り
に
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
，肉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
注

目
す
る
こ
と
で
、
同

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
能
動
的
存
在
と
し
て
把
握
し

た
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
内
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と
反
黒

人
暴
動
を
含
む
白
入
社
会
に
よ
る
人
種
差
別
―
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
の
相
互
作
用
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
種
関
係
の
複
雑
さ
を

多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
黒
人
教
会
や
黒

人
有
産
層
の
家
屋

・
家
財
と
い
っ
た
攻
撃
対
象
が
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
い
か
な
る
位
置
や
意
味
を
持
ち
、
都
市
空
間
に
お
い
て
い

か
な
る
あ
り
よ
う
を
示
し
た
の
か
、
そ
れ
ら
は
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

指
導
層
の
追
求
す
る
抵
抗
姿
勢
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
の
か
、

そ
の
抵
抗
姿
勢
に
反
黒
人
暴
動
は
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、

こ
う
し
た
問
題
を
中
心
に
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
上
示
し
た
本
稿
の
視
角
に
つ
い
て
、
今
少
し
立
ち
入

っ
て
説
明

す
る
た
め
に
、
従
来
の
都
市
黒
人
史
研
究
全
般
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も

一
言
し
て
お
き
た
い
。
管
見
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
永
き
に
わ
た

っ
て
都
市
黒
人
史
研
究
は
人
種
的
敵
意
や
居
住
隔
離
と
い
っ
た
、
黒

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と

っ
て
の
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ヘ
の
関
心
に

支
配
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
そ
の
中
で
、
Ｆ

・
フ
レ
イ
ジ
ア
ら
の
社

会
学
的
現
状
分
析
の
限
界
を
超
え
る
べ
く
、
長
期
に
わ
た
る
歴
史
的

変
化
や
地
域
的
多
様
性
を
意
識
し
た
研
究
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
は
評
価
す
べ
き
だ
が
、
検
討
対
象
が
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に

留

っ
た
た
め
、
黒
人
が
自
ら
の
お
か
れ
た
環
境
に
対
応
し
て
い
く
過

程
は
総
じ
て
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
と
い
え
森
ぃ
こ
れ
に
対
し
、
近

年
で
は
Ｊ

。
ボ
ー
チ
ァ
ト
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
の

偏
り
を
修
正
す
べ
く
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
に
着
目
す
る
研
究
が
現
わ
れ
て
い
布
ぃ
た
だ
し
ヽ
ボ
‐
チ
ァ
ト
が

便
宜
的
に
と
は
い
え
人
種
関
係
を
分
析
か
ら
除
外
し
た
こ
と
が
暗
示

す
る
よ
う
に
、
内
的
価
値
観
の
み
の
追
求
は
従
来
と
は
逆
方
向
の
歪

み
を
も
た
ら
す
危
険
を
字
ん
で
い
る
訳
で
、
新
旧
二
つ
の
研
究
潮
流

を
い
か
に
有
機
的
に
結
合
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
と
い
え
よ

う
。
本
稿
が
反
黒
人
暴
動
を
軸
に
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る

内
在
的

・
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
相
互
作
用
を
間
う
、
分
析
視
角

（
５
）

上
の
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

同
時
に
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
都
市
社
会
全
体
に
働
く
構
造

的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ー
都
市
の
産
業
構
造
や
人
口
構
成
か
ら
輸
送
シ
ス

テ
ム
や
治
安
機
構
に
至
る

一
般
的
諸
要
素
の
作
用
―
の
問
題
も
十
分

に
吟
味
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
下

。
し
か
し
、
例
え
ば
黒
人
ゲ
ト

ー
形
成
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
は
、
都
市
社
会
の
構
造
的
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
が
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
人
種
関
係
あ

あ
り
方
に
大
き
く
影
響

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
Ｌ

だ
と
す
れ
ば
本
稿
で
も
、
反
黒

人
暴
動
が
決
し
て
真
空
状
態
で
生
じ
た
も
の
で
な
か

っ
た
以
上
、
構

造
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
問
題
を
見
過
す
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
都
市
黒
人
の
諸
経
験
を
十
全
な
形

で
歴
史
総
過
程
に
位
置
づ
け
理
解
す
る
た
め
に
は
、
以
上
述
べ
た
三

つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
作
用
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
、
分
析
の
枠
組
を

（
７
）

構
築
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
作
業

は
筆
者
の
力
量
を
大
き
く
超
え
る
も
の
だ
が
、
さ
し
あ
た

っ
て
本
稿

で
は
、
如
上
の
内
在
的

‘
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
相
互
作
用
究
明

に
加
え
て
、
近
代
的
都
市
社
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
反
黒
人
暴

動
延
い
て
は
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
い
か
な

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

る
位
置
や
意
義
を
有
し
た
か
を
特

に
階
級
形
成

の
点
か
ら
問
う

こ
と

で
、
構
造
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
の
問
題
に
も
若
子

の
考
察
を
加
え
る
こ

と
と
し
た
い
。

一証

（
１

）
　

円

≡

Ｎ
ｐ
げ
①
↓
ｒ

ツ
ト

　

Ｏ

Ｏ
Ａ

ｏ
ｐ

】

食
く

，
ユ

Ｏ

ｐ
命
①

】
，

句

す

と

い
は
Ｌ

ｏ
ｒ

【
い

」
Ｄ

市
す

ｏ

一
∞
卜
〇
の　
い
ｏ
い
　
】
∞
０
０
の
】ｔ　
ｔ円
も
ヽ
ヽ
もセ
Ｏヽ
Ｓ
ヽ
」ヽ

ヽ
ヽ
しヽ
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ハ
ｋ
　
∞
Ｏ
　
（
岸
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
】
ｏ
℃

”
∞
】
‐
卜
中
〇
一　
】
Ｏ
ｒ
”

】卿
宮
い
ｏ
中●
ヤ　
、景
Ｅ
，Ｆ
ｐ
ユ
コ
∞
　
市ｒ
ｏ
　
ワ
一中∞
リ
ャ

【ｐ
　
句
ｒ
ュ
脚
‐

再
の
一ｏ
デ
中い
い　
日
，
ｏ
刃
ｐ
ｏ
●
刃
，ｏ
↑
ｏ
ｈ
＞
Ｆ
∞
宮
の
Ｆ

申
∞
ω
卜
）ｔ
杓
Ｓ
中ヽ
』ｋ
こヽ
へヽ
まヽ
ヽ

馬
串

劣
き

ゼヽ

∞
０

合

ｏ
『
じ

）
ｏ
甲

Ｐ
∞
『
‐
選

∞
キ
∪
い
ま

い

〇
卜
日

の
さ

ュ

食
刃
≡

≡

品

一ｐ

申
一
の
　
一
伸
Ｏ
汗
り
０
，
中い
ｏ

∽
の
ヽ
一
一”
∞
一
、　
卜●
も
や
も
・ヽヽ
ら
ヽ
さ
　
ヽ
ヽ
」し
ヽ
Ｑ
ヽ
草ら
ヽ
ヽ

刃ヽ
ミ
ば
」『
申
Ｃ

「
「
含
照
じ
】
わ
ｏ

∞
β
あ
瑠

↓
〓
】掛
器
】
均
①
中い
汗
縄
」
葛
ｒ
ｏ
ｏ
Ｓ
事
と

，Ｄ
　
句
Ｆ
と
い
Ｏ
①
中ｏ
デ
中い　
，
Ｆ
り付Ｏ
【】
”　
ｂ
ｒ
（〕ｏ
Ｂ
増
や
【ｐ
ユ
く
①
　
句
●
【のｏ
ｏ
命
市，
①ヽ
ｉ
】

い
ヽ
け
ｏ
ヽ

ヽ
単
し
ヽ
Ｇ
声
マ
　
中
り

（
】
〇
『
卜
Ｖ

的
ｏ
　
∞
Ｎ
ω
ｌ
い
∞
Ｏ
キ　
可
生
い
げ
①
】
∞
】

一月
すヽ
Ｓ

『

Ｓ

！
け
ヽヽ
き

さ
ヽ
　

』

津

中

　

力

き

革
　

ｓ

やヽ
ミ

　

も

矛

ｓ
ヽ
ミ

も
ヽ
　

ヽ
ヽ

　

単

ヽ

チ

や

一
き

ヽ

卜ヽ
ヽ
Ｓ
・～
鼻

Ｚ
①
召

く
ｏ
Ｆヽ

岸
ｃ
∞
ｏ
キ
Ｆ
（〕ｏ
ｐ
や
【臣
刃
村
，
ｐ
【
い
Ｐ

へへＱ
Ｓ
ミヽ
や

ミ

ヘ申
ヽ

Ｇ
屯
ら

、

ヽ
Ｇ
ヽ
も
ヽ
ゼ

や
ヽ
ミ

晩
中
豊

ヽ
ミ
ヽ
・さ
」

■

卜

やヽ
ヽ

‐
卜

寧
も
ヽ
」
ヽ
き

ヽ

ヤ

Ｇ

い
ち

一ヽ
　」【織
らヽ
しＧ
ヽ
ヽヽ
ミ
　
トト
ヽ
もヽ
ヽ
」らヽ
）
ツ【●て「　
マ、Ｏ
【汗
】
中〇ヽ
〇

（
２
）

従
来
の
研
究
は
、
暴
動
参
加
者
＝
理
性
な
き
暴
徒
と
い
う
ル
】
ボ
ン

的
先
入
観
を
排
し
、
白
人
暴
動
参
加
者
の
年
齢

・
職
業

・
社
会
的
背
景

「
動
機
の
分
析
を
推
進
し
た
訳
だ
が
、
黒
人
有
産
層
が
攻
撃
対
象
と
な

っ
た
こ
と
に
ふ
れ
る
以
外
は
、
不
熟
練
労
働
に
お
け
る
競
争
と
か
室
聞

的

「
な
わ
張
り
」
争
い
、
異
人
種
融
合

へ
の
嫌
悪
と
い
っ
た
、黒
人
に
自

人
が
抱
く
恐
怖
や
欲
求
不
満
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
現
実
を
反
映
し

た
か
と
い
う
問
題
の
検
討
な
し
に
暴
動
の
原
因
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え

いは

、

Ｏ

ュ

日

４

ｏ
Ｐ

Ａべ
卿

よ

ユ

ｐ
∞

一
，

自
研

】
い
ｏ
府
の
ｏ
ュ

伊
Ｆ

∽
畳

い
ま

い

こ

【
も
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人

コ

∞
『
∞
‐
ω
∞
〇
一　
Ｈα
●
す
拶
【
い
の
▼　
トト
ヽ
十ヽ
卜
き
ｏ
やヽ
ｏヽ
ヽ
　
学
ふ
ｏ
い
ン
　
●
ゴ
い
ｏ
　
卜
一　
刃
●
‐

５
ユ
ｐ

食
弓
一つ①
刃
Ｐ
●
①
刃
中ｏ
市
〇
〔
卜
Ｓ
∞
●
４
工
障
∞
ω
卜
ｔ
ｏ
　
Ｎ
ｏ
ゃ

（
３

）
　

ン
ミ

阿

口
　
∪

Ｆ
げ
ｏ
済
▼　
哨
革
ヽ

ヽ
ま
ヽ
苺
軋
ヽ
ヽ
ヽ
事
」
ヽ
　
ゥ
、
ミ
に

もヽ

ヽ
　

■ヽ
　
晩
Ｇ
ら
ヽ
ヘミ

“
き
さ

車ヽ
句
ョ
中社
の
一●
Ｆ
Ｐ

覇
８

が
登
場
し
て
以
来
、
都
市
黒
人
史
研

究
は
、
阿

句
，ｐ
ュ
ハ】Ｊ
『
【伸
ド一ｑ
】
『
ヽ
ミ
ツ
や
峰
ｏ
均
ミ
やヽ
ど

、ヽ

Ｑ
、
持
お
い
や

ｏ
Ｆ
●
品
ｏ
】
５
闘
　
と
い
っ
た
社
会
学
者
に
よ
る
研
究
を
出
発
点
に
今

日
ま
で
大
き
な
流
れ
を
形
づ
く

っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
外
在
的
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
に
研
究
の
重
心
が
お
か
れ
た
こ
と
は
、
現
実
社
会
で
の
黒
人
の

地
位
や
状
態
か
ら
み
て
も
首
肯
し
う
る
し
、
そ
れ
自ヽ
体ヽ
とヽ
しヽ
てヽ
荘
貴
重

な
研
究
の

一
段
階
だ

っ
た
。
問
麹
と
す
べ
き
は
、
奴
隷
制
の
遺
産
も
含

め
、

都
市
黒
人
の
経
験

に

お

け

る

「
悲
劇
的
同

一
性
」

（９
淳
・
ニ

〇
りｏ
か
戸
半

へ、弓
，
命
Ｄ
ｏ
い
●
■
Ｄ
∞
０
，
Ｐ
付ｐ
】
屯ぎ
ヽヽ

いヽヽ
ヽ
Ｓ
Ｐ
ト
ミ
Ｓ
持ヽ
ミ
申

ミ

劣ヽヽ
Ｇ
ゼヽ

掛

（
Б
８
ｙ

ｏ
コ

ゃ
島
占
掛

）

と
い
う
発
想
に
研
究
者
が

と
り

つ
か
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
貧
困
や
人
種
差
別
の
破
壊
的
影
響

と
い
っ
た
主
題
自
体
は
重
要
で
あ
っ
て
も
、
黒
人
自
身
が
そ
れ
を
い
か

に
意
識
し
対
応
し
た
か
に
切
り
込
ま
な
い
ま
ま
に
右
の
発
想
に
た
つ
な

ら
、
黒
人
の
都
市
生
活

へ
の
適
応
力
欠
如
と
か
家
族
崩
壊
と
い
っ
た
結

論
が
直
線
的
に
引
き
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
都
市
黒
人
史
の
研

究
史
と
し
て
勝
れ
た
も
の
は
、
【
８
君
〓

Ｆ

月
易
日
ｑ
Ｌ
向
Ｆ
①
巴
呂
ポ

Ｃ
３
ｐ
コ

日
ス
●
ｑ
４ｏ
，
８
　
中ｐ

＞
ヨ
ｑ
【ｏ
営
】
Ｅ
４４
９
Ｆ
ｔ

〓

∪
畳
】ｏ
，
８

０

】
常

】内

■

ま

①

ｏ
い

）

月
ヽ
ミ

』
き

К

も
ヽ

卜

ヽ

、や

ト

ミ

Ｓ

‐
、ヘ
ミ

的

出

デ

Ｓ

ビヽ

杓
ミ
４
】
杓

・ヽ，
や

いヽ

や
ヽヽ
ミ

均
ヽヽ
ミヽ
！や

田
常
９
】
刃
ｏ
●
∞
●
　
ゆ
う
い
　
Ｆ
ｏ
，
い
ｏ
Ｐ

】
〇
∞
Ｏ
）
●
ｏ
　
Ｏ
中
‐
中
い
い

（
４
）

「
″
ヨ
２

田
ｏ
Ｓ
す
ｑ
Ｆ
ト
ミ
δ
ヽ
い
」ヽや

ヽヽ

ギマ
・、や
り革
ミヽ
塩
Ｇ
■ヽ

ヽ
ミ
ゃゃ、営
】

Ｑ
豊

こ

き

ミ

キ
半ヽ

為

ミ

ヽ
的
ヽ
Ｇ
やヽ

豊

ミヽ

均
ｏ
き

ド

や

ヽ
ヽ

単
、
馬
　

Ｑ
ヽ
せ

）

ヽ
∞
軸
。
‐

に
、
や

Ｃ
３
営
申
Ｅ
≡
　
】潔
や
　
他
に
も

一
つ
だ
け
あ
げ
れ
ば

】
い
コ
８

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

｛Ψ
　
い
ｏ
い

Ｆ
ｏユ
の
問
。
■
ｏ
ユ
ｏ
Ｐ
　
的
き
ヘト

的
，
き
ヽ
き
や々ヽ
　
杓
ヽ
さ

ぜヽ

い
゛
ゃ
　
ミヽ
、
　
Ｑ
ｓ
ミ
ミ
ミヽ
」せ
　
的
、忌
、伝弱
き
　
、、
　
」ゃ
ｓ
　
卜
ヽ
さ
い
ミ
き
ミ

ス
母
き
。
Ｚ
●
瑠

く
Ｒ
Ｆ

Б
さ
　
都
市
黒
人
史
研
究
に
お
け
る
伝
統
的

視
角
へ
の
異
議
申
し
立
て
が
、
奴
隷

・
奴
隷
制
研
究
に
お
け
る
新
観
点

の
登
場
と
と
も
に
、
黒
人
史
研
究
全
体
に
転
換
を
追

っ
て
い
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
書
評
　
Ｇ

・
Ｐ

・
ロ
ー
ウ

ィ
ッ
ク

『
日
没
か
ら
夜
明
け
ま
で
ヒ

『史
潮
』
新
二
一
号

（
一
九
八
七

年
六
月
）
八
六
―
九
二
頁
。

（
５
）

ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
の
都
市
黒
人
史
研
究
は
、　
一
九
七
〇
年
代
ま
で

は
一
Ｆ
●
ｏ
，
Ｆ
吾
召
い
の
庁
）
ン
【ｓ
ヽ
きヽ

ｏ
ヽ

晩
・ヽや
ｃ
Ｓ
Ｃ
ｈ　
哨
や
ミ
ツ
さ
い
ヽ
ｏ

き
い
キ
・ｓ
ｓ

ヽ
ヽ
も
も
晩
」ヽ
車
ミ
ン

に
、
も
も
―
ヽ
い
い
や

Ｏ
ゴ
ざ
い
∞
ｐ

Ｈ
ｃ
ｏ
ｒ
　
や

刃
村
ず
い
，
い
ゴ
ず
住
ｐ

晩
ヽヽ
ど
ヽ
じヽ
　ヽ
ヽヽ

　
中淳
へ
　
Ｑ
、ヽ
ヽ
母ヽ
し
，
　
哨
ヽ
べ
　
』
ｓ
へヽヽ
ヽ
）

に
∞
Ｇ
Ｇ
Ｉ
ヽ
∞
射
Ｇ
】

ウム
０
電

く
ｏ
津
・　
５
Ｒ
　
を
数
え
る
の
み
だ
っ
た
が
、　
そ
の
後
は
、
前
述
の
ホ

ー

ト

ン

夫

妻

の

著

書

を

は

じ

め

　

自
母

口

●
〓

Ｐ

　

晩

き

ば

や
　

導

一、、
き

畳

単

学
」や
く
も
ヽ
」

哨
苺
も
　
ヽ
ミヽ
ｓ
　
ヽ
４ヾ
い
ヽヽ
Ｇ
　
ヽヽ
　
中ヽ
も　
と
も

もヽ
＄
ミ

ミヽ
さ

晩
Ｇ
ミ
単き
）

Ｚ
①
く
　
ヽ
Ｏ
【庁
】
】〇
『
卜
】
０
一い
宮
い
【い
∪
伊
】ｏ
Ｏ
ｏ
】い
中停
】

０
「ヽ
い
さ
さ
晩
Ｓヽ
ば
ヽ
お
蛇

ヽヽ
　
中や
　ヽ
卜い
ヽ
やも
ヽ
革命
や
ヽ
％
ｏ
ミ
中ヽ
）
に
∽
も
０
１
ヽ
∞
島
も
）
（〕す
オＯ
ｐ
∞
Ｏ
】
中Ｃ
『
Ｏ
｝
申〕
い
く
】毎

パ
出
Ｎ日
い
Ｐ
　
的
Ｓ
Ｓ
ヽ
も　
ヽヽ
へ　
Ｑ
■
ミ
さ
」

的
き
い
ヽ
　
し
ミ
ヽ
ま

　ヽ
ヽヽ
　
ヽヽ
ざ
ヽ

ウ４ず
いヽヽ
中も
ヽ
やヽヽ
苺
‐一Ｑ
へ
革
き
ミ
じ
ｒ
　
Ｆ
Ｆ
げ
ｐ
ｐ
ｐ
　
申〓
ｖ　
　
中〇
『
Ｏ
〕　
Ｆ
ｏ
Ｏ
ｐ
Ｄ
【
い
　
一勺

０
●
【
【く
】
哨
ド
ヘ
均
‐ヽも
ヽ
的
ヽヽ
い
ヽ
ヽヽ
　
い
ざ
き
ヽ
さ

いヽ
ヽヽ
Ｓ
，持
Ｓ
専　
ヽ
∝
ｓ
ｓ
ｉ
汽
∞
』
・０
」

州
さ

晩
ヽ
ヽ
き

さ

ｏ
ヽ

き
も
し
ミ
ヽ
ドヽ

ｏ
Ｆ
８
唱
】
石
留

　
な
ど
が
現
わ

れ
て
本
格
的
研
究
深
化

の
段
階

に
入

っ
た
。

こ
の
時
期

の
フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア
の
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
未
だ
ま
と
ま

っ
た
著
作
は

な
い
が
、
個
別

テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
な
い
。
例
え
ば
、

日
Ｆ
の
ｏ
い
ｏ
【
①
〕呂
①
【
のｒ
げ
①
【的
】
食
可
【命
①
口
中い
命
汗
∽
【，
」メ
”
一０
げ
Ｏ
】】●
日
】
句
ゴ
Ｌ
ｐ
，

い
●
中
ｏ
ｒ

【
ｐ

　̈

′ヽ

　
∽

付
，
い
】
　

Ｏ
』
　

問
一ス

‐
の
中
伊
く
（〕
Ｐ

　

『

【
の
ｏ
げ
Ｏ
ヽ
，

　

い
ｏ
ぃ

　

の

Ｏ
〔
一４
（
〉０
‐

命
ｏ
”
ｏ
コ
一●
　
∪
●
ュ
Ｈｓ
ｐ
ｔ
　
４”
　
呂
ｏ
【リ
ガ
一〕●
【∞
　
０
は
こ
　
杓
、
ミ
ヽ
軋
も
ヽヽ
苺
持
〓

〓

き

ヽ
！声

後

ヽ

ヽ
忌

】

均

ミ

ヽ
ヽ
、
せ

ヽ
ヽ
ヽ
ミ

Ｑ

束

ミ

ヽ

的

特
ヽ

ミ
ュ

Ｓ

ヽ

馬

」
卜

を

す
ヽ
ヽ
や

ヽ
も
も
ミヽ
ト

Ｑ
Ｓ

きヽ
ヽヽ
「ｋ
】
ヮ
下
電

く
。
一
打
　ヽ
岸
〇
∞
岸
】

ｏ
ｏ
　
ω
Ｏ
∞
―
∞
〇
【
　
〕

口
中
馬
，
い

Ｆ

Ｄ
均
ｏ
い
，
の
デ
く
】

公
、
∽

≡
】
●
①
　
、弓

す
ｏ
】

〔
ヤ
〇
付

甫

ｒ

Ｏ
の
ｏ

∽
の
ｏ
い
【
Ｄ
市
①

の

ｒ

●
】
の
デ
ｏ
∽
】
”

＞
や
９
＞
日
ｑ
【８
Ｂ
∽
Ｄ
い
ぃ
力
景
」の
日

ま

「
呂
汗
８
ュ
い
ｏ
句
ゴ
Ｆ
い
Ｌ
ｏ
Ｆ
Ｐ
ｔ

と

やヽ
ｓ

畳ヽ

ヽ

や

ヽヽ
ミ
ｓ
どＧ

駕

含
溜

Ｃ

，
電

樹

も
Ｐ

ま

た
、

わ
が
国

で
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
都
市
黒
人
史
研
究
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

黒
人
史
全
体
の
中
で
、　
一
部
の
黒
人
ゲ
ト
ー
研
究
を
除
け
ば
都
市
黒
人

史
が
個
別
領
域
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
と
と
も
に
、
こ

の
時
期
の
黒
人
史
研
究
が
制
度
と
し
て
の
奴
隷
制
と
そ
の
経
済
的
基
盤
、

奴
隷
制
廃
止
論
な
ど
に
基
本
的
射
程
を
定
め
て
き
た
た
め
、
北
部
諸
都

市
の
自
由
黒
人
へ
の
関
心
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。
尚
、わ
が
国
の
黒
人
史
研
究
の
整
理
と
し
て
は
、竹
中
興
慈

「
日

本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
研
究

の
ヤ
史
学
史
的
検
討
」
『東
京
大
学

ア
メ
リ
カ
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
七
号

（
一
九
八
四
年
）
四
〇

十
六
六
頁
。

（
６

）
　

【

再
∽
ヨ

ｏ
ｒ
　
ヘヘ弓

す
①

口
一
申
●
汗

「ｑ
【
げ
い
ｏ

一回
ス
ｏ
●
ユ
①
，
命
ｐ

ｔ

句
０
　
中
ｏ
ｏ
ｌ
岸
【
甲

近
年
の
都
市
史
研
究
に
お
い
て
も
、
都
市
民
衆
の
行
動
と
そ
れ
が
生
じ

た
環
境
と
の
相
互
関
係
を
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
都
市
民
衆

の
社
会
史
」
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』
第
六

号

（
一
九
八
三
年
）

一
八
―
二
五
頁
。

（
７
）

三
つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
相
互
作
用
を
問
う
視
角
は
、
基
本
的
に
は

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
人
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
―
産
業

社
会
の
形
成
と
労
働
者
―
」
『
史
苑
』
第
四
四
巻
二
号

（
一
九
八
五
年
）

二
五
十
七
八
頁
、
の
視
角
を
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は

パ
Ｆ
の日
ｑ
】
代弓
す
ｏ　
口
Ｆ
●汀
　
Ｃ
】ザ
ｐ”
　
口
ｘ
ｏ
め
【村
つ
の●
，）
や

Ｆ
い
ｏ
の中

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

呂

汗
Ｆ

Ａ
＞

守

♀

＞

Ｂ

ｑ

Ｈ
命
い
ｏ
∽
　

い
，
い

刃

岩

チ

コ

，ｖ　

の

他

　

ェ

ｑ

の
す
げ
ｑ

い

ミ

弓
す
①
Ｚ
●
〓

Ｃ

【
げ
い
ｐ
■

済
い
ｏ
【
く
「
均
ｏ
電
ｐ
Ｈ
い

い
ｏ

自
，
８
【
い
所
ユ
■

】，
ｐ
【
く

ェ
■

∽、Ｏ
【】
　
Ｏ
、　
一，
０　
０
≡
】
】こ　
‘ｐ
　
呂
●ヽ
一〕≡
げ
●
【∞
　
①ヽ

）
杓
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
馬さ
】ヽ
ミヽ

ヨ
Ｓ

ヽヽ
卜
】

晩
や

申
ら
ヽ
〉

、

豊

ヽ
中
」
営

】

豊

い
軋

Ｑ

‐ヽ畳

ヽ
ヽ

的

粒
ヽ
ミ
ュ

Ｓ

ヽ

べ

■
ゃ
、
、
も

吾ヽ
ミ

ベヽ
ミ
き

Ｑ
§
き
ゼヽ
）
Ｚ
ｏ
者

く
Ｒ
Ｆ

中樹
岸　
な
ど
多
く
の
研
究

か
ら
示
唆
を
え
た
。

二
、
反
黒
人
暴
動

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
は
、　
一
八
三
〇
年
代

に
入

っ
て
突
如
勃
発
し
た
訳
で
は
な
い
。　
一
八

一
九
年
や
二
九
年
に

も
黒
人
に
対
す
る
攻
撃
事
件
は
生
じ
て
い
る
し
、
黒
人

・
白
人
間
の

（１
）

小
裁
合
い
に
い
た

っ
て
は
日
常
茶
飯
の
出
来
事
で
も
あ

っ
た
。
し
か

し
、　
一
八
三
四
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の

一
五
年
間
に
生
じ
た
五

回
に
わ
た
る
反
黒
人
暴
動
は
、
規
模
や
激
し
さ
か
ら
み
て
も
、
そ
れ

以
降
の
時
期
に
反
黒
人
暴
動
が
急
速
に
減
少
し
た
点
か
ら
み
て
も
、

暴
動
勃
発
の
直
接
の
契
機
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
は
い
え
、
共
通
の

根
本
的
原
因
と
連
続
性
を
有
す
る
ひ
と
か
た
ま
り
の
歴
史
事
象
と
し

て
捉
え
う
る
と
考
え
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
共
通
の
原
因
に
前
章
で

述
べ
た
視
角
か
ら
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
本
稿
の
中
心
的
課
題
の

一

つ
で
は
あ
る
が
、
本
章
で
は
ひ
と
ま
ず

一
連
の
反
黒
人
暴
動
の
概
要

を
確
認
し
た
う
え
で
、
各
暴
動
に
共
通
す
る
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と

と
し
た
い
。
尚
、

こ
れ
以
降
は
場
合
に
よ
り
、
反
黒
人
暴
動
を
単
に

- 5 -‐
- 4 -



ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

暴
動
と
記
述
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
た
が
、
九
時
す
ぎ
に
現
場
に
到
着
し
た
治
安
当
局
が
暴
動
参
加

者
の
う
ち

一
八
名
を
逮
捕
す
る
な
ど
事
態
の
収
拾
に
努
め
た
結
果
、

０
　
反
黒
人
暴
動
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
時
す
ぎ
に
は
混
乱
は
収
ま

っ
た
。

【
一
八
三
四
年
暴
動
】
　

シ
ー
ダ
ー
通
り
と
七
番
通
り

交

差

点

の

「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ホ
ー
ス
」
合
】応

可
】く
一●
∞
■
留
り命
じ

と
い
う
市
無

認
可
の
遊
戯
場
を
発
火
点
と
し
て
、
八
月

一
二
日
夜
か
ら
三
夜
に
わ

（
た
釣
市
南
域
か
ら
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た

暴
動
。
こ
の
暴
動
に
は
い
く

つ
か
の
前
兆
が
あ

っ
た
。
ま
ず
同
月
八

日
夜
、
「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ホ
ー
ス
」
に
屯
す
る
黒
人
青
年

の

一
団
が

白
人
の
消
防
隊
詰
所
か
ら
装
備
を
盗
ん
だ
こ
と
か
ら
小
規
模
の
乱
闘

が
生
じ
、
続
い
て
九
日
夜
に
は
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
者
の

一

人
Ｊ

・
フ
オ
ー
ト
ン
の
息
子
が
目
宅
前
の
路
上
で

「
青
い
服
に
麦
藁

雛
マ
と
い
う
出
立
ち
の
五
２
本
○
人
の
ギ
ャ
ン
グ
」
に
暴
行
を
受
け

た
。
さ
ら
に

一
一
日
夜
に
は

「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ホ
ー
ス
」
で
黒
人
と

白
人
の
青
年
グ
ル
ー
プ
間
で
喧
市呼
が
起
り
、
由
人
青
年
数
人
が
負
傷

し
、
翌
朝
に
は
白
人
が
黒
人
に
悔
辱
さ
れ
た
と
の
噂
が
街
中
に
広
が

っ
て
い
た
。

一
二
日
夕
刻
、
殆
ど
が
青
少
年
か
ら
成
る
数
百
人
の
群
衆
が
市
南

域
の
空
地
に
集
結
後
、

「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ホ
ー
ス
」

へ
向
か
い
、　
こ

れ
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
と
と
も
に
近
隣
の
黒
人
た
ち
と
乱
間
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
白
人
群
衆
の

一
部
は
シ
ー
ダ
ー
通
り
や
聖
メ
ア
リ

通
り
沿
い
の
黒
人
家
屋
に
、
ド
ア
を
破
り
窓
を
割
る
な
ど
の
攻
撃
を

一
三
日
夜
、
警
戒
に
あ
た

っ
て
い
た
治
安
当
局
が

一
〇
時
す
ぎ
に

引
き
揚
げ
て
半
時
間
程
す
る
と
、
視
棒
や
煉
瓦
を
手
に
し
た
青
少
年

を
中
心
と
し
た
約
五
〇
〇
人
の
群
衆
が
、
前
日
同
様
市
南
域
の
空
地

に
集
結
し
た
。
群
衆
は
三
つ
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ペ
ン
通
り
沿

い
の
黒
人
長
老
派
教
会

（津
①

『
中ヽ
４

Ｒ
＞
ゃ
オ８
毛

円
思
静
準
段
“営

ｏ
ｒ
電
のじ
、　
ス
モ
ー
ル
通
り

沿

い

の
居
酒
屋

「
港

水

鐘
」

合
汗

∪
守
ま
ｍ
”
①
】中》、
付
近
の
横
町
の
黒
人
家
屋
を
襲

っ
た
。
黒
人
教
会

は
堅
国
な
建
物
だ

っ
た
の
で
被
害
は
少
な
か

っ
た
が
、
黒
人
相
中手
の

木
賃
宿
も
兼
ね
た

「
潜
水
鐘
」
は
跡
形
も
な
く
破
壊
さ
れ
た
。
ま
た
、

黒
人
家
屋

へ
の
攻
撃
も
凄
じ
か

っ
た
。
当
時
の

一
新
聞
は
そ
の
模
様

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「想
像
を
絶
す
る
。立
派
な
煉

瓦
造
り
の
家
を
含
む
三
七
軒
の
家
屋
が
多
か
れ
少
な
か
れ
破
壊
さ
れ
、

多
く
は
全
く
住
め
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
」
群
衆
は
抵
抗
す

る

黒

人
を
殴
打
し
、
黒
人
財
産
の
う
ち
銀
製
品
や
金
銭
は
略
奪
、
家
真

類

は
叩
き
壊
し
て
路
上
で
焼
却
し
た
。
こ
の
襲
撃
の
中
で
、
白
人
家

庭

は
巻
添
え
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
窓
辺
に
噛
燭
を
点
し
、
破
壊

を

免
れ
た
。
ま
た
、
白
人
暴
動
参
加
者
は

Ｏ
●
ｐ
用
Ｊ

円
Ｆ
呂
Ｆ

弱
耐

Ｏ
Ｅ
Ｐ
と
い
つ
た
符
丁
で
連
絡
を
と
り
合

っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

暴
動
開
始
か
ら

一
時
間
程
た

っ
て
治
安
当
局
が
現
場
に
到
着
、
二
〇

名
の
暴
動
参
加
者
を
逮
捕
し
た
こ
と
か
ら
事
態
は
平
静
に
向
か

っ
た
。

一
四
日
夜
、
市
長
と
保
安
官
は
壮
年
団
と
州
兵
を
動
員
し
て
警
戒

に
あ
た

っ
た
。
と
こ
ろ
が
八
時
す
ぎ
に
、　
ロ
ン
バ
ー
ド
通
り
近
く
の

「
ハ
イ
ラ
ム
　
ア
フ
リ
カ
ン
　
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
支
部
」
↑
Ｆ
ｏ
■
一母
ヨ

＞
～ヽ
４８
，
〓
体一りｏ
ユ
ｏ
】ヽ
＆
嶋
）
に
数
百
人
の
武
装
黒
人
が
集
結
し
て

い
る
と
の
噂
が
広
が
る
と
、
前
夜
の
暴
動
現
場
を
街
径
い
て
い
た
白

人
群
衆
の
間
に
興
奮
が
巻
き
起

っ
た
。
群
衆
は
忽
ち
同
支
部
前
に
殺

到
し
、
壮
年
団
を
率
い
た
市
長
も
現
場
に
急
行
し
た
。
武
装
の
事
実

は
な
か

っ
た
も
の
の
、
同
支
部
内
に

一
〇
〇
名
近
く
の
黒
人
が
い
た

こ
と
か
ら
い
き
り
立

つ
群
衆
と
壮
年
団
の
晩
み
合
い
が
続
い
た
が
、

黒
人
が
退
去
し
た
こ
と
も
あ

っ
て

一
二
時
す
ぎ
に
は
群
衆
は
退
散
し

た
。　
一
方
、

こ
の
晩
に
は
二
番
通
り
の
ホ
ー
ド
ン
市
場
近
く
の
黒
人

礼
拝
所
か
ら
の
発
砲
で
白
人
少
年
二
名
が
負
傷
し
た
と
の
噂
も
流
れ

て
い
た
が
、　
一
〇
時
す
ぎ
に
は
こ
の
礼
拝
所
が
白
人
の
集
団
に
襲
わ

れ
た
。
暴
動
参
加
者
は
柱
を
切
り
、
梁
に
ロ
ー
プ
を
か
け
て
礼
拝
所

を
引
き
倒
し
た
。
壮
年
団
が
現
場
に
到
着
し
た
時
に
は

「近
隣
の
人

た
ち
以
外
に
は
誰
も
居
ら
ず
、
そ
の
人
た
ち
は
破
壊
が
慎
重
に
行
な

わ
れ
、
襲
撃
者
た
ち
は
目
的
を
遂
げ
る
と
静
か
に
歩
い
て
帰

っ
た
と

証
言
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
晩
を
最
後
に
三
四
年
暴
動
は
収
束
し
た

が
、
結
局
こ
の
暴
動
で
は
二
名
の
黒
人
が
死
亡

（
一
名
は
身
体
障
害

者
で
殴
打
さ
れ
た
こ
と
が
元
で
死
亡
、　
一
名
は
ス
ク
ー
ル
キ
ル
川
を

泳
い
で
逃
亡
中
に
溺
死
）、　
多
数
の
負
傷
者
が
で
た
他
、　
少
な
く
と

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

も
数
百
に
及
ぶ
黒
人
家
屋
が
攻
撃
を
受
け
た
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。

息
子
が
襲
わ
れ
た
Ｊ

，
フ
ォ
ー
ト
ン
は
、
自
ら
も
殺
害
脅
迫
を
受
け

て
市
当
局
に
保
護
を
求
め
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
対
岸
に
は
数
百
の
黒
人

難
民
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
ん
だ
と
い
う
。

【
一
八
三
五
　
三
八
年
暴
動
】
三
四
年
暴
動
以
降
、　
一
八
三
〇
年
代

に
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た

っ
て
攻
撃
を
受

け
た
。　
一
八
三
五
年
七
月

一
三
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
、
あ
る
西
イ

ン
ド
人
奉
公
人
が
主
人
を
斧
で
撲
殺
す
る
と
い
う
事
件
を
契
機
に
生

じ
た
暴
動
と

一
八
三
八
年
五
月

一
八
日
の

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア

・

ホ
ー
ル
」
焼
打
ち
暴
動
に
付
随
し
て
、
翌
日
　
翌
々
日
に
生
じ
た
暴

（
４
）

動
で
あ
る
。
三
四
年
暴
動
に
比
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
暴
動
で
は
死
者

も
な
く
被
害
も
大
き
く
は
な
か

っ
た
が
、
三
五
年
暴
動
で
は

ロ
ン
バ

ー
ド
通
り
沿
い
の
通
称

「
レ
ッ
ド

・
ヨ
ウ
」

（刃
＆

刃
ｏ
電
）
か
い
う

黒
人
街
、
シ
ペ
ン
通
り
の
白
人
女
性
数
人
を
囲
う
黒
人
の
床
犀
、
パ

シ
ユ
ン
ク
通
り
沿
い
の
煉
瓦
造
り
黒
人
家
屋

一
二
軒
な
ど
が
政
一撃
を

受
け
、
三
八
年
暴
動
で
は
市
内
の

「
フ
レ
ン
ド
会
有
色
人
孤
児
院
」

（
付
ｒ
ｏ

円

ヽ
【
①
停
い
り

∽
Ｆ
命
Ｆ

ｏ
ヽ

ら
Ｏ
Ｈ

Ｏ

Ｏ
】
Ｏ
ヽ
ｏ
い

〇

ヽ
ｏ
ｒ

ｐ
，
ｏ
）

ル
）
ロ

ン

ボ
一
―

ド
通
り
沿
い
の
黒
人
教
会
が
襲
撃
さ
れ
た
。

【
一
八
四
二
年
暴
動
】
　

モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
の
黒
人
禁
酒
協

会
が
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
の
奴
隷
解
放
記
念
日
を
祝
し
て
行
な

っ
た
パ

レ
ー
ド
が
も
と
で
、
八
月

一
日

・
二
日
両
日
に
わ
た

っ
て
生
じ
た
暴

動
で
あ
る
。　
一
日
昼
前
、

モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
の
黒
人
禁
酒
ホ
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

―
ル

（一Ｆ
〇
〇
廷
ｏ
命ヽ
い
弓
ｏ日
０
●ヽ
い
口
命
Ｏ
！■
出
】
ｏ
ヽ
て
丁
く
い
Ｂ
ｏ
ｐ
り一ｐ
∞
）

を
出
発
し
た
パ
レ
ー
ド
が
、
シ
ペ
ン
通
り
の
ワ
シ
ン
ト
ン
市
場
に
さ

し
か
か
る
と
、
市
場
に
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
が
、
果
物
や
敷

石
を
投
げ

つ
け
た
こ
と
か
ら
乱
間
が
生
じ
た
。
黒
人
た
ち
は
昇
り
く

る
太
陽
を
背
に
自
ら
の
鎖
を
引
き
千
切
る
黒
人
を
描
い
た
旗
を
掲
げ

て
い
た
が
、
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
は
こ
の
旗
が
白
人
の
焼
死

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
壮
年
団
が
現
場
に
到
着
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
乱
闘
は

一
ュ
収
ま

っ
た
が
、
正
午
す
ぎ
に
黒
人

家
屋
か
ら
の
発
砲
で
白
人
青
年
二
名
が
負
傷
し
た
こ
と
か
ら
再
び
騒

ぎ
が
生
じ
た
。　
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
の
怒
り
狂

っ
た
群
衆
が
発
砲
事

件
の
あ

っ
た
聖
メ
ア
リ
通
り
周
辺
に
殺
到
、
必
死
で
制
し
よ
う
と
す

る
壮
年
団
を
圧
倒
す
る
と
、
黒
人
と
の
乱
闘
と
並
行
し
て
周
辺
の
黒

人
家
屋
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
争
い
は
夜
に
入

っ
て
も
続
き
、
九
時
す

ぎ
に
白
人
群
衆
は
ロ
ン
バ
ー
ド
通
り
沿
い
の

「
ス
ミ
ス
互

助

ホ

ー

ル
」

↑
汗

∽
Ｓ
【予

∞
ｏ
居
津
【出

■
ｐ
中じ

と
聖
メ
ア
リ
通
り
の
黒
人

教
会

（解
８
＆

景＞
もヽ
一８
乳

町
汀
浄
ゝ
ｏ
【一ｐ
ｐ
ｏ
ゴ
景
掛
）
を
襲
い
、

火
を
放

っ
て
灰
廊
に
帰
せ
し
め
た
。
ま
た
、
こ
の
晩
に
は
前
述
の
黒

人
禁
酒
ホ
ー
ル
も
二
度
に
わ
た

っ
て
攻
撃
を
受
け
た
。

二
日
早
朝
、
梶
棒
な
ど
を
手
に
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
港
湾
労
働

者
の

一
団
が
、　
ス
ク
ー
ル
キ
ル
港
の
石
炭
置
場
周
辺
で
出
勤
途
中
の

黒
人
た
ち
に
暴
行
を
働
き
始
め
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
て
駆
け

つ
け
た

保
安
官
と
壮
年
団
は
、
集

っ
て
き
た
数
百
の
白
人
群
衆
に
駆
遂
さ
れ

た
。
群
衆
は
黒
人
と
乱
問
を
行
な
う

一
方
で
、
周
辺
の
黒
人
家
屋
を

攻
撃
し
た
。
市
長
は
午
後

一
時
に
州
兵
の
出
動
を
要
請
し
、
こ
れ
に

よ
り
騒
ぎ
は
し
だ
い
に
収

っ
た
。　
一
方
、
翌
三
日
に
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ

ン
グ
地
区
大
陪
審
は
、　
前
述
の
黒
人
禁
酒
ホ
ー
ル
を
検
分
し
、　
一‐
こ

こ
の
と
こ
ろ
の
人
び
と
の
感
情
の
高
ま
り
」
か
ら
み
て
こ
の
建
物
は

「迷
惑
」
だ
と
の
結
論
を
下
し
、
取
り
壊
し
を
命
じ
て
い
森
ド

【
一
人
四
九
年
暴
動
】
　

モ
ウ
ヤ
ノ
ン
シ
ン
グ
地
区
の
街
頭
ギ
ャ
ン

グ

「
殺
し
屋
」

↑
ｒ
ｏ
パ
と
ｑ
じ

が
、
同
地
区
の
酒
場

「
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア

・
ハ
ウ
ス
」

含
Ｆ
ｏ
Ｏ
伸
〓
９
ュ
仲
Ｅ
ｏ
湯
Ｃ

を
襲
撃
し
た
こ

と
か
ら
、　
一
〇
月
九
日
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
生
じ
た
暴
動
。　
↓‐殺

し
屋
」
は
三
〇
〇
人
の
構
成
員
を
誇
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
組
織
で
、

同
地
区
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

消
防
隊
」
合
ｒ
ｏ
可
Ｓ
ｐ
ェ
Ｆ

Ｅ
２
ｏ
の
ｏ
ヨ
将
コ
じ

と
日
常
的
に
激
烈

な
争
い
を
展
開
す
る

一
方
で
、
黒
人

へ
の
敵
意
を
剣
出
し
に
し
て
い

た
。

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
ハ
ウ
ス
」
は
賭
博
室
を

備
え
た
黒
人
の

溜
り
場
で
、
主
人
は
自
人
女
性
を
妻
に
迎
え
て
間
も
な
い
ム
ラ
ト
ー

だ

っ
た
。

同
年
八
月
末
、

「
殺
し
屋
」
は

「
カ
リ
フ
ォ
ル
エ
ア
　
ハ

ウ
ス
」
の
外
壁
に
銃
を
乱
射
し
、
こ
れ
に
黒
人
が
応
戦

す

る
中

で

「殺
し
屋
」
側
に
五
人
の
負
傷
者
が
で
た
。
こ
の
際
は
、
治
安
当
局

が

↓
殺
し
屋
」
の
首
魁
を
逮
捕
し
、
黒
人
側
の
武
器
を
押
収
し
た
こ

（
８
）

と
で
事
態
は
収
ま

っ
た
。

争
卜

の
再
燃
が
噂
さ
れ
る
中
、　
一
〇
月
九
日
夜

「
殺
し
屋
」
は
可

燃
物
を
満
載
し
た
荷
車
に
火
を
点
け
、
聖
メ
ア
リ
通
り

か

ら

一
路

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
ハ
ウ
ス
」
に
向
か

っ
た
。
沿
道
の
黒
人
住
民

は
煉
瓦
や
石
を
投
げ

つ
け
て
行
手
を
阻
ま
ん
と
し
た
が
失
敗
し
、
「
殺

し
屋
」
は
防
備
に
あ
た
る
黒
人
を
押
し
切

っ
て
酒
場
内
に
乱
入
、
家

具
調
度
品
を
破
壊
し
た
後
、
ガ
ス
栓
を
開
い
て
火
を
放

っ
た
。
こ
の

結
果
、

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
　
ハ
ウ
ス
」
と
隣
接
五
家
屋
が

全
焼
し

た
。
そ
の

一
方
で
、
聖
メ
ア
リ
通
り
で
は

「
殺
し
屋
」
と
黒
人
住
民

と
の
乱
間
が
発
生
し
た
。
駆
け
つ
け
た
壮
年
団
は
武
装
し
た

「殺
し

屋
」
に
素
手
で
は
抗
す
べ
く
も
な
く
、
午
前
二
時
す
ぎ
に
や

っ
と
州

兵
が
現
場
に
到
着
し
た
こ
と
か
ら
騒
ぎ
は
収

っ
た
。

一
〇
日
早
暁
、
州
兵
が
帰
還
す
る
と
暴
動
が
再
発
し
た
。
白
人
群

衆
は
聖
メ
ア
リ
通
り
の
黒
人
家
屋
に
放
火
、
消
火
に
あ
た
る
消
防
隊

と
黒
人
住
民
と
三
つ
巴
の
争
い
を
展
開
し
た
。
午
前

一
〇
時
す
ぎ
に

な

っ
て
州
兵
が
出
動
し
、

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
ハ
ウ
ス
」
焼
跡
前

に
二
門
の
大
砲
を
据
え
て
周
辺
を
封
鎖
し
た
こ
と
か
ら
事
態
は
平
静

へ
と
向
か

っ
た
。
結
局
、
四
九
年
暴
動
で
は
、
二
人
の
白
人

（消
防

隊
員
二
名
と
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
銃
殺
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
少

年
）
と
黒
人

一
名
が
死
亡
、
白
人
九
名
と
黒
人

一
六
名
が
重
傷
を
負

っ
た
他
、
三
〇
軒
以
上
の
建
物
が
全
焼
し
た
。

０
　
反
黒
人
暴
動
の
特
徴

以
上
、
そ
の
概
要
を
検
討
し
て
き
た
反
黒
人
暴
動
に
は
い
く
つ
か

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

の
共
通
す
る
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第

一
に
は
、
白

人
暴
動
参
加
者
の
行
動
形
態
に
暴
力
の
抑
制
的
使
用
、
攻
撃
対
象
の

限
定
と
い
っ
た
性
格
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
史
料
に
よ

っ
て
は
暴
動
参
加
者
の
残
忍
さ
や
反
理
性
的
行
動
を
強
調
す
る
も
の

も
あ
る
し
、
黒
人
を
殴
打
し
教
会
を
包
む
炎
を
喜
々
と
し
て
見
詰
め

る
群
衆
の
表
情
に
、　
ル
‘
ボ
ン
い
う
と
こ
ろ
の

「
暴
徒
」
の
そ
れ
を

見
出
す
こ
と
も
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

五
回
に
わ
た
る
暴
動
の
内
容
を
綿
密
に
検
討
す
る
と
、
攻
撃
対
象
は

総
じ
て
人
体
そ
の
も
の
よ
り
も
、
黒
人
の
財
産
な
い
し
は
コ
ミ

ュ
ニ

（
９
）

テ
ィ
組
織
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
攻

撃
自
体
も
決
し
て
場
当
た
り
的
な
も
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
支

援
の
下
で

一
定
の
計
画
性
を
も

っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
破
壊
行
為
も

手
際
よ
く
実
行
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
四
年
暴
動
で
は
、
第

一

夜
、
第
二
夜
と
も
暴
動
参
加
者
は

一
旦
市
南
域
の
広
場
に
集
結
し
て

お
り
、
お
そ
ら
く
そ
こ
で
攻
撃
対
象
の
選
定
や
符
丁

（協
調
行
動
や

治
安
当
局
到
来
の
警
告
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
確
認
が
な
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
二
四
年
暴
動
だ
け
で
な
く
二
五

年
暴
動
に
も
み
ら
れ
た
、
窓
辺
に
蟻
燭
を
点
す
と
い
う
白
人
家
庭
の

行
為
は
、
巻
添
え
防
止
策
で
あ
る
と
Ｌ
も
に
、
暴
動
参
加
者

へ
の
共

感
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
四
二
年
暴
動
に
お
け
る
よ
う

に
、
暴
動
中
途
で
忽
ち
数
百
の
群
衆
が
攻
撃
に
加
わ
る
事
実
は
、
暴

動
参
加
者
が
決
し
て
地
域
社
会
内
で
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
か

っク
た

- 8 -―- 9 -



ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
敷
術
す
れ
ば
、
暴

動
参
加
者
は
地
域
社
会
の
利
害
を
代
弁
し
つ
つ
行
動
し
た
と
も
考
え

（
１０
）

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
動
形
態
の
性
格
は
、
暴
動
参
加
者

が
破
壊
行
為
の
背
後
に
存
在
す
る
願
望
や
目
的
を
達
成
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
集
田
的
暴
力
を
用
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
だ
と
す

れ
ば
暴
力
行
使
の
動
機
を
単
に
漠
然
と
し
た
、
非
合
理
的
な
人
種
差

別
感
情
に
求
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い

え
よ
＞つ
。

第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
白
人
暴
動
参
加
者
の
社
会
構
成
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
史
料
的
に
極
め
て
難
し
い
が
、

参
加
者
の
大
半
が
暴
動
現
場
近
辺
の
居
住
者
だ

っ
た
こ
と
、
職
業
の

点
で
は
必
ず
し
も
圧
倒
的
優
位
を
誇
る
も
の
は
な
い
も
の
の
、
概
し

て
港
湾
労
働
者
や
建
設
業
労
働
者
、
織
布
工
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る

こ
と
は
指
摘
し
う
る
。
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
地
理
に
精
通
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
暴
動
参
加
者
の
行
動
経
路
か
ら
み
て
も
、
近
隣

在
住
者
が
大
半
を
占
め
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
が
、
例
え
ば

三
四
年
暴
動
の
逮
捕
者

一
八
名
中

一
五
名
ま
で
が

「
フ
ラ
イ
ン
グ

・

鉢
「

ス
」
を
中
心
と
す
る
半
径

一
キ

ロ
以
内
の
地
域
の
層
住
者
で
あ

る
。
ま
た
、
職
業
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
三
四
年
暴
動
初
期
段
階
の

逮
捕
者
の
う
ち
八
名
の
職
種
が
判
明
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
織
布
工
三

名
、
不
熟
練
労
働
銘
」
名
、
家
具
職
人
、
塗
装
工
、
石
灰
製
造
工
各

一
名
と
な

っ
て
い
る
。
次
に
年
齢
の
点
で
は
年
長
者
は
殆
ど
み
ら
れ

ず
、
当
時
の
新
聞
の
描
写
を
借
り
れ
ば

「従
弟
や
年
端
も
い
か
ぬ
少

年
た
ち
」
「社
会
最
下
層
の
若
者
た
ち
」
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

屋
々
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
襲
撃
暴
動
や
反
黒
人
暴
動
に
結
び

つ
け
ら

れ
る

「
地
位
も
財
産
も
あ
る
紳
士
た
ち
」
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
白
人
暴
動
参
加
者
の
大
多
数
は
地
域

の
若
年
労
働
者
層
か
ら
引
き
だ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、

同
時
に
四
二
年

・
四
九
年
暴
動
に
顕
著
な
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
が
か
な
り
存
在
し
た
こ
と
、
街
頭
ギ
ャ
ン
グ
が
少
な
か
ら
ず
関
与

し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
折
↑

第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
暴
動
参
加
者
の
攻
撃
対
象
が
、
市
南
東

部
か
ら
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
北
束
部
お
よ
び
サ
ウ
ス
ウ
ァ
ク
地

区
北
西
部
に
か
け
て
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

地
図
Ⅱ
は
、
場
所
が
確
定
で
き
る
主
要
攻
撃
対
象
を
表
示
し
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、　
一
五
年
と
い
う
期
間
に
お
け
る

暴
動
の
攻
撃
対
象
は
、
た
か
だ
か
○

・
五
キ
ロ
四
方
内
に
収
ま
る
と

い
う
驚
く
程
の
空
間
的
集
中
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
、に
攻

撃
対
象
が
教
会
や
互
助
ホ
ー
ル
、
黒
人
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
支
部
「や
禁

酒
ホ
ー
ル
、
居
酒
屋
や
遊
戯
場
な
ど
黒
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
片
一活
の

中
心
と
な
る
組
織
や
建
物
、
さ
ら
に
は

「財
産
あ
る
黒
人
た
垢
こ

の

煉
瓦
造
り
の
家
屋
や
家
財
に
基
本
的
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も

（
・５
）

注
目
し
た
い
。
裏
返
す
な
ら
ば
、
暴
動
の
生
じ
た
地
域
―
シ
ー
ダ
ー

通
り
周
辺
地
域
―
で
は
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
か
な
り
は

っ
き
り

(史
死

（第
四
人
巻
第
二
号
）
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

と
し
た
形
で
そ
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
も
と

よ
り
、
こ
う
し
た
第
二
の
特
徴
は
先
に
述
べ
た
第

一
。
第
二
の
特
徴

と
深
い
関
連
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
黒
人

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
何
が
、
白
人
暴
動
参
加
者
を

一
五
年
も
の
長
き
に
わ
た

っ

て
執
拗
に
行
動

へ
と
駆
り
た
て
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
く

こ
と
は
、
ま
さ
に
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
内
在
的
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
と
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
交
差
点
を
探
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

一証

（
１

》
　

Ｄ
い
電
Ｄ
】
い

刃
い
】
ヨ

ｏ
，
ぃ

弓
●
≡
ふ
■

哨
ヽ
ミ
ン

もヽ
時

も

ヽ
、

杓
Ｓ
、
ド
塔

き

や

いヽ
ヽ
ヽ
一

晩
津
中Ｏ
ｓ
，ヽマ
・晩
も
ヽ
ど
ふヽヽ
ミ
ヽ
Ｌ
均
ヽ
ｓ
Ｓ
ヽ
ｏ
ヽヽ
じ　
汽
島
的
も
‐
に
』
奇
に
ｕ　
【ｏ
一　
　
〇
ら
　
一〇
岸
ｒ

メど、い
∽
Ｊ
【，
∞
一〇
”
　
門
）
〔
）
】　
】
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
●
ｏ
）
淳ト
ト
！
Ｈ卜
リ
ヤ　
自
ンｒ
Ｏ
ヨ
つ
い
の
　
の
命
ｒ
Ｄ
【
ｈ

ゆ
，
い
弓
ｒ
ｏ
呂
ｏ
のｏ
”
ョ
ざ
４
ｏ
ｏ
Ｆヽ

Ｈく
矛

Ｇヽ
ビヽ

もヽ

杓
ヽ
、ヽい
、
ミ
ゞ
き
、ヘド

、
あ
０
も

―
ヽ
∞
∞
ヽ
。　
∞
　
く
Ｏ
】り
）
『
・ず
と
い
０
●
】句
ゴ
中”
）
】∞
∞
卜
）
Ｈ】
ｏ
　
Ｏ
ヽ
ト

（
２
）

三
四
年
暴
動

の
叙
述
に

つ
い
て
は
以
下

の
史
料

に
依

っ
た
。
∽
Ｄ
Ｂ
属
】

呂

Ｄ
Ｎ
Ｄ
【
い
　
ｏ
升

）

為
ミ
ｑ

資
Ｓ
‐　
へやヽ

杓
も
ミヽ

と

きヽ

ｓ
ヽ
」
や

　

町
Ｆ
】Ｆ
い
Ｌ
噂
す
ま

▼

岸
∞
時
∞
―
中
∞
ω
り
】

＞
●
∞
　
時
∞
　
Ｄ
中
い
　
∽
ｏ
ｏ
一　
　
的
『
▼
　
」
∽
ω
卜
〕
　
】出
　
　
ワ
■
】命
の
　
●
い
↓

ン
ミ

δ

）

ヨ
ヽ
も
き

ぜ

為

へ
ｑ

句
終

Ｆ

卜
津

∽
Ｒ

ｔ

く
ユ
　

エ

】
＞
宮
中

【
ｐ

や
Ｐ

岸
鶴

Ｆ

∽
掛

阜

葛

目

い

電

●
資

）ｏ
Ｆ

」ぷ

劣
き

運

ミ

氏

ミ

ヽ
軋
へ
Ｓ

苺
、
い

Ｐ

ｏ
ｏ

ｏ
ω
『
ｏ
∞
∞
〕
口
い
者
宮
い
″

卜
げ
い
軍

こぎ
ミ
ミ
ミ
Ｎ
Ｓ
、
ｓ
為
機

ミヽ
もヽ
ｓヽ
ヽ

ｓ
ヽ
ミ

哨
ｓ
ふヽヽ

き
中　
きヽ
ヽ
　
Ｇ
ぎ
や
貸
　ヽ
晩
おヽ
もヽち　
ｓヽ

ツ
「Ｇ
ヽ
、ヽ
　
卜
さヽ
や
ヽ
や
さ

も句
ヽ
Ｓ
Ｓ
や　
いヽ
ヽ
ヽ
」
ゃ
　
、
∽
的
』
　
ヽ
ｏ
　
（
）
へ
ヽ
Ｇ
寧
も
ヽ
】
ヽ
∝
的
ヽ
】
∞

く
ｏ
中
∽
ｔ

【
増
ｒ
　
Ｏ
ｈ
岸
∞
ω
ｏ
】

ツ
や
♂
Ｆ
専　
中
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）

】
】
自
】

増
●
　
ω
Ｐ
Ｃ
‐
∞
Ｎ
Ｏ

（
３
）

こ
の
際
、
襲
撃
者
た
ち
が

「
黒
ん
坊
ど
も
を
や
っ
ち
ま
う
」
た
め
に

ヽ
ゴ

①
　
Ｃ

じ
一
一
命
ヽ

　

∽

市
Ｄ
一
０
の
　

い
●
Ｈ
≡
】
∞

　

市
，
０
　

＞

∞
●
　

ｏ
【
　

】
ゆ
命
汗
の
〇
ヽ

一
　

】
∞
ゃ
ト
ー

【∞
卜
Ｃ
」
も　
】抱
ｒ
　
高
）　
は
一∽
∽
】
戸
一ｏ
いく
　
〇
【　
申３
毎
【い
じ
い
。
【
Ｃ
『
Ｎ
）
ｏ
　
い
時
ト

（
７
）

四
九
年
暴
動

の
叙
述
に

つ
い
て
は
以
下

の
史
料

に
依

っ
た
。
ゃ

ぃヽ
、予

い
ヽ
へヽ
氏
へ
・ヽ】
∩
ざ
市
　
】〇
　
御
コ
年
　
中
岸
ツ　
中∞
卜
〇
キ　
の
Ｏ
ｒ
や
】
い　
い
ｏ
い
　
宅
く
ｏ
∽一ｃ
Ｏ
市ｒ

ヽ
単
く
豊
ビ

ｓヽ

コ
ず
きヽ
、
も
、ヽ
ま
Ｆ

申
】
コ
ｏ
　
一
ｏ
時
‐
命
Ｏ
ω

（
８
）
　
杓
ヽヽ
ぃ
、、

ぃ
も
ミ
に
や
ｒ　
＞
宮
い
　
ぃぅ
】
時
】
い
，
毎

Ю
ド
　
岸
∞
卜
〇

（
９
）

無
論
だ
か
ら
と
い
っ
て
黒
人
へ
の
暴
行
が
全
く
副
次
的
だ
っ
た
と
は

い
え
な
い
。
特
に
暴
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
段
階
で
は
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
五
回
の
暴
動
で
死
者
が

一
〇
名
そ
こ
そ
こ
と
い
う
の
は
、
総

じ
て
黒
人
側
が
大
き
な
抵
抗
を
試
み
な
か
っ
た
点
を
考
慮
し
て
も
同
時

代
の
黒
動
の
中
で
は
少
な
い
部
類
で
あ
る
。
尚
、
当
時
の
他
の
暴
動
と

も
参
加
者
の
行
動
形
態
に
お
い
て
反
黒
人
暴
動
は
共
通
性
を
持

っ
て
い

る
。
拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」

四
七
頁
。

（
１０
）

参
加
者
の
行
動
が
計
画
的
で
あ
る
こ
と
は
、
符
丁
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
や
新
聞
報
道
の
描
写
か
ら
し
て
も
、
参
加
者
の
中
心
に
ギ
ャ
ン
グ
や

消
防
隊
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

人
物
と
並
ん
で
異
動
を
構
成
し
た
い
わ
ゆ
る

「
観
衆
」
の
存
在
は
無
視

で
き
な
い
。
暴
動
の
目
的
に
は
共
感
し
て
も
、
全
面
的
に
攻
撃
に
関
与

は
し
な
い
こ
れ
ら

「
観
衆
」
は
、
歓
声
を
あ
げ
た
り
治
安
当
局
の
妨
害

を
す
る
こ
と
で
暴
動
を

一
種
の

「
街
頭
劇
」
に
仕
立
て
上
げ
た
。
四
九

年
暴
動
で
は
こ
の

「
観
衆
」
が
殆
ど
存
在
せ
ず
、
そ
の
こ
と
が
死
傷
者

を
多
く
し
た
原
因
だ

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」
七
四
頁
。

（
１１

）

Ｅ

い
樹

，
，

為

ミ
町

Ｌ
ヽ
も
、ヽ
ミ

タ
、
〕
Ｓ

ヽヽ
セ

、に
、
ミ

Ｆ

＞

Ｆ
中

樹

】

あ

ぱ

（
‐２

）

口
呂

８

Ｆ
鱗
電

４ｐ

事
員
里
・ま

おヽ

『
Ｓ

ヽ
き

ｏ
ヽ

杓
ま

き

ミ
ミ
ヽ
ま

♪

円
Ｆ

Ｆ

‐

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

一
一
日
に
集
結
を
約
す
の
を
耳
に
し
た
フ
ォ
ー
ト
ン
家
の
隣
人
が
市
長

に
通
報
し
、
集
結
地
点
で
待
ち
う
け
て
い
た
治
安
当
局
に
よ
り
七
人
の

ギ
ャ
ン
グ
が
逮
捕
さ
れ
た
。
卜
げ
い
Ｆ

き
ミ
、ヽ母
ミ
】
自ＨＰ

増
甲

度
ｆ
越
ゃ

（
４
）

二
五
年
暴
動
に
つ
い
て
は

日
思
い
＆
）
力
もヽ

」」や

（ミ

杓
Ｓ
ヽ
セ
ゃ

毎
や
ヽ
ヽ
Ｓ
）

＞

Ｆ
中

】
。

中
∞
ω
リ
キ
∽
●
す
い
私

ゆ
ｏ
い

ヨ
、８

さ

Ｒ

Ｆ

Ｌ円

」
く

ｓ
ヽ
賢
　
Ｇ
ヽ

コ
ざ」ヽ
ｓ
ヽ
ｓＳ
ヽ
き
】
Ｆ

●
　
Ｒ
ヽ
　
一二
八
年
暴
動
に
つ
い
て
は

（）地
８

Ｚ

】ド
Ｐ
　
①
舛

】

ン
ミ

δ

）

巧
４「ミ

き

ヽ
Ｓ
ヽ

カ
ミ
Ц

畿

ｓ
Ｆ
　
，吾

い
】

や
ｐ
　

岸
衛
一∞
留

∽
の
，
ｐ
■

ｐ
ｐ
ヽ

ヨ
、９

一
ｏ
Ｒ

Ｆ

出
デ

き

ヽ
いヽ

Ｑ
ヽ

杓
ぎ

き

、
ミ
ヽ
ま

い

Ｆ

Ｏ
ょ
〕留

（
５
》

四
二
年
暴
動
の
叙
述
に
つ
い
て
は
以
下
の
史
料
に
依

っ
た
。
肖る
、８
】

均く
や
」ヽｏ
ヽ
Ｓ
ヽ
ｔ卿
も
い
」劣単へ
ヽヽ
ヽ
に′
Ｆ
∞
　
Ｏ
】
岸∞
卜
や
〕
円
す
と
い
い
ｏ
】●
デ
中い
ヽ
ざ
い
ヽヽ
　ヽ
卜
ヽ
‐

ミ
い
ヽ
ヽ
】
に，
営
∞
　
Ｎ
〕
ω
）
Ｏ
）
中∞
卜
時
〕　
∽
●
ゴ
ｐ
【～　
い
，
い
　
メヨ「①
∽市ｏ
〇
一ｒ
　
、
単
チ
」ｏ
‐

Ｃ

Ｓ
ヽ
お
ざ
きヽ
ヽ
もヽ
ヽ
ヽ
き
）
Ｐ

や

ｏ
Ｓ

　
黒
人
の
パ
レ
ー
ド
が
掲
げ
て

い
た
抜
は
後
国
市
長
官
邸
に
陳
列
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な

字
旬
が
書
か
れ
て
い
た
。
「
な
ん
と
壮
大
な

寿
命
を
持
ち
、

真
か
ら
美

し
い
の
か
。
神
聖
な
る
友
情
、
愛
情
、
そ
し
て
真
理
は
。
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
青
年
自
警
連
合
」
杓
ミ
罵
ヽ

ぃ

戦ヽ
く
い

＞
●
中

ぶ

【留
時

（
６

）

、
き

、
、

い
も
、
く

Ｆ

卜
Ｆ
中

遵

）
温

畠

　

実

際

に

こ

の

建

物

は

取

り

壊
さ
れ
た
。　
ま
た
、
「
互
助
ホ
ー
ル
」
の
持
主
は
郡
条
例
を
た
て
に
、

モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
行
政
委
員
会
に
補
償
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、

同
委
員
会
は
黒
人
の
パ
レ
ー
ド
が
興
奮
を
引
き
起
こ
し
た
と
し
て
こ
れ

を
却
下
し
、
大
陪
審
も
後
に
黒
人
の
パ
レ
ー
ド
が
暴
動
の
原
因
と
断
定
、

黒
人
に
以
後
は
パ
レ
ー
ド
を
自
粛
し
、
教
会
も

「
興
奮
の
原
因
」
を
通

け
る
べ
く
、　
夕
方
ま
で
に
扉
を
閉
め
る
よ
う
勧
告
し
た
。
Ｚ
■
す
一崩

田

　

ヨ

、
ま

ｐ
電

【
鮮

す
付

①
卑

】

ト

　

コ

ざ
ミ

ｓ
ミ
ミ

ヽ
ぎ

ｓ
　

ヽ

も
あ

ヽ
母

革

ｏ
騨

　

ぃ
ぅ
、
も

も

ヽ
や
ぶ
驚
　

Ｇ
ヽ

晩
」
ミ
ヽ
も
や
　

Ｑ

ｓ
Ｇ
ヽ
い
も
　

ヽ
翌

島
翁
き
ヽ
Ｆ

　

に
い
的
ヽ
―
馬
∞
ヽ
卜

　

『

，
ュ
中

い
●
【ｏ
す
中Ｄ
】
【
Ｏ
Ｏ
ミ
】
ｏ
　
い
い
い
い　
中
Ｏ
ｒ
Ｂ
　
ウく，
　
電
く
ｏ
」
ｐ
Ｏ
【
】
へ一
沖
い
ｏ
Ｏ　
中卿
【○
付り
【ロ

い
ｏ
中●
デ
【い
ｖ
【０
∞
〇
】
ｏ
　
や
や
ト

（
‐３
）

三
四
年
暴
動
で
も
、
逮
捕
者
の
中
に
は
Ｏ
宮
８
営
∞
Ｆ

〓
ッ戸
ゆ
呂
富
】

呂
Ｆ
営
い
Ｅ
４，
と
い
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
思
わ
せ
る
名
前
が
み
ら

れ
る
。

（
‐４

）
　

命
せ

こヽ

ミ

．ヽ単

ヘミ
　

電

も
べヽ

ヽ
ミ
】

＞

膚
∞

【
Ｐ

【
∞
ω
卜
　

（
刃
Ｆ
停
ュ

ｐ
　

へ【弓

ゴ
ｏ

刃
”
命
①

刃
丁

命

ｏ
ｈ

＞

Ｆ
∞
卓
資

〉

ぁ

ω
Ｆ

せ

や
　

い
ｏ
ゃ

よ

い
し

（
‐５
）

例
え
ば
三
四
年
暴
動
で
は
、
二
日
目
に
破
壊
さ
れ
た
家
屋
の
多
く
が

「
堅
固
な
煉
瓦
造
り
」
で
、
同
じ
通
り
の
木
造
家
屋
に
は
攻
撃
は
集
中

し

て

い
な

い
。
　
誓

Ｆ

私

い
と

ョ
辞

一古

ｏ
Ｆ

氏

喜

ｅ
ゼ

も
ヽ

杓
・ず
、、や

、
へ
、ヽ
ゃ
、や
）
申
。　
●
　
Ｏ
∞
∽

一二
、　
里
小人
（
コ
ミ

ュ　
一一
テ
ィ

黒
人
著
述
家
Ｊ

・
Ｗ

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、　
一
八
四

一
年
に
出
版
し

た

「】フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
有
色
人
社
会
上
流
階
級
の
素
船
』
に
お
い

て
、
世
間
が

「有
色
人
を
社
会
的
な
い
し
は
諸
々
の
点
で
卓
越
性
の

な
い
ひ
と
回
ま
り
の
集
団
と
見
倣
し
続
け
て
き
た
」
こ
と
を
批
判
し
、

「財
産
あ
る
人
び
と
、
有
閃
紳
士
た
ち
」
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
指
導

層
と
し
て
、
洗
練
さ
れ
た
生
活
を
送
り
多
彩
な
社
会
活
動
に
従
事
す

る
姿
を
描
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
意
味
で
彼
は
、　
エ
リ
ー
ト
層
の
存

在
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
大
多
数
の
黒
人
が

「堕
落
と
悲
惨
と
貧
困

の
ど
ん
底
」
に
喘
ぐ
と
い
う
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
実
を
実
り
だ

し
た
と
も
い
え
よ
う
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

-12-- 1 3 -



に
つ
い
て
ま
ず
そ
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
続
い
て
、

黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
り
、
暴
動
頻
発
地
域
で
も
あ
る
シ

ー
ダ
ー
通
り
周
辺
に
お
け
る
同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
を
検
討

し
、
さ
ら
に
こ
の
あ
り
よ
う
と
反
黒
人
暴
動
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

０
　
黒
人
コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
の
特
徴

表
Ｉ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郡
内
の
黒
人

総
人
口
は

一
八

一
〇
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
、
四
〇
年
代
の
微
減
を
別

と
す
れ
ば
絶
対
数
で
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に

一
八
二
〇
年

代

。
三
〇
年
代
に
は
三
〇
％
前
後
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

が
自
然
増
に
加
え
て
、
州
内
外
か
ら
の
自
由
黒
人
や
逃
亡
奴
隷
流
入

の
結
果
だ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。　
一
方
、
郡
内
白
人
人
口

は
、
国
内
農
村
部
か
ら
の
継
続
陶
人
口
流
入
と

一
八
四
〇
年
代
後
半

を
頂
点
と
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
主
体
の
海
外
か
ら
の
移
民
流
入
に

よ
っ
て
、
半
世
紀
間
に
五
倍
と
い
う
驚
異
的
増
加
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
郡
内
総
人
口
に
占
め
る
黒
人
人
口
の
割
合
は
、　
一
八

一
〇

年
の
九

・
四
％
か
ら
六
〇
年
の
三

・
九
％

へ
と
低
下
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
黒
人
人
口
は
絶
対
数
で
は
増
加
の
基
調
に
あ
り
な
が
ら
、
相

対
的
に
は
小
さ
な
存
在
と
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
表
Ⅱ
か
ら
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
黒
人
の
人
口
分
布

を
み
る
と
、
黒
人
は
全
て
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
、
と
り

わ
け
シ
ー
ダ
ー
通
り
を
次
ん
だ
市
南
部

（
ロ
ウ
カ
ス
ト
区
、
シ
ー
ダ

ー
区
、
ド
ッ
ク
区
、
パ
イ
ン
区
、　
ニ
ュ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
区
）
と
市
周

辺
南
部

（
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
、
サ
ウ
ス
ウ
ァ
ク
地
区
）
に
集

中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
域
に
居
住
す
る
黒
人
の
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、　
一
八
三
〇
年
＝
六

六

。
一
％
、　
一
八
四
〇
年
＝
六
七
・七
％
、　
一
八
五
〇
年
＝
六
九
一五

％
と
な
る
。
こ
の
地
域
は
、
黒
人

・
白
人
各
会
派
の
教
会
記
録
か
ら

信
者
の
居
住
分
布
を
割
り
出
し
た
Ｎ
・Ｊ
・ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
が
、
黒
人

の

「
飛
び
領
土
」
と
呼
ん
だ
地
帯
に
ほ
ぼ
重
な
究
。
彼
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
黒
人
の
こ
の
地
域

へ
の
集
中
は

一
七
九
四
年
に
ロ
ン
バ
ー
ド

通
り
に

「
ベ
セ
ル
・
ア
フ
リ
カ
ン
・メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
六
甲
・津
巴

＞
中
一８
Ｆ
買
命
鼻
ｏ
い
Ｆ

円
●
一洛
８
出

（〕Ｊ
景
掛
）

が
建
設
さ
れ
た
頃

始
ま
り
、　
一
八

一
一
年
に
は

「
飛
び
領
土
」
は
か
な
り
は

っ
き
り
し

た
も
の
と
な
っ
て
、　
一
八
三
〇
年
代
に
は
密
集
度
を
強
め
つ
つ
内
人

拡
大
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
地
域
で
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、　
一
九

世
紀
初
頭
以
降
空
間
的
に
か
な
り
は

っ
き
り
し
た
存
在
と
な

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
確
か
に
こ
の
地
域
に
黒
人
は
集
中

し
た
も
の
の
、
人
口
の
圧
倒
的
部
分
と
は
な

っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
は
単
に
信
者
の
層
住
分
布
か
ら

「
一
九
世
紀
初
め
に

は
人
種
に
基
づ
く
居
住
隔
離
が
影
均
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
パ
タ
ー
ン
に

な
っ
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
が
、
表
工
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

表 I:フ ィラデルフィア郡における白人 ・黒人人「]の推移
*は 黒人人口が郡内総人口に占める割合

年 十 白 人(増加率) 黒 人 (増加率) ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

111,240ノ(

135,637(22%)

188,797(39%)

258,037 (36夕ぢ)

408,762 (58夕b)

氏AA_氏夕Q `ARり/ヽ

10,552ノ六、

11,891 (12ラb)

15,624(31%)

19,833(27%)

19,761 (-0 4ラと)

ワ?卜lR局 `121ろう

1810

1820

1830

1840

1850

lRへ∩

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

Cの 規 rs oメ 才ん夕 こ/72ルタ″ S′α′夕s, 78て,θ;【 」S Census Omce,ざ どr″ん Cの 2受rS O′‐

E′?2r7'2ケαガθ72?メ r77ん̀ュbル`ι′″s?メ よん夕し碗ル佐′S′̀ ιどゐ fヱ8イθ;U S Cellsus Omcc,

Sクυク2れ Cの 2S2rS Oメ才ん夕 U,1を″冴 Sとα″夕fヱ85θ ;U S Census Ofllce,Pο ク?r′αガο77

q/″ んタ ロ'2ルタガ ざ″αr夕s″,2ヱ8びθi C砂〃2ノr夕″ yナο〃″rんθO′すg′,2`rと夕″ R夕ヵι7,2S O/

ょん夕 8とん Cク が″″s ょ り作成 )

表工 :フィラデルフィア市および周辺地区における黒人 ・白人人口の推移

A:各 地域に占める黒人人口の割合 Bi各 地域毎の黒人人口分配率

1323
1886

6514

9723

1658

9 2

13 1
45 2

67 5

1 1 5
20 9

1332
1772

7403

10507

2787
4947

7 3

9 7

40 6

57 6

1 5 2
27 1

25844    4 9
25176    6 5

31615   18 9

82635   11 2

81024    3 3
37169   11 7

22405    5 6
22970    7 6
25281   20 5

70656   12 1

51746    3 1
24396   10 9

部
部
部

計

北
中
南

市
市
市

& 9皿 0 1蜘 卿 第 100 0

市北部 (North Mulbcrry,
SOuth  lvlulberry,

UDDer  Dclaware,

Lower Delaware)

市中普円(North,   Middle,
SOuth,■Iigh Strcet,

Chestnut, Walnut)

市南音呂(Locust,Cedar,Dock,
Pinc,New Market)

Kellsington)

1850

人 白  人  A(%)B(%)

3 3   6 6
3 7    7 1

15 7   47 0

8 8    60 7

1 9   1 6 8
6 0   22 5

/」ヽ 計|

市周辺北部
市周辺南部

1172
lZ4ツ

8315

10736

2966

3981

33593
32557
44490

110640

149925

61797

部
部
部

北
中
南

一
市
市
市

5 2   100 0枠ぶ  言十
  1 17683   322362

市周辺北部 ( S p r i n g  G a r d e n , N o r t h e r n  L i b c r t i c s

巾 サ旬ス空円 古い (lh/■Oyamenslng, oou[1lwar【 ノ

(表 Iと同じ典拠より作成)
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

黒
人
が
こ
の
地
域
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
市
南
部
で
は

一
八

三
〇
年
＝
二
〇

・
五
％
か
ら

一
八
五
〇
年
＝

一
五

・
七
％
、
市
周
辺

南
部
で
は

一
人
三
〇
年
―

一
〇

。
九
％
か
ら

一
八
五
〇
年
＝
六
％

ヘ

と
低
下
し
て
い
る
。
無
論
、
よ
り
木
目
細
か
な
分
析
が
必
要
だ
が
、

前
章
で
検
討
し
た
反
黒
人
暴
動
時
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
こ
の
地
域

が
居
住
隔
離
と
い
う
表
現
か
ら
想
像
さ
れ
る
、
黒
人
が
圧
倒
的
多
数

を
占
め
る
居
住
区
と
は
い
え
な
か

っ
た
点
は
、
次
節
と
の
関
わ
り
か

ら
も
指
摘
し
て
お
き
た
ば
ぃ

一
八
三
七
年
に

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
奴
隷
制
廃
止
協
会
」
（静
命

！円
命
Ｂ
Ｄ
のく
一く
伸
Ｆ
中停　
∽
Ｏ
０
４の
付】
ｈＯ
　ヽ
！可
ＨＯ
Ｄ
Ｏ
ユ
停
的
　
”Ｆ
ｏ
　
卜
ｒザ
Ｏ
ｒ
ユ
ｏ
Ｂ
　
ｏ
片

鍛
Ｄ
ネ
輯
）

は

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
お
よ
び

周
辺
地
区
の
自
由

黒
人
の
状
態
と
そ
の
改
善
の
能
力
お
よ
び
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
」

た
め
に
社
会
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
全
体
の
財
産
総
額

（動
産

・
不
動
産
の
総
評
価
額
）
は
九
七
七
、

四
八
五
ド
ル
、
家
族
総
数
は
三
、
六
五
二
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
単

柿
滑
算
で
は

一
家
族
あ
た
り
の
財
産
総
額
は
平
均
二
六
八
ド
ル
と
な

る
。
し
か
し
、
Ｔ

・
ハ
ー
シ
バ
ー
グ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
平

均
以
上
の
財
産
を
所
有
し
た
家
族
は
全
体
の
二
〇
％
に
満
た
ず
、
六

０
％
の
家
族
は
財
産
総
額
六
〇
ド
ル
以
下
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。　
一
八

四
七
年
に
ク

ェ
ー
カ
ー
教
会
が
行
な

っ
た
社
会
調
査
を
み
て
も
、
黒

人
家
族
効
洵
執
一揮
慟
准
を
所
有
し
た
の
は
全
体
の
七
％
た
ら
ず
に
留

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
数
字
は
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
全
体
と
し
て

極
め
て
貧
し
か

っ
た
こ
と
を
示
す
と
Ｌ
も
に
、　
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
内
に

大
き
な
経
済
的
不
平
等
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

実
際
、　
一
八
三
八
年
と
四
七
年
の
両
時
点
で
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
富
裕
な

一
〇
％
の
人
口
が
富
の
七
〇
％
を
、
最
富
裕
の

一
％
が

（
１０
）

富
の
三
〇
％
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
六
〇
年
時
点
で
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
全
住
民
に
つ
い
て
み

る
と
、
富
裕
な

一
〇
％
の
人
目
が
富
の
八
九
％
を
、
最
富
裕
の

一
％

が
富
の
五
〇
％
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
、
著
し
い
経
済
的
不
平
等
の
（「一）

存
在
は
決
し
て
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
有
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

つ
ま
リ
ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
、
人
種
に
関

わ
り
な
く
少
数
の
富
裕
な
者
が
多
数
の
貧
し
い
者
の
中
で
際
だ

っ
た

存
在
だ

っ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
黒

人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
富
裕
層
の
際
立
ち
方
が
独
特
だ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
そ
れ
は
次
の
三
点
に
整
理
で
き
よ
う
。
第

一
に
は
、
黒

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
が
専
ら
こ
の
富
裕
層
か
ら
引
き
出
さ
れ
た

こ
と
、
第
二
に
は
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
が
地
域
レ
ヴ

ェ
ル

・

全
国
レ
ヴ

ェ
ル
の
黒
人
の
運
動
に
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
、
第
二

に
は
彼
ら
の
多
く
が
先
に
述
べ
た
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
の
黒
人
集
中

地
域
に
居
住
し
た
こ
と
で
あ
る
。
白
人
上
流
階
級
は
、
家
柄
や
自
一ら

の
労
働
に
よ
ら
な
い
富
を
支
配
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
、
社
会
全

（
・２
）

体
に
対
し
て
権
力
を
行
使
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
黒
人
富
裕
層
は
、

少
な
く
と
も
南
北
戦
争
ま
で
は
公
職
に
就
く
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
社

会
全
体
の
権
力
機
構
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
富
は
他
人

か
ら
の
搾
取
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
自
ら
の
労
働
の
産
物
だ

っ
だ
。

こ
う
し
た
彼
ら
が
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
威
信
や
権
力
を
求
め

る
時
、
そ
れ
は
家
柄
と
か
富
そ
の
も
の
よ
り
も
個
人
的
資
質
、　
つ
ま

り
尊
敬
さ
れ
う
る
生
活
や
差
別
に
晒
さ
れ
る
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
全

体
に
責
任
を
仇
）
て
対
応
す
る
意
識
や
能
力
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
富
裕
層
の
多
く
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層

と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
殊
性
―
規
模
や
富
の
大
き

さ
、
歴
史
の
舗
準
と
安
定
性
、
白
人
か
ら
の
援
助
―
が
さ
ら
に
そ
れ

を
増
幅
さ
せ
た
。
し
か
も
、
富
裕
層
の
多
く
が
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺

に
居
住
し
た
こ
と
は
、
黒
人
内
の
経
済
的
不
平
等
の
存
在
を
可
視
的

な
も
の
と
し
、
彼
ら
の
生
活
や
活
動
を

一
層
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
職
業
構
成
の
点
か
ら
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。　
一
八
三
七
年
の
社
会
調
査
報
告
が

「
黒
人
の
大

部
分
は
厳
し
い
肉
体
労
働
に
従
事
し
て
い
る
」
と
嘆
い
た
よ
う
に
、

少
数
の
知
識
労
働
者
や
手
工
業
者
を
除
け
ば
、
黒
人
の
大
半
は
建
設

現
場
や
波
止
場
を
中
心
と
し
た
不
熟
練
労
働
に
携
わ

っ
た
。　
一
八
四

七
年
の
社
会
調
査
が
男
性
三
、
三
五
八
人
、
女
性
四
、　
二

四
九

人

（と
も
に
二

一
歳
以
上
の
就
労
可
能
人
口
の
五
分
の
四
）
の
職
業
を

明
ら
か
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
訳
を
百
分
率
で
示
せ
ば
次
の
通

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

（五
）

り
で
あ
る
。
男
性
、
不
熟
練
労
働
者
四
七
％
、
ウ
ェ
イ
タ
ー

・
コ
ッ

ク

一
六

・
六
％
、
手
工
業
労
働
者
八

・
五
％
、
車
夫

・
御
者
八

・
二

％
、
水
夫
七

・
一
％
、
小
売
業
従
事
者
四

・
九
％
、
理
容
師
四

・
六

％
、
そ
の
他
三

，
一
％
。
女
性
、
洗
濯
婦
四
六
％
、
日
〓展
い
仕
一事
ヤ従

事
者
二

八
　
五
％
、
針
子

一
一
。
四
％
、
家
内
労
働
者
六

・
八
％
、

小
売
業
従
事
者
五
％
、　
コ
ッ
ク
四
％
、
賄
い
婦
三

・
六
％
、
廃
品
回

収
業
従
事
者
二

・
四
％
、
そ
の
他
二

・
三
％
。
上
の
そ
の
他
の
範
障

に
は
、
男
性
で
は
楽
師

（
三
二
人
）、
説
教
師

（
二
二
人
）
、
放
ｍ
施

療
師

・
医
者
　
歯
医
者

（
一
九
人
）、　
教
師

（
一
一
人
）
が
、　
女
性

で
は
教
師

（
一
〇
人
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
女
性
の
場
合
に
は
白
人
家
庭
に
住
み
込
む
家
内

奉
公
人
が
移
し
い
数
に
の
ぼ

っ
た
。　
一
八
三
七
年
の
社
会
調
査
報
告

の
挙
げ
る
五
、
〇
〇
〇
人
と
い
う
推
計
”は
根
拠
が
施
弱
だ
だ
、
黒
人

の
人
口
構
成
に
お
け
る
男
性
数
に
対
す
る
女
性
数
の
甚
だ
し
い
超
過

は
、
家
内
奉
公
に
お
け
る
黒
人
女
性

へ
の
需
要
の
大
き
さ
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
八
三
八
年
か
ら
二

八
六
〇
年
の
間
に
、
黒
人

男
性

一
、
〇
〇
〇
人
あ
た
り
の
女
性
数
十は

一
、
三
二
六
人
か
ら

一
、

四

一
七
人
に
増
加
し
て
い
る
。　
曇

八
六
〇
年
の
白
人
に
つ
い
て
同

様
の
数
字
は

一
、
〇
八
八
人
）

一
八
八
〇
年
に
は
、
黒
人
成
人
五
人

の
う
ち

一
人
が
家
内
奉
公
人
と
し
て
白
人
家
庭
で
働
い
た
と
い
布
”

女
性
数
の
甚
だ
し
い
超
過
と
い
う
事
実
は
、
黒
人
男
性
Ｑ
尾
用
機
会

の
少
な
さ
に
黒
人
男
性
の
移
住
が
鈍
ら
さ
れ
た
結
果
と
も
い
え
る
訳
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

で
、
と
り
わ
け
黒
人
男
性

へ
の
雇
用
上
の
人
種
差
別
が
時
と
と
も
に

強
ま

っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

一展
用
上
の
人
種
差
別
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
重
要
な
の
は
、
そ
れ

が
工
業
化
の
進
展
と
白
人
移
民
の
増
加
と
い
う
背
景
の
中
で
生
じ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。　
一
八
四
七
年
の
社
会
調
査
報
告
は
、
黒
人
手
工
業

労
働
者
の
中
に

一
定
の
社
会
的
上
昇
を
遂
げ
た
も
の
の
い
た
こ
と
を

（
２０
）

示
唆
し
て
い
る
が
、
工
業
化
の
進
展
に
よ
る
手
工
業
労
働
自
体
の
没

落
と
一展
用
上
の
人
種
差
別
強
化
と
い
う
状
況
の
中
で
、
黒
人
手
工
業

労
働
者
は
技
術
を
行
使
す
る
機
会
を
し
だ
い
に
狭
め
ら
れ
て
い
く
。

一
八
三
二
年
に
は
、
黒
人
手
工
業
労
働
者
の
二
三
％
が
社
会
の

「
偏

（
２．
）

見
」
の
た
め
に
職
に
就
け
な
か

っ
た
が
、　
一
八
五
六
年
に
は
そ
の
割

（
２２
）

合
は
三
八
％
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
。　
Ｔ
万
、
従
来
は
ほ
ぼ
独
占
し

て
き
た
不
熟
練
労
働
の
い
く
つ
か
の
分
野
で
も
、
黒
人
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
と
の
競
争
に
敗
れ
て
い
く
。　
一
八
四
七
年
の
社
会
調
査
報
告

で
は
、
黒
人
男
性
労
働
者
に
占
め
る
石
炭
運
搬
人
夫
と
沖
仲
仕
の
割

合
は
五
％
を
記
録
し
た
が
、　
一
八
五
〇
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば

一
％

（
２３
）

を
占
め
る
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

波
止
場
や
建
設
現
場
で
は
、

「
数

年
前
に
は
黒
人
し
か
見
出
せ
な
か

っ
た
が
、
今
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

以
外
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
状
況
す
ら
出
現
す
る

（
２４
）

こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
工
業
化
が
提
供
す
る
工
場
労
働
と
い
う

新
た
な
就
業
機
会
か
ら
も
黒
人
は
排
除
さ
れ
た
。　
一
八
四
七
年
時
点

で
、
黒
人
男
性
労
働
者
の
う
ち
工
場
労
働
に
従
事
す
る
も
の
は
、
○

囲
ま
れ
た
地
域
に
居
住
す
る
三
の
二

の
黒
人
家
族
の
う
ち
、
な
ん
ら

か
の
動
産
を
所
有
す
る
の
は

一
十
六

家
族
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
動
産
平

均
所
有
額
は
三
ド
ル
四
三
セ
ン
ト
だ

っ
た
と
い
う
。
特
に
ベ
ド
フ
ォ

ー
ド
通
り
や
聖
メ
ア
リ
通
り
な
ど
の
裏
街
に
は
、

「
最
下
層
の
最
も

堕
落
し
た
鋼
次
種

（白
人
と
黒
人
―
筆
者
）
の
雑
居
集
団
」
が
雑
き

あ

っ
て
い
た
。
フ
レ
ン
ド
教
会
の
調
査
員
は
、
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
通
り

の
模
様
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ホ
天

て
い
る
。

「
目
に
映
る
も
の
で

心
は
痛
み
魂
は
震
え
あ
が
る
…
…
例
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
家

を
借
り
道
路
側
の
部
屋
を
自
分
の
店
と
し
て
使
い
、
残
り
の
部
屋
を

有
色
人
に
賃
貸
し
す
る
。
そ
の

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
）
店
は
有
色

人
間
借
り
人
た
ち
に
薪
だ
け
で
な
く
ラ
ム
酒
も
供
給
す
る
…
…
店
主

は
ラ
ム
酒
を
誰
に
で
も
売
る
訳
で
な
く
、
最
愛
の
仲
間
で
あ
る
可
哀

想
な
有
色
人
と
い
う
特
別
の
顧
客
に
だ
け
商
う
と
い
っ
た
具
合
だ
。
」

こ
の
調
査
員
は
シ
ペ
ン
通
り
の
模
様
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

「
七

番

通
り
と
八
番
通
り
に
次
ま
れ
た
シ
ペ
ン
通
り
に
は
大
変
に
堅
実
な
有

色
人
た
ち
も
い
る
。
し
か
し
、
大
多
数
は
惨
め
な
人
び
と
だ
…
…
貧

困
の
大
き
な
原
因
は
耐
え
ら
れ
な
い
程
高
い
家
賃
な
の
蕩
Ｆ

一
八
四
七
年
の
社
会
調
査
報
告
も
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
の
間
借
り

人
や
借
家
人
の
苦
痛
に
み
ち
た
暮
し
向
き
を
詳
し
く
伝
え
て
い
柄
宇

こ
う
し
て
み
る
時
、
こ
の
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
は
、
Ｅ

・
ラ
プ
サ
ン

ス
キ
ー
が
綿
密
な
分
析
の
結
果
定
義
づ
け
た
よ
う
に
、
人
種
的

・
民

族
的
に
多
様
な
労
働
者
諸
階
層
の
間
借
り
人

・
借
家
人
が
圧
倒
的
多

史
苑

（第
四
人
巻
第
二
号
）

（
２５
）

・
五
％
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
確
認
し
て
き
た
相
対
的
な
人
口
減
少
、
緩
や
か
で
は
あ
る

が
着
実
な
層
住
隔
離
の
進
行
、
全
体
的
な
貧
し
さ
と
著
し
い
経
済
的

不
平
等
の
存
在
、
一雇
用
上
の
人
種
差
別
強
化
を
み
る
な
ら
、
黒
人
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
お
か
れ
た
状
況
が
極
め
て
厳
し
か

っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
悲
観
的
側
面
に
目
を
奪
わ
れ
る
あ
ま

り
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
も
う

一
つ
の
側
面
、
即
ち
黒
入
自
身
が

状
況
を
改
善
し
自
ら
を
向
上
さ
せ
ん
と
す
る
努
力
に
彩
ら
れ
た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
生
活
の
存
在
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

●
ャ　
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺

前
節
で
も
示
唆
し
た
よ
う
に
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
に
は
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
の
約
六
割
が
集
中
し
た
が
、
住
民
の
大
半
を
黒

人
が
占
め
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
同
時
に
Ｓ

・
ブ

ル
ー
ミ
ン
の
研
一究

が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
も
最
も
貧
し

か

っ
た
。
ま
た
、
犯
罪
発
生
率
も
最
高
だ

っ
た
上
に
衛
生
環
境
も
劣（２６
）

悪
で
、　
一
度
伝
染
病
が
流
行
す
れ
ば
常
に
最
悪
の
被
害
を
受
け
た
。

一
八
二
九
年
に
慈
善
家
Ｍ

・
ケ
ア
リ
は
、
こ
の
地
域
を

「世
界
で
も

類
を
み
な
い
苦
し
み
」
と
形
容
し
た
が
、
ま
さ
に
シ
ー
ダ
ー
通
り
周（２７
）

辺
は

「大
い
な
る
悲
惨
と
貧
囚
が
存
在
す
る
」
場
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
四
七
年
の
社
会
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
東
西
を
五
番
通
り
と

八
番
通
り
、
南
北
を
シ
ー
ダ
ー
通
り
と
フ
ィ
ツ
ウ
ォ
ー
タ
ー
通
り
た

数
を
占
め
た
世
界
だ

っ
た
と
い
え
よ
璃
ぃ　
し
か
し
ヽ

「
大
い
な
る
悲

惨
と
貧
困
」
が
支
配
し
た
こ
の
地
域
に
お
い
て
、　
ロ
ン
バ
ー
ド
通
り

を
中
心
に
、
Ｊ

・
フ
ォ
ー
ト
ン
ら
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
柿

洒
な
住
宅
や

一
定
の
社
会
的
上
昇
を
遂
げ
た
黒
人
た
ち
の
煉
瓦
造
り

家
屋
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
の
地
域
の
地
主
の
中
に
は
少

数
な
跡
れ
も
黒
人
が
存
在
し
た
こ
と
の
二
点
に
は
注
意
を
促
し
て
お

き
た
い
。
つ
ま
り
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺

に
お

い
て
は
、
経
済
的
不
平
等
の
存
在
が
は

っ
き
り
と
目
で
見
、
肌

で
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

物
質
的
貧
困
は
人
種

・
民
族
に
関
わ
り
な
く
、
こ
の
地
域
の
住
民

の
殆
ど
に
と

っ
て
共
通
の
現
象
だ

っ
た
が
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に

つ
い
て
は
状
況
は
全
く
異
な

っ
た
。
反
黒
人
暴
動
の
攻
撃
対
象
も
示

す
よ
う
に
、
こ
の
地
域
に
は
数
々
の
黒
人
の
組
織
が
集
中
し
た
が
、

実
際
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
こ
そ
、
教
会
、
学
校
、
相
互
扶
助
協
会
、

フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
支
部
、
文
芸
協
会
、
黒
人
新
聞
集
配
所
な
ど
の
組

織
網
が
整
備
さ
れ
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、　
一
八
四
七
年
ま
で
に
六

つ
の
黒
人
教
会
と
四
つ
の
礼
拝
所
、
二
つ
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
支
部
、

二
〇
を
超
え
る
各
種
の
学
校
、
彩
し
い
会
員
を
擁
す
る
相
互
扶
助
協

会
、
文
芸
協
会
、
図
書
室
な
ど
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
組
織
が
、

黒
人
住
民
の
多
様
な
要
求
に
答
え
る
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
例
え
ば
、
生
活
防
衛
の
要
求
に
支
え
ら
れ
た
相
互
扶
助
協
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ア

ン
テ

ィ
ベ
ラ

ム
期

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
に
お
け

る
反
黒

人

暴
動

と
黒

人

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

（
鵜

月

）

会
を
み
る
と
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
全
体
で
そ
の
数
は
、　
一
八

一
一

年
に

一
一
、　
一
八
三

一
年
に
四
三
、　
一
八
三
七
年
に

一
一
九
、　
一
八

四
七
に

一
〇
六
に
の
ぼ
り
、　
一
八
四
批
浄
に
は
七
六
の
組
織
が
の
べ

五
、　
一
八
七
人
の
会
員
を
有
し
て
い
る
。

「
聖
ト
マ
ス
・
ア
フ
リ
カ
人
友
愛
協
会
六
静
命
＞
もヽ
一８
ｐ
「
【ヽ目
申

好

∽
Ｒ
【ｏ
”く

軟

∽
Ｆ
弓
ゴ
ｏ
日
い
じ

と
か

「
ア
レ
ン
の
息
子
連
合
」

（津
ゆ
Ｃ
ュ
付＆

∽
ｏ
湯

ｏ
～
＞
】】命
じ

と
い
っ
た
名
称
が
示
す
よ
う
に
、

相
互
扶
助
協
会
の
大
多
数
が
黒
人
教
会
を
生
み
の
親
と
し
た
が
、
他

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
も
教
会
と
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
を
持

っ
た
。

実
際
、
黒
人
教
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
網
の
要
に
位
置
し
た
の
で

あ
る
。
白
入
社
会
に
お
け
る
よ
う
な
、
卓
越
し
た
政
治
家
や
商
人
、

専
門
職
従
事
者
が
殆
ど
存
在
し
な
か

っ
た
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、

指
導
力
や
財
政
力
に
恵
ま
れ
た
唯

一
の
存
在
で
あ
る
黒
人
教
会
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
創
設
の
中
心
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
教
会
の

指
導
権
や
価
値
観
が
、
宗
教
的
領
域
に
留
ま
ら
ず
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
全
体
に
及
ぶ
と
い
う
状
況
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
、
教
会
と
そ

れ
を
中
心
と
し
た
諸
組
織
が
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
を
育
く
む
場

（
鈴
）

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
の
自
人
諸
集
団
は
黒
人
と
同
じ
よ
う

な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
創
造
し
え
な
か

っ
た
。
こ
の
理
由
の
ひ
と

つ
に
は
、
こ
の
地
域
の
白
人
が

一
〇
年
間
で
七
〇
％
近
い
他
地
域

へ

（
３６
）

の
移
動
率
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
公
共
サ

―
ヴ
ィ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
社
会
的
上
昇
か
ら
見
放
さ
れ
た
黒
人
佳
民

が
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
で
の
快
適
か
つ
安
定
し
た
生
活
を
求
め
、

持
梅
性
を
も

っ
た
組
織
を
欲
し
た
の
に
対
し
、
必
ず
し
も
こ
の
地
一域

を
永
住
の
地
と
は
考
え
ず
、
曲
り
な
り
に
も
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
一受

益
者
で
あ

っ
た
白
人
諸
集
団
に
と

っ
て
は
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に

支
え
ら
れ
た
組
織
創
設
の
必
要
は
差
し
迫

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た

と
い
え
よ
う
。
無
論
、
社
会
的

・
経
済
的
に
は
黒
人
に
類
似
し
た
位

置
に
あ

っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
場
合
は
、
事
情
は
多
少
異
な
り
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
必
要
性
は
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、　
一

八
三
〇
年
代
末
ま
で
市
周
辺
南
部
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
す
ら
建
設

し
え
な
か

っ
た
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
社
会
的

経
済
的
　
政
治
的
に
十
分
な
力
量
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
に
は
至

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
教
区
制
度
を
整
え
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
社
会
と
並
行

し
た
形
で
社
会
組
織
を
本
格
的
に
整
備
す
る
の
は
、　
一
八
四
〇
年
代

（
３７
）

中
頃
以
降
の
こ
と
と
な
る
。

シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
に
お
い
て
、
白
人
諸
集
団
が
求
め
た
の
は
、

民
族
性
や
社
会
的

・
職
能
的
集
合
性
に
基
づ
く
自
律
的
組
織
だ

っ
た
。

こ
の
地
域
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
も
有
数
の
志
願
制
消
防
隊
や
街

頭
ギ
ャ
ン
グ
跳
梁
の
地
と
な

っ
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。　
一
八
三
〇

年
代
に
入
る
ま
で
に
、
消
防
隊
は
旧
来
の
公
共

へ
の
奉
仕
を
本
旨
と

す
る
中

・
上
流
階
級
中
心
の
組
織
か
ら
、
労
働
者
諸
階
層
と
り
わ
け

職
人
層
中
心
の
組
織

へ
変
質
し
た
。
隊
員
に
と

っ
て
消
防
隊
は
、
娯

楽

・
友
愛
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
民
族
的

・
宗
教
的
帰
属
意
識
確

認
の
場
で
も
あ

っ
た
。
火
事
場
で
の
消
防
隊
間
の
乱
間
は
日
常
茶
飯

の
出
来
事
で
あ
り
、　
一
八
四
〇
年
代
に
入
り
消
防
隊
間
の
民
族
畑
掛

宗
教
的
相
違
が

一
層
明
確
化
す
る
と
、
そ
の
争
い
も
触
烈
を
極
め
た
。

一
方
、　
一
八
四
九
年
暴
動
と
深
く
関
わ

っ
た

「
殺
し
屋
」
を
含
め
、

シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
の
街
頭
ギ
ャ
ン
グ
は

一
八
四
〇
年
代
ま
で
に
少

な
く
と
も

一
〇
を
数
え
た
。
ギ
ャ
ン
グ
も
若
年
労
働
者
を
主
体
と
し

た
が
、

「
め

っ
た
に
こ
そ
泥
や
夜
盗
は
働
か
な
い
」
彼
ら
の
行
動
基

準
は
、
男
ら
し
さ
の
誇
示
や
仲
間
意
識
の
確
認
だ

っ
た
。
ギ
ャ
ン
グ

に
よ
り
消
防
隊
が
乗

っ
取
ら
れ
た
り
、
両
者
が
感
着
す
る
場
合
も
多

く
、
「
殺
し
屋
」
は

「
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
消
防
隊
」
↑
ゴ
①
呂
紀
甲

一え

湯

ま

的

■

９

ｏ

●
ｏ
呂

■

日
じ

一を

、

口
用

心

棒

」

（
予

ｏ

口
ｏ
ｏ
Ｘ

命
，
じ

は

「
ウ

ェ

カ

コ

ウ

消

防

隊

」

Ｑ

応

屯
ヽ
・
ｏ
８

８

ｏ

Ｅ

ｏ
る

の

ｏ
呂

将

腎
じ

を
手
中
に
収
め
た
。
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
最
大
の
ギ
ャ
ン
グ

「
殺
し

屋
」
は
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
北
東
域
を
根
城
と
し
、
西
方
で
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

一
刺
客
」
合
Ｆ
ゆ
留
ま
嶋
じ

や

「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
消
防
隊
」
と
、
東
方
で
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
ア

メ
リ
カ
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

「
シ
フ
ラ
ー
」
↑
汀

∽
掛
４登
①
じ

や

「
シ
フ
ラ
ー
消
防
隊
」

↑
ｒ
ｏ
解
〓
畳
ｑ

■
９
ｏ
ｏ
ｏ
日
将
ｐ
じ

と
放

烈
な
縄
張
り
争
い
を
行
な
っ
た
。

同
時
代
人
た
ち
は
消
防
隊
や
ギ
ャ
ン
グ
に
よ
る
暴
力
や
騒
乱
の
原

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

囚
を
、
生
来
粗
暴
な
性
格
で
暴
力
に
愛
着
を
抱
く
下
層
階
級
が
構
成

員
で
あ
る
点
や
警
察
力
の
弱
さ
に
帰
し
た
。
し
か
し
、
消
防
隊
や
ギ

ャ
ン
グ
は
単
に
粗
暴
な
集
団
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
暴
力
を

政
治
の

一
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
支
配
や
秩
序
形
成

を
図
る
集
団
と
し
て
の
側
面
も
持

っ
て
い
た
。
「
シ
フ
ラ
ー
」
や

「
シ

フ
ラ
ー
消
防
隊
」
が
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
政
党

「
ア
メ
リ
カ
ン

ヽ
リ

パ
フヾ
リ
カ
ン
党
」

合
Ｆ
の
＞
Ｂ
ｑ
中８
ｐ
刃
●噂
●
Ｅ
一８
ｐ
円
営
ギ
）
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
や
民
主
党
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
政
治
家
Ｗ

マ
ク

マ
リ
ン

（君
一言
い
日

〓
呂
呂
”
言
じ
　
が
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ

地
区
の
消
防
隊
や
ギ
ャ
ン
グ
を
牛
耳

っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
Ｆ
、
こ

れ
ら
の
組
織
は
権
力
機
構
の
末
瑞
と
し
て
、
下
級
官
史
の
任
免
な
ど

に
も
影
響
力
を
有
し
、　
一
定
程
度
地
域
住
民
の
意
識
や
願
望
を
代
弁

（
４．
）

し
て
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
は
、
特
に
港
湾
労
働
の
分
野
で
、
ギ

ャ
ン
グ
が
雇
用

の
差
配
や
賃
金
交
渉
、　
ス
ト
破
り
の
監
視
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
労

（
４２
）

働
組
合
的
な
機
能
も
果
し
て
い
た
。

し
か
し
、　
一
定
の
社
会
的
機
能
を
有
し
つ
つ
も
、
消
防
隊
や
ギ
ャ

ン
グ
は
住
民
の
要
求
全
て
に
答
え
う
る
組
織
で
は
な
か

っ
た
。
し
か

も
そ
れ
ら
は
、
排
他
性
故
に
成
立
し
た
組
織
で
も
あ

っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
組
織
は
教
会
と
富
裕
層
が
中
心
と

な

っ
て
、
黒
人
住
民
の
多
様
な
要
求
に
答
え
る
べ
く
、　
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
全
体
が
取
り
組
む
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
整
備
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
。 - 20 -―
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

無
論
、
完
肇
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、　
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇

年
代
に
か
け
て
国
内
外
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
入
に
よ
っ
て
過
密
化

し
た
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
に
お
い
て
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
組

織
が
か
な
り
異
彩
を
放

つ
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え

よ
う
。

０
　
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

従
来
の
研
究
で
は
、
反
黒
人
暴
動
は
屋
々
黒
人

も
白
人
間
の
就
業

上
の
争
い
や
黒
人
と
の
異
人
種
融
合

へ
の
自
人
の
嫌
悪

・
恐
怖
と
い

っ
た
要
因
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
反
黒
人
暴
動
と
黒

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
と
の
関
係
を
考
察
す
る
が
、
さ
し
あ

た
っ
て
は
こ
の
二
要
因
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。

一
八
三
四
年
暴
動
の
調
査
委
員
会
は
、
暴
動
の
原
因
に
つ
き
報
告

書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「特
に
自
人
労
働
者
の
間
に
は
次

の
如
き
意
見
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
特
定
部
分
が
、

可
能
な
ら
い
つ
で
も
、
白
人
よ
り
黒
人
を
雇
い
た
が
る
の
で
、
働
け

る
し
働
く
こ
と
を
願
う
多
く
の
白
人
が
失
業
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
、

黒
人
は
仕
事
に
あ
り
つ
き
、
楽
々
と
家
族
を
養

っ
て
い
る
。
か
く
て

多
く
の
白
人
労
働
者
は
仕
事
に
就
き
た
い
と
願
い
な
が
ら
も
、
暇
で

費
乏
な
ま
ま
だ
、
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
先
の
暴
動
に
お
い
て
、
群

衆
や
諸
集
団
の
中
に
い
た
者
は
、
誰
し
も
こ
う
し
た
不
満
を
耳
に
し

た
に
違
い
な
い
し
、
こ
の
不
満
が
暴
徒
の
中
で
も
最
も
活
動
的
な
分

（
４３
）

子
の
多
く
を
刺
激
し
た
…
…
」
。

確
か
に
国
内
農
村
部
か
ら
の
移
住
者
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
は
、

不
熟
練
労
働
市
場
に
お
い
て
黒
人
と
競
争
関
係
に
あ

っ
た
し
、
白
人

新
来
者
や
失
業
者
が
黒
人
を
使
う
一展
主
を
脅
し
た
り
、
黒
人
を
暴
力

的
に
除
去
す
る
こ
と
で
職
を
え
よ
う
と
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。
実
際
、　
一
八
三
四
年
暴
動
の
際
に
は
黒
人
を
雇
う
製
靴
業
親
方

や
煙
突
掃
除
人
の
家
が

攻
撃
さ
れ
て
い
る
し
、　
翌
日
段
と
変
わ
り
な

く
仕
事
を
し
て
い
た
黒
人
が
、　
ス
ク
ー
ル
キ
ル
河
岸
で
繰
り
返
し
襲

わ
れ
、
虐
待
さ
れ
た
。」

第
二
章
で
も
み
た
よ
う
に
、
　
一
八
四
二
年

暴
動
二
日
目
で
も
同
様
の
事
例
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、　
一
八

三
四
年
、
四
二
年
と
も
景
気
後
退
期
で
失
業
率
が
高
か

っ
た
こ
と
も
、

就
業
上
の
争
い
と
い
う
要
因
を
無
視
し
え
な
い
も
の
と
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
Ｊ

・
ラ
ン
シ
ー
の
三
四
年
暴
動
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
暴
動
参
加
者
の
殆
ど
が
黒
人
労
】働
者
と
は
直
接
の
就
業
上
の
競

争
関
係
に
は
な
か

っ
た
こ
と
、　
つ
ま
り
暴
動
参
加
者
の
職
業
に
は
黒

人
が
加
わ

っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
変
。

ま
た
、
数
次
に
わ
た
る
反
黒
人
暴
動
で
の
暴
動
参
加
者
の
行
動
経
路

や
攻
撃
対
象
を
み
る
と
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
組
織

へ
の
攻
撃

が
計
画
的
か
つ
一
義
的
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
黒
人
労
働
者
や
雇
主

へ
の
攻
撃
は
二
義
的
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
少

な
く
と
も
就
業
上
の
争
い
と
い
う
要
因
か
ら
の
み
反
黒
人
暴
動
の
原

因
を
説
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
異
人
種
融
合
に
対
す
る
白
人
の
感
情
も
単
純
に
反
黒
人
暴

動
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
異
人
種
融
合
に
つ
い

て
は
、
上
流
階
級
か
ら
労
働
者
ま
で
様
々
な
レ
ヴ

ェ
ル
の
関
心
を
集

め
て
い
た
。

一
里
人ヽ
の
友
」
と
し
て
伝
統
的
に
黒
人
の
向
上
を
支
援

し
た
ク

ェ
ー
カ
ー
も
、
黒
人
と
の
社
会
交
渉
に
制
限
を
設
け
た
し
、

一
八
三
八
年
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア

・
ホ
ー
ル
放
火
暴
動
で
は
、
ホ

ー
ル
が
異
欲
凝
融
合
の
天
国
と
な

っ
て
い
る
と
の
噂
が
人
び
と
の
興

奮
を
よ
ん
だ
。
し
か
し
、
現
実
に
は
両
人
種
の
社
会
交
渉
は
完
全
な

禁
忌
と
は
な
り
え
ず
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
で
は
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
通

り
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
人
種
は
折
り
重
な
る
よ
う
に
暮
し
た
し
、

両
人
種
を
客
と
す
る
酒
場
、　
遊
戯
場

（「
フ
ラ
イ
ン
グ

・
ホ
ー
ス
」

も
そ
の

一
つ
）、　
売
春
宿
も
存
在
し
た
。
　
一
八
三
四
年

・
三
五
年

・

四
九
年
暴
動
で
は
、
「
潜
水
鐘
」
と
黒
人
の
床
屋
、
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア

・
ハ
ウ
ス
」
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
異
人
種
融
合

へ
の

怒
り
や
嫌
悪
と
い
う
要
因
か
ら
の
み
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ベ

ド
フ
ォ
ー
ド
通
り
を
は
じ
め
、
他
の
異
人
種
融
合
の
場
が
必
ず
し
も

激
し
い
攻
撃
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
見

方
を
か
え
れ
ば
、

「
潜
水
鐘
」

も

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
ハ
ウ
ス
」

も
流
行
の
酒
場
で
あ
り
、
特
に
後
者
は
美
一麗
な
外
装
と
高
価
な
内
装

を
施
し
、
白
人
を
妻
に
迎
え
る
程
に
成
功
し
た
店
、
黒
人
の
床
屋
も

数
人
の
白
人
を
囲
う
程
に
財
産
を
蓄
積
し
た
店
と
考
え
る
こ
と
も
で

史
苑

（第
四
人
巻
第
二
号
）

きヽ
卜
す
つ
。

確
か
に
白
人
暴
動
参
加
者
の
動
機
は
多
様
性
を
字
ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
章
で
検
討
し
た
暴
動
の
特
徴
か
ら
み
て
も
、

就
業
上
の
争
い
や
異
人
種
融
合

へ
の
反
発
と
い
っ
た
要
因
も
合
め
て
、

様
々
な
動
機
を
目
ぬ
い
て
流
れ
る
共
通
の
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
を
み
る
上
で
は
、
数
次
に
わ
た
る
暴
一動
に

お
い
て
黒
人
教
会
が
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
前
節
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
黒
人
教
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
細

織
網
の
中
心
と
し
て
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
価
値
観
在
体
現

す
る
存
在
だ

っ
た
。
そ
う
し
た
教
会
を
叩
く
こ
と
は
、
即
ち
黒
人

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
自
体
の
あ
り
よ
う

へ
の
反
対
表
明
だ

っ
た
と
考
え
る
。

一
八
三
四
年
暴
動
の
調
査
委
員
会
は
、
黒
人
教
会

へ
の
攻
撃
が
宗
教

的
偏
見
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

「‐黒
人
会
衆
が
集
い
無
秩
序
で

騒
が
し
い
態
度
を
示
す
蝕
法
が
あ
る
こ
と
で
、
近
隣
が
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
」
に
よ
る
と
し
た
が
、
こ
の
苛
立
ち
の
背
後
に
教
会
に
象
徴
化

さ
れ
た
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う

へ
の
批
判
を
み
る
こ
と
は

難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

同
調
査
委
員
会
は
、
「
黒
人
は
…
…
楽
々
と
家
族
を
養

っ
て
い
る
」

の
に
白
人
は

「
貧
乏
な
ま
ま
だ
」
と
い
う
白
人
労
働
者
の
不
満
を
指

摘
し
た
訳
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
特
定
業
種
に
お
け
る
就

業
上
の
争
い
と
い
う
よ
り
も
、
全
般
的
な
経
済
状
態
の
あ
り
方
、

つ

ま
り
黒
人
の
安
楽
な
生
活
が
白
人
の
苦
難
と
い
う
犠
牲
の
上
に
成
立

―- 22 -―
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

し
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
確
か
に
、
黒
人
の
大
家
が
白
人
借

家
人
に
攻
撃
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
示
す
の
は
難
し
い
が
、
重
要
な

の
は
黒
人
の
中
に
実
際
に
白
人
に
家
を
借
す
も
の
が
存
在
し
た
と
い

う
事
実
、
黒
人
の
繁
栄
が
白
人
の
苦
し
み
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
と
信

ず
る
に
足
る
証
し
が
存
在
し
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
認
識
が
暴
動

参
加
者
共
通
の
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
、
攻
撃
対
象
が
示
し
て
い
る
。

一
八
三
四
年
暴
動
で
は
裕
編
な
黒
人
の
家
屋
や
家
財
が
集
中
的
に
攻

撃
さ
れ
た
。
妻
撃
さ
れ
た
家
屋
の
多
く
は

「
堅
回
な
煉
瓦
造
り
」
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
の
平
均
的
な
黒
人
の
生
活
水

準
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
裕
福
な
家
庭
だ

っ
た
こ
と
も
被
害
報
告
か

（
４８
）

ら
わ
か
る
。　
一
八
二
五
年
暴
動
で
も
暮
し
向
き
の
良
い
黒
人
家
屋
が

標
的
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
攻
撃
対
象
の
選
別
の

一

方
で
、
周
辺
の
木
造
家
屋
や
黒
人
貧
困
層

へ
の
攻
撃
は
激
し
く
は
な

か

っ
た
し
、
少
な
く
と
も
優
先
し
て
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。

従

っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
攻
一挙
対
象
は
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
社
会
的

・
経
済
的

「成
功
」
と

「安
楽
な
生
活
」
を
代
表
す
る

諸
個
人
と
財
産
、
こ
れ
を
支
え
ま
た
象
徴
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
諸
組

織
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
黒
人
教
会
同
一棟
、
「
ハ
イ
ラ
ム
　
ア
フ
リ

カ
ン
　
メ
ー
ソ
ン
支
部
」
や

「
ス
ミ
ス
互
助
ホ
ー
ル
」
、　
黒
人
禁
酒

ホ
ー
ル
ヘ
の
攻
撃
も
こ
の
脈
絡
か
ら
な
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
攻
撃
対
象
設
定
の
背
後
に
は
、　
一
部
の
黒
人
の
社
会

的
上
昇

へ
の
意
図
を
含
め
た
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
に
対

フ
ェ
ル
ド
バ
ー
グ
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
都
市
自
由
黒
人
が
そ
の
同

胞
で
あ
る
黒
人
奴
隷
同
様
に
無
力
な
存
在
だ
と
証
明
す
る
た
め
に
、

白
人
民
衆
は
暴
力
を
行
使
し
、
黒
人

へ
の
優
越
意
識
を
確
認
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
差
別
な
い
し
差
別
感
情
は
常
に
そ
れ
ら

が
生
ま
れ
た
個
別
具
体
的
状
況
に
則
し
て
、
そ
の
様
態
や
論
理
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
非
合
理
な
人
種
差
別
感
情
と
い
う
点
か

ら
だ
け
で
は
、
何
故
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
と
い
う
特
定
の
地
域
で
、

特
定
の
時
期
に
暴
動
が
頻
発
し
た
の
か
は
十
分
説
明
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
を
含
む
白
人
民
衆

が
急
激
に
人
口
を
増
し
、
社
会
的

・
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
生
活
を

強
い
ら
れ
た
と
い
う
事
実
と
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
総
体
と
し
て

は
貧
し
い

一
方
で
、
整
備
さ
れ
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
活
動
的
で

裕
福
な
指
導
層
を
持

つ
と
い
う
”姿
を
明
確
に
示
し
始
め
た
と
い
う
事

実
、
こ
の
二
つ
の
事
実
が

一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
シ
ー
ダ

ー
通
り
周
辺
で
同
時
に
発
生
し
た
こ
と
こ
そ
、
反
黒
人
暴
動
の
発
生

と
深
い
関
わ
り
を
持

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

王ヽ

（
１

）
　

虫
ｏ
の
の
こ
Ｆ
　
メ
く

　

ノ
く

と
∽
９

デ
　
砿
卜
も
ヽ
卜】車
も
ち
　

Ｓ
ヽ
　

ヽ
卜
も
　

、
中

に
き
Ｓ

‐　

Ｑ

ヽ
へ中∽
ウ
Ｇ
劣

ｃく
　
●
ざ
、
ミ
‐ミヘ、
Ｌ
Ｓ
ヽヽ
もヽ
セ
　
ヽヽ
　
）ヽや
ミ
ミ
ミ
ヘミ
ヽ
ま
ヽヽ
ヤ
日
す
と
い
ヽ
命】●
デ
オ炒
】
一∽卜
ｒ

，
　
岸
∞

（
つん
）　
　
、寧
、へ、３
　
ｏ
　　
岸ト

（
３

）
　

Ｚ

Ｏ
】
日

つ
Ｏ

Ｏ

　

】
ｏ
す

ｏ
４

ｏ
Ｆ

へ（Ｏ

Ｄ
資

●

い
，
い

Ｏ

Ｆ

の
の

Ｏ
、
　

市
げ

●
　

Ｃ

，
げ
い
，

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

す
る
憤
憩
、
白
人
民
衆
内
の
原
生
的
な
平
等
感
覚
の
存
在
を
指
摘
し

う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
憤
憩
や
平
等
感
覚
は
、
自
ら
の
分
を
弁
え
な
い
生
意
気
な
黒

人
の
姿
勢

へ
の
苛
立
ち
と
い
う
形
で
、
屋
々
表
明
さ
れ
て
い
る
、
　
一

八
三
四
年
暴
動
の
調
査
委
員
会
は

黒
人
に

「
（白
人
の
）
怒
り
や

偏

見
、
悪
感
情
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
道
を
歩
く
時
も
集
会
を
催
す
時

も
出
し
ゃ
ば
ら
ず
、
礼
儀
正
し
く
、
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
身
を

（
４９
）

処
す
」
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
、
白
人
新
聞

『
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア

・ガ
ゼ
ッ
ト
』
紙

（ゃ

ミヽ
セ

ｏヽ
へ中ヽ
やき

Ｑ
景
嶺
単じ

か
ら
黒
人
新
聞

「。フ

リ
ー
ダ
ム
ズ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
紙

（コ
、ミ
、
こ
矛

き
ミ
！ヽ
こ

に
転

載
さ
れ
た
次
の
記
事
に
も
、
そ
の
苛
立
ち
は
は

っ
き
り
と
表
わ
れ
て

い
る
。

「昨
夜
行
わ
れ
た
黒
人
の
仮
装
舞
踏
会
で
、　
と
ん
で
な
一な
い

お
笑
い
草
が
演
じ
ら
れ
た
…
…
極
め
て
醜
悪
な
装

い

で

『
相

応
一
し

く
』
着
飾

っ
た
黒
人
紳
士
淑
女
を
乗
せ
た
馬
車
が
到
着
し
た
。
こ
れ

ら
黒
き
神
々
を
乗
せ
た
馬
車
の
多
く
に
、
白
人
の
御
者
や
下
男
が
付

き
従

っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
実
際
、
今
述
べ
た
よ
う
な

人
々
の
行
為
や
活
動
に
真
剣
な
注
意
が
払
わ
れ
て
も
良
い
頃
な
の
で

あ
り
、
も
し
事
態
が
こ
の
ま
ま
進
行
し
た
な
ら
、
主
人
と
召
伸
卜

が

持
ち
場
を
交
替
す
る
の
に
ど
れ
程
の
時
間
が
か
か
る
か
調
べ
て
み
る

（
５０
》

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
」

確
か
に
、
多
分
に
皮
肉
に
満
ち
た
こ
の
記
事
の
苛
立
ち
は
、
井
合

理
な
人
種
差
別
感
情
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
Ｍ

句
ｏ
【日

ｏ
ヽ
工
伊
８
ユ
の
円
す
】Ｆ
い
Ｌ
ｏ
Ｆ
Ｓ
Ｌ

しご
ミ
ミ
トミ
Ｓ
、
中革
嗚
ト
ミ
ド
ユ
吟ミ
ヽ

き

く

ヽ
晋

終

Ｇ
ヽ

杓
辞

ミ

中
Ｓ
、し

ω
Ю

含

費
〕ｏ
▼

や
ｏ
　

ω
ω
卜
‐
い
印
ｏ

（
４
）

き
ミ
ｔ
甲

ω
ら

（
５
）

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
い
て
本
格
的
に
居
住
隔
離
が
進
行
す
る
の

は
南
北
戦
争
後
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
時
期
に
も
徐
々
に
で

は
あ
る
が
、
居
住
隔
離
の
進
行
は
み
ら
れ
た
。　
■
①【
浄
汗
縄
】

台
っ思
●

前
」
い
の
下
∽　
」〕
　
＞
〕
市ｏげ
ｏ
言
ｏ
日ｐ　
円
す
と
い
い
命
一●
Ｊ
】い
一
】
〕
　
ω
『
ト

（
企
じ
）
　

市
デ
０
　
句
①
”
，
の
く
】
く
い
ｏ
中
伸
　
の
Ｏ
ｎ
中
●
市
く
　
ｈ
（）
【
　
町
【
Ｏ
Ｒ
】
ｏ
ユ
ｐ
∞
　
ヽ
デ
●

ト
アげ
ｏ
Ｆ
ユ
ｏ
ｐ

Ｏ
』

の
一
い
く
の
【
く
↓

『

、
も
　

、

ミヽ

リ
ヽ

ミヽ

∽
辞
ミ

§

へ申
ヽ
軋
　
Ｑ

Ｇ
ヽ
ミ
や

ヽ
Ｇ
ヽ
　

Ｇ
く
，
　
、
ホ
ヘ

均

ミヽ
も

ヽ
ｓ
ｓ
ヽ
き

Ｇ
、

Ｑ
ｏ
、ｏ
‐ヽ
Ｇ
ヽ

中
苺
へ

Ｑ
持
セ

ｓ
ヽ

杓
苺
」
、い中ミ
ミ
も
ヽ
中ヽ
　

せヽ
Ｎ軋

卜
母

き

や
ヽヽ
中碕

じ

驚

】寺

デ

円
Ｆ

】＆

●
一
子

Ｆ

中
鶴

∞

（
以

下

『
き

、

ドヽ

Ｋ
キヽ

浄
ミ
も
と
略
）
こ
の
調
査
は

「
自
由
黒
人
全
体
が
救
貧
院
や
刺
務

所
の
み
に
適
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
屑
で
、
い
か
な
る
好
意
に
も
値
し

な
い
と
主
張
す
る
」
人
び
と
を

「
撃
退
」
し
、
当
時
進
行
中
だ

っ
た
黒

人
選
挙
権
剣
奪
の
動
き
を
お
し
留
め
る
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。

円
い
く
い
】い
Ｚ
●
命い
汀
Ｐ
　
哨
母
い　
く
やや
ヽヽ
均】
杓
ヽ
ｏ
に
ヽ
も転
」
卜
　
Ｑ
Ｇ
、、
ヽ
（ヽ
‐ヽチ
ｓ
ヽ

や
ヽ

中
、
も

∽
ヽ
や
ヽ
ｓ

中ヽヽ

ミ

Ｑ
ｏ
ヽ
ミ
持

ヽ
Ｇ
ヽ

ヘミ
、

中
、
馬
　
Ｑ
ｓ
き

ヽヽ
も
ミ
　
杓
へ
Ｑ
ヽ
き

　
、
ヽ

き

は

Ｑ

持
セ

ヽ
ヽ
監

Ｑ
畳

ミ

ｋ

Ｇ
ヽ

杓
ま

き

ミ
ミ
ヽ
ま

へこ

◆
Ｓ

ヽ

あ

激

き

に
控

Ｆ

句
ザ
】一い
い
ｏ
中ｏ
Ｊ
】い
）
【∞
卜
０
）
ｏ
●
　
ミ
‐
∞

（
７
）

『
ゃ
ｓ
杓
・ヽＳ
Ｓ
革

晩
ヽヽ
終
】
甲

『

（
８

）
　

田
ｏ
【
の
ず
げ
・
【
い

、（可
【
ｏ
ｏ

Ｄ
Ｆ
ｏ
汗
り

，
〕
＞

Ｆ
活
げ
Ｌ
一Ｆ
呂

句
す
一Ｆ
い
Ｌ
】）す
Ｈ

■

〕
　
ω
「
中

（
９

）
　

『
Ｆ
・

∽
ｏ
Ｏ
●
一く
　
ｏ
市
　
句
ユ
命
〕
Ｏ
♂
　
≡
一
　
比
腎
ミ
予
ヽ
Ｐ
ミ
　
寧
中鳴
ヽヽ
予
じ
・　
ヽヽ

ふ
Ｇ

【
芋
ミ

Ｑ
ｏ
ヽ
軋
章
車ｓ
ヽ

ｏ
ヽ

い
ヽ
も

杓
へ
ｏ
ヽ
Ｓ

ｏ
、

Ｑ
Ｇ
き

すヽ
ｏ
ヽ

キ
、ミ

Ｑ
章
セ
　
ヘヽ
ヽ
ミ

し

くヽ

・ヽヽ

け
　
ｏ
ヽ

杓
、申、Ｎｓ
ヽ
ミ
ヽ
や
」
ヽ
）

円
す
と
つ
い
Ｌ
ｏ
Ｆ
村

】

岸
∞
卜
Ｐ
　
】）
　

」
ト

（以
下

単
や゙
ミ
Ｃ

と
略
）
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ

（
１０
）

一
人
三
七
年
か
ら
四
八
年
の
間
に
、　
一
人
あ
た
り
の
動
産
額
は

一
〇

％
減
少
し
た
。
ま
た
、
家
族
総
数
は
三
〇
％
増
加
し
た
が
、
不
動
産
所

有
者
は
九
％
か
ら
七
％

へ
減
少
し
た
。
■
ｑ
浄
汀
縄
■
弓
【骨

口
一居
雰

≡
〕
ヽ
イＳ
一●丁
①
〓
毎
日ｐ　
！『
す
と
伸
ヽ
の
一ｏ
テ
一Ｄ
一
】
ｏ
　
∞
対
的

（
１１

）
　

∽
言

ｏ
ユ

【望

Ｅ
ヨ

ま

‘

ミ
マ
丁

ゴ

ゴ
〔
く

い
】と

の

す
申
中〕
∞
●

ｒ
〕

＞

一〕
石

・
田
生

【
●
ヨ

増
す
と
い
ヽ
Ｌ
モ
デ
【”
】ｔ
　
一コ
　
∽
”命
均
ｒ
”
，
　
、弓
す
の
【
Ｄ
の
一，
Ｏ
Ｒ
】

ｐ
ｐ
毎
　
刃
」●
デ
伸
】
毎

∽
●
停
〓
●
一ｒ
　
の
い
の
）
ツ
きヽ
べヽ
ヽ
も
も
ヽ
、ヽ
　
〔
一も
ヽ
や
ミ
ど
　ヽ
ぃ
一章
ヽヽ
し
）
ワ
【ｏ
ンミ
　
■
【胸
て
の
５
）

岸Ｏ
〇
〇
】
ｏ
も
　
　
【
０
０
‐
や
０
０

（
‐２
）

白
人
上
流
階
級

に

つ
い
て
は
、
口

∪
【告
】
口
Ｄ
中一ＮＯ
Ｆ

ヽ
ヽ
き
ミ
ヘ
Ｓ
き
ｓ

Ｑ
母
的ヽ
も
ミ
母
Ｆ

Ｚ

く
こ

】ｏ
匂
∞
十
問
い
電
ふ一【
品
円
８
沼
Ｐ
　
力
や
ヽ
お
】
Ｑ
き
を
】

ヘミ
ミ
　ヽ
しヽＧ
【Ｑ
も
ヽ
　
い
くヽいｏ
・ヽヽ
　
『き
ミ
　
〔
…ヽ
に
ヽヽ
　
「ヤ
一、ゃ
、．・　
Ｆ
め
力
【５
∞
キｏ
再
　
ツヽ
【い
の∽
】

【
Ｃ
３ヽ
∞

（
‐３
）

一
七
八
七
年
か
ら

一
八
四
八
年
の
期
間
に
お
け
る
主
な
指
導
者

一
〇

〇
人
の
職
業
を
み
る
と
、
商
業
三
六
％
、
知
的
専
門
職
二
四
％
、
手
工

業
二
四
％
、
そ
の
他

一
六
％
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
共
稼
ぎ
―

例
え
ば
床
屋
の
夫
と
教
師
の
妻
―
が

一
般

的

だ

っ
た
。
　
甘
訂
　
町

メＦ
呂
Ｆ

占
Ｊ
ｏ
Ｆ
８
浄
あ
亀

句
Ｆ
圧
・
Ｊ
言
い
】∽
Ｄ
】骨
汗
Ｑ
畳
目
ど
，
中〓
】

岸『
∞
『
‐
Ｈ∞
卜
Ｐ
ｔ】
句
，
　
∪
　
“
所
の
】
口
【く
停
ウく浄Ｄ
召
】
０
０
】下
∞
ｐ
　
】ｏ
∞
ド

●

∞
Ｏ

（
‐４
）

こ
う
し
た
点
も
含
め
た
黒
人
エ
リ
ー
ト
層
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ

い

て

は

、
　

Ｄ

Ｂ

ヨ

ゆ

一
ｏ
Ｄ
命
∽

Ｆ

Ｄ
●
∽
Ｄ
ｂ
の
打
￥

　

へ、可

ユ

①
，
い
Ｐ

メ
ヨ
「
】
く
ｏ
Ｐ

Ｄ
】〕
い

∽

“
，
４
く
一
コ
∞
∽

い　
”Ｚ
ド

ヽ
ま
ヽ
〇
【
汗
　
ｐ
Ｓ
伍
　
Ｏ

Ｏ
中
宮
Ｊ

卓
Ｓ
，
い
く
　
ど
、
い
一
●
●
　
い
ｏ
つ
〇
中
い
　
ツ
■

停
０
，

い
命
Ｏ
Ｊ
市
す

　

の

Ｏ
Ｊ
い
ｏ
【
く

　

句

す

と

い
Ｏ
①
】
ｏ
す

ざ

　

　

＞

中

ｏ
営

ｇ

ｎ
ユ

命
Ｄ
Ｂ

　

円

ｒ

市
め
Ｐ

ｔ

杓
Ｓ
ヽヽ
ビ
津
ミ
中ヽヽ
ヽ
一
ふ
いヽ
馬ヽ
ヽヽ
ミ

やヽ

もヽ

くヽ
も
ビヽ

ヽ
、、ミ
的
き
い
‐ヽｓ
ヽ
、
」

】ｏ
∞

‐
】
（
中０
∞
卜
）
】
●
●
　
ω
‐
的
ト

（
‐５
）

一
七
七
五
年
の

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ュ
ニ
ア
奴
隷
制
廃
止
協
会
」
結
成
に

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
》

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
奴
隷
制
反
対
運
動
あ
中

心
地
で
あ
り
、
自
由
黒
人
と
白
人
活
動
家
と
の
提
携
も
長
い
歴
史
を
持

っ
た
。
ま
た
、
Ｆ
　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
Ｒ

・
ボ
ー
グ
の
よ
う
に
白
人
上
流

社
会
と
繋
が
り
を
持
つ
黒
人
も
多
数
有
し
た
。
こ
う
し
た
点
の
概
要
は
、

∪

宮
働

ｏ
伊

）

ヽ
ぜ
ギ

ヽ
ミ
ミ
ヽ
母
）
、
ヽ
ヽ
　

ン
ぜ
い
ヽ
ｓ

一

『

Ｆ
，
，
ｏ
Ｆ

　

月
、
ミ
　

ン
鼻嗚
は
ヽ

ｓ
　

ヽ
ヽ

中
）も

ミヽ

劣
セ
ヽ
ｇ

Ｓ

ヽ
ヽ

４　

口
●
停
■

ヨ

≡

　

つ

，
Ｄ
，
下

Ｐ
　

悦

き

ら
ト

ト

け
ミ

ヽ
い
き

ヽ
中」
“
チ

】

ワ
「
く
ｔ
　
中
ｃ
ｏ
ｐ

（
‐６

）
　

州
ヽ
べ

杓
ヽ
ミ
』
も
ヽ
単

』
ヽ
ヽ
ヽ
い
　
ｏ
　
ｃ
】
き

いヽ
ヽヽ

Ａ
】
】
０
０
　
【
ミ
ー
】
∞

（
‐７

）

『
苺
も

ヽ

‐ヽ機

や
ヽ
単

晩
ヽ
ヽ
終

▼
町
　
ｏ

（
‐８

）

『
き

ヽ
ミ

“
Ｓ

ヽ

晩
き

終

）
や

伽
↓
杓
ｏ
ヽ
ミ

ミ

、畳

ｓ
ヽ

き

も
　
ｑ

吻
　

ヽ
ヽ

ヽ
∽
い
Ｏ
　

Ｑ
豊
ややヽ

、ヽ
も
ミ

ゝ
ヽ
や
ヽ
　
ヽ
や
ｓ
　
Ｏ
ヽ
ヽ
に
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
べ
ヽ

為
ｓ
ヽ
ヽヽ

・ヽヽ
』

（ミ

ヽ
、
ミ

的
ヽ
ヽ
　
（
】も
ヽ
吻
ミ
リ
】
ョ
タヽ
い
の
デ
中
う
∞
一
ｏ
”
　
内
▼
（〕
。　
中
∞
Ｏ
卜
）
ｏ
ｏ
　
卜
∞
【
‐
卜
の
や

（
‐９

）
　

■
①
【
り
，
げ
・
ヽ
い

へへ句
【
①
①

切
Ｆ
命
庁
り

４●

＞

ｐ
一
①
げ
生
中宮
日

的
Ｊ
中Ｆ
い
Ｌ

ｏ
｝】ざ

」

●
　
∞
『
働

（
２０
》

手
工
業
労
働
者
の
う
ち
七
五
人
が
総
額
二
三
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
の
不

動
産
と
九
六
、
○
○
○
ド
ル
の
動
産
を
所
有
し
た
。
き
鳴

建ヽ
】
や

あ

（
舛
じ

　

卜

ヽ
ヽ
Ｓ
や
ヽ
キ
れ

ヽ
ｏ

ヽ
き
も
や
ヽ
も
ミ

ｓ

・ヽヽ
い
ヽ
ヽ
すも
ヽヽ

ヽ
革
や
杓
ｓ
ｓ
ヽ
き

も
ヽ

Ｑ
ｓ
、
ｏ
‐ヽ

ヽ
Ｇ

ヽ
革
ミ

ト
も
い

くヽ
や
ヽ
ミ

・ヽｓ

Ｇ
ヽ

杓
も
ヽ
ヽ
，
】
ざ

ヽ

やヽ
ヽ
や

一淳

Ｅ

Ｄ
や
い
【
■

カ

ミ
に

“ヽ

Ｓ
ｉ

Ｇ
ヽ

ヽ
へ
ヽ
Ｎ
」
】

にヽ
や
ヽ
」
（Ｆ

一
●
ｐ
①

Ｏ
）

中
∞
∞
甲

（
切
じ

　

田
ｏ
”
村

日

，
ｐ

田
い
ｏ
ｏ
Ｐ

　
ち
ヽ
や
ヽ
“

持

吟

Ｇ
ヽ

ヽ
ゃ
ミ

Ｑ
Ｇ
き

ヽ
も
ヽ

杓
へ
や
ミ
も

ｏ
ヽ

ヽ
き
ミ
も
ヽ
も
ヽヽ

き
ヽ
苺
）

句
，
単
”
い
ｏ
】
ｏ
す
【い
】

中
∞
ｕ
Ｏ
）

ｏ
ｏ
　
中
∞
‐
【
働

（
郷

）

き

る
ヽヽ
」
月
】
〉
ｏ

【
『
一
呂

●
楊

，
げ
ｏ
【
中

ミ
可
丹

の
口
Ｆ

ｏ
庁
の
Ｊ

卜

停
活

げ
Ｌ

ご

日

的
ゴ
ユ
い
い
ｏ
【ｏ
す
，い
ヽ
）
ｏ
　
∞
『
Ｏ

（
２４
）
　
『
革
も　
し
ヽ
母ヽ
　
晩
ヽヽ
ド
　
Ｚ
ｏ
Ｆ
　
中Ｐ
　
【∞
卜
０

（Ｆ
い
ば
【村
・　
ギ一Ｓ
ミ
！き
的

杓
Ｓ
ヽ
へ
ｏヽ

お
ずヽ
ヽヽ
き
Ｓ
革
討
）
ｏ

」報

よ
り
）

（
２５

）
　

呂

命
【
り
，
げ
・
】
中

へ、句
卓
●
●

口
丁
色
あ

【■

卜

”
８
げ
Ｌ
中●
日

句
Ｆ
一Ｆ
伍
Ｌ
【ま

す

■

ｏ
　
い
∞
的
・

（
２６

）
　

∽
一
・
い
ユ

　

ロ

一
・
Ｂ

中
Ｆ

　

へ、
刃

命
一叫
【
ぃ
０
い
一
ざ

】

て

丁

げ
【
】
中
市
く

電

腎

げ
【
ヽ

市
■
●

Ｚ

Ｔ

，
①
８
ｏ
”
市デ
　
●
め
，
中ｃ
】く
　
０
中ご
ｉ
】

中コ
　
ト

可
　
∪
い
く
所
　
い
じ
い
　
ツト
■

工

い
】
】ｑ

】
＆

】

『
革
§

杓
Ｓ

ヽ

，

Ｇ
ヽ

杓
、
」
き

、
べ
Ｓ

章

♪

日

卜
ざ

〕

Ｄ
ま

ぃ

刃
　
虫
ｏ
Ｊ
Ｆ
∽ｏ
Ｂ
】
代
の
Ｌ
ｒ
宮
〇
日
い
市
行①
【ｐ
の　
中，
申）す
と
い
ヽ
①
】増
す
【い
】
中∞
卜
Ｏ
ｒ
中∞
『
〇
一
、

一
コ

じ
い
く
所

営
〕
ぃ

呂

ユ

一母

命
ユ

）

哨
ヽ
や

ヽ
）Ｓ

ヽ
ヽ
う

や
、

ゃ

す
き

ヽ
ミ
ｓ
Ｓ

ま

Ｆ

，

ｃ
ｕ
キ
∽
命
一吾

私

や
ｓ
儲

ゴ
、ａ

ｓ
Ｐ

ｒ
　

ヽ
ヽ

く

豊

ビ
　
Ｇ
ヽ

馬
ざ

ミ
〔
ミ
ミ

ヽ
革
討

】

】
】
日
ｏ
　
い
【
ω
〉
り
的
］

（
２７

）
　

ツ
【ヽ
Ｄ
市
す
０
モ

●
Ｄ
】
命
く
。　

的

協

卜や
セ
劣
　

ｓ
、
　

中
、
も
　

ヽ

本ヽ
寧
ヽ
持

　

Ｑ

き
へや
‐ヽ持

き

吻
　

Ｇ
ヽ

「
き
ヽヽ
ヽ
軋
ｓ
ヽヽ
単
草ヽ
）
句
ゴ
と
い
い
①
一「一す
一い
。　
中
∞
ロ
ネ一
　
く
【
一　
単
いや
ミ
おヽ
】
〉
ｏ
　
∞
ω

（
２８

）

や
Ｓ

卜ヽ
章
じ
Ｆ

コ
　

∞
∞

一

Ｚ

ｏ
●
い
下

Ｐ

哨

Ｓ

や

ヽ

ヽ
ヽ

！ヽ吻
】

杓

もヽ

的
ヽ
・６
協

】

口

　

岸
ト

（
２９

）
　

ヽ
∞
ヽ
ヽ

杓

、ヽ
、
母

パ
沸

Ｑ

Ｓ

，

うヽ

）

晩
ｓ
ヽ
ミ

■
ド
ミ

‐ヽ
卜

や
ヽ
ミ
　

】
ヽ
）々

ヽ

やヽ
ヽ
Ｓ

あ

き
ヽ
い

ｏ
ｏ

　

い
∞
‐
口
や
】

（
問

日
】
Ｂ

Ｄ
　

」
（）
停
命
∽
　

Ｆ

い
０
の
い
ｏ
∽
】内
く
】

六、
∽
Ｏ
●
市
す

　

∽
ｒ

命
の
“

『
す
と
い
Ｏ
①
一ｏ
す
【い
】　
【『
Ｏ
〕
―
】∞
０
卜
，　
Ａヽ
／
　
【一
い
く
の
ｏ
　
もＯ
鳴　
、日
′ず
Ｏ
のの
Ｆ
Ｏ
者ヽ
　
４停

一Ｆ
ｏ　
イく
〇
】一ヽ
ｒ
）“　
句
ゴ
　
じ
　
臣
【∽∽
〉
Ｐ
「５
４く
　
Ｏ
ｈ　
円
ｏ
，
■
∽】
【く
い
ｏ
」ｐ
）
【〇
『
い
。

コ
甲

置
？
Ｆ
村
よ
り
）

（
３。
）
　
ゃ
ミ
、ヽ
き
ビ
〉
●
ｏ
　
ω
時
‐ト
ト

（
引”
）
　
一口
い
０
のい
ｏ
り汗
】
】
へへの
Ｏ
●
４す
　
の
一“【０
０
付
『
ェ
≡
い
い
ｏ
一ｏ
す
【ｐ
一
．　
ｏ
ｏ
　
中卜
Ｃ
ｉ
】り
〇

（
”
並
）
　

Ｆ
い
ｏ
め
い
ｏ
∽
汗
く
】

ミ
∽
Ｏ
ｏ
こ
】

∽
市
Ｌ
①
の
一
　
句
す
と
い
い
ｏ
】
や
デ
一
い
ｔ
ｔ

命
す
い
ｏ
　

∞
　
　
例
内

え
ば
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
街
に
は

一
八
三
八
十
二
九
年
の
時
期
に

一
一
八
世

帯
が
居
住
し

″
そ
の
う
ち
七

一
世
帯
が
黒
人
世
帯
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち

■
留
起

電
済
ｏ
”
と
い
う
黒
人
唯

一
の
大
家
は
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
街
に
三

軒
の
煉
瓦
造
り
家
屋
を
所
有
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の

一
人
Ｊ

・
フ
ォ
ー
ト
ン
も
貸
し
家
を
所
有
し
て
い
た
。

（
３３

）

き

ヽ
鳴

き

ゼ

】

や
甲

【
解

ω
ｏ

キ

Ｆ

い
ｏ
旨

ラ

一増

】

食
＞

争

？

＞

日

ｑ

】
８

い

い
い
０

】々
ｐ
命
一の
，
】
）】▼　
０
　
い
∞
―
り
〇

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

（
３４

）
　

「
い
コ

ｏ
∽
　

ロ

　

ロ

ヽ
ｏ
賓

Ｄ
中
コ
∞
】

ミ
日

す
ｏ
　

口

①
∞
【
，
ユ

ｐ
∞
り
　

ｏ
ヽ
　

自
つ
の
Ｅ
Ｒ

３

０
０

問

わ
府

【
ｏ
【
所

ｏ

い
ヨ

ｏ
ｓ
∞

Ｚ

①
∞
Ｈ
ｏ
ｎ
り
、
　

単

〕
、卜
・ヽヽ

ヽ
、

Ｇ
ヽ

ウ
き

い

・ヽＧ

」電
チ

ヽ
母

ビ

遵

含

樹

じ

）
ｏ

卜
出

一
『
さ

杓
ヽヽ
お

Ｓ

ヽ
晩
ヽ
ミ

♪

唱

や
？

灘

キ
寧
ミ

き

ゼ

】

甲

ゃ
贈
　
相
互
扶
助
協
会
は
と
り
わ
け
メ
ツ
ジ
ス
ト
と
の
結
び
つ
き
が

強
か
っ
た
。
通
常
は
月
額
会
費

一
二
―
二
〇
セ
ン
ト
程
度
だ
っ
た
。
ま

た
、
全
組
織
の
半
分
以
上
が
女
性
組
織
だ

っ
た
。

（
３５
）

一
八
二
七
年
の
教
会
数
は
次
の
通
り
。

（　
）
内
は
信
者
数
。

監
督

派

一
（
一
〇
〇
）、
ル
ー
テ
ル
派

一
（
一
〇
）、
メ
ソ
ジ
ス
ト
八

（
一、

八
六
〇
）
、
長
老
派
二

（
三
二
五
）、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
四

（七
〇
〇
）

（
祐
し

　

∽
付
Ｆ
い
ヽ
い
口
】Ｆ
月
】４
コ
】
食
刃
①
４
い
ｏ
停
ユ
い
】
Ｔ
ｈ
ｏ
げ
一
】
汗
く
）
ｖ
　
●
●
　
ω
∞
‐
ω
や
　
さ

＞り

に
重
要
な
の
は
、
こ
の
地
域
で
の
白
人
人
口
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と

で
あ
る
。
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、　
一
八
五
〇
年
の
白
人
人
口
は
一

八
三
〇
年
の
二

・
五
倍
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
人
六
〇
年
時
点
で
の
サ
ウ

ス
ウ
ァ
ク
地
区

・
モ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
地
区
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
人
口

の
割
合
は
二

一
・
三
％

（黒
人
は
四

・
五
％
）
で
あ
る
。
杓
ミ
ミ
ヘミ
思

ｏ」ヽ
革や
Ｓ　
Ｃ
Ｆ
晩
　
さヽ
　
汽∽島
Ｇ
】
ｏ
●
　
卜
ω
」‐卜
∞
的

（
３７
）
　
じ
ｏｐ
ｐ
チ
０
中ｐ鳴庁
】
『
車Ｆｓ
寧
‐済
ヽ
」ヽ

杓
苺
ミ
や
ヽ
もヽ
ヽ
さ
」蕊
一　
哨
もヽ

命
Ｓ
ややヽ
や
・

、
ｏ
浅

ミ

Ｓ

、き

ヽ
　

的
ミ

）や
さ

ミ

♪

円
す
【
】
＆

①
一〓

ざ

心

お

】

酔

Ｓ

の
営
ぃ
０
　
拙
稿

「
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的

意
義
」
五
七
―
六
〇
頁
。

（
３８
）

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」
四

六
十
四
七
頁
。

（
３９
）

Ｏ
め
ｏ
【
∞
・
「
ｏ
４
の
Ｆ
　
、へ円
す
【Ｆ
伍
巴
ｏ
す
ま

中●

∽
】村
①
の
】】
（
中
∞
卜
∞
ｙ
　
」勺
ヘ
ド

ヽ
ち資
卓ヽ
や
ヽ
やヽ
　
■
ヽ
や
い
や
Ｈ
き
もヽ　
ｏ
」、
　
神
科
は
ｓヽ
Ｆ
】
　
も
ヽ
ミ
　
的
、ｏ
い
・ヽや
ヽ
事
蛇
　
一〕ω
ｌ
岸

（
５

８

〉

ｏ
Ｐ

ω
働
あ

∞
」

Ｄ
Ｅ

ｏ
ｏ

ｒ
ｐ
岳

」ｐ
　
へ弓

中【
①

ｏ
ｏ
呂

ｏ
い
ｏ
く

Ｄ
，
α

ω
お
〕
的
の

“
〕

∽
０
宮
↑
す
電
さ
【
汗
“
月
ま
の

中
∞
卜
ｏ
Ｐ
ｔ

【，
　
∪
い
く
済

Ｄ
ｏ
伍

〕＝
とヽ
下
】
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人

①
〔
ｔ
　
哨
革
へ
杓
へ
ｏ
ヽ
、ヽ
し
ｓヽ

杓
、」ミ
ヽ
ミ
やヽ
）ヽ
、卜Ｆ
　
日
ｏ
　
ヽ
淳―
∞
『

（
４０
）

、
」浄
や
、ザ
じ
章
じ
】ヽ
口

【遵

（
４‐
）

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」
四

七
、
七
三
、
七
六
頁
。

（
４２

）
　

Ｆ
Ｄ
Ｆ
ユ
ｐ
　
ギ
ミ
Ｑ
ヽヽ
さ
」
ヽ
い

ヽ
も
Ｇ
ヽ
ヽ
べ
Ｇ
ヽ

、
母
ざ
ミ
ヽ
ミ
も
ヽヽ

き
ヽ
ヽ
‘　
増
増
　
岸
０
『
‐
岸
御
仰

（
４３
）

■
ｐ
ざ
【や

為
ミｑ
く
もヽ

Ｓ
、
杓
へヽ
ミ
と
きヽ
Ｓ
、き
）
∽
ｏ
■
　
やデ

岸∞
ωト

（
４４
）

■
胸Ｎい
Ｐヽ

ヵ
ミＬ
＆
Ｓ
・
ｓヽ

『
ミミ
劣ヽセ
ぎ
ヽ
さ
き
）
＞
●
∞
　
や
Ｐ

【∞
∞
ト

（
４５

）

刃

宮

命
Ｆ

Ａ
弓

汗

刃

ｐ
品

刃

！軍

監

＞

温

湯

Ｆ

岸
鶴

ｉ

▼

唱

【
思

‐
さ

時

（
４６

）

刃

卓
協

ユ

一

可

　

ョ
辞

耐

下

Ｆ

、言
卜

句
①
伸
●
臥

ユ

●

】
ｑ

）
”

円
Ｆ
Ｅ

汗

〇

【
い
ｑ

【，
　
円
す
二
Ｄ
毎
０
】ｏ
す
】ｐ
　
ｈ】
〇
日
〕
　
（〕Ｏ
申
のＯ
ｒ
住
ｐ
ュ
ｏ
ｐ
　
すヽ
」
Ｏ
●
∞
す
　
付デ
①
　
∩
首
く
オ一

ヨ
ｐヽ
ｒ
ｔ
　
，，
　
∪
い
ま
り
い
ヽ
い
旦
一ユ
汗
】
Ｑ
】
】
料
ヽ
ｓ
ヽ
も
Ｑ
ヽ
き
け
Ｓ
、
、
すぎ

やヽ
！

ミ

も
、
ヽ

、
、
い

０
　

】
２

一

■

驚

畳

宅

Ｑ

、

均

Ｓ

ヽ
中
セ

ヽ
思

ま

ｓ

壇

ミ

ト

ギ

ゴ

単

さ

や
り

し

Ｓ
Ｓ
ヽ８

もヽ
ミ

寧
ｋ

る

■
ミ
Ｇ
串

や
い
き

ミ

氏
辞

津

Ｇ
ヽ

単
ふ

ゼ

】

ヽ
鷺

や

『
〓
一ゆ伊
一も
Ｆ
Ｐ

あ
樹
）
●

】
Ｓ
　
北
部
白
人
の
異
人
種
融
合

へ
の
恐

れ
に
つ
い
て
は
、
刃
ュ
〕日
伊
】
ト
ミ
■
卜
き

」ヽヽ
Ｇヽ
ヽ
津
ｓ
野
〉

●
甲

卜
？

卜
Ｏ

（
４７
）

■
ミ
常
Ｐ

為
ミｑ
く
もヽ

Ｓ
、
、
）もヽ
ミ
セ
ざ
畳
きヽ
）
∽
●
■
　
時
Ｆ

】∞
∞ト

（
４８

）

呂
ミ

常

■

ヵ
ミ
域

ち
態

ヽ

ミ
ぅ
、
も
ヽ
ド
電
ざ

ミ

きヽ

〉
＞

●
叩

や
Ｐ

【
鶴

ヽ

　

一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
シ
ペ
ン
通
り
二
〇
九
番
地
、
Ｚ

ロ
ニ
】ｑ

（
黒
人
）

所
有
の
煉
瓦
造
り
三
階
建
家
屋
。
窓
ガ
ラ
ス
全
壊
。
家
具
の
被
害
甚
大
。

被
害
総
額
三
五
〇
ド
ル
ご

／ヽ
げ
い
く
）
」鼻Ｃ
ミ
ヽ
ヽ
ミ
ト
　
【
申
自
）
ｏ
一
　
ω
い
や
‐
ω
Φ
∞

～
や
もヽ
ヽ
ヘミ
Ｇ
ヽ
）ヽち　
」ふＱ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
）ヽ
タ
ト
Ｄ
」
Ｏ
す
】
【
卜
。　
岸
∞
Ｎ
∞

ぞ
【Ｆ
ず
卿
●
中
句
生
は
げ
命
】
∞
〉
『
ヽヽ
ヽ
寧
母ヽ
ミ

的

・ヽ卜Ｆ
　
ｏ
　
卜
∞

こ
と
が
、
わ
が
身
の
た
め
な
の
だ
。」

十
八
三
〇
年
に

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
の
ベ
セ
ル
教
会
で
開
か
れ
た
の
を
皮
切
り
と
す

る

一
連

の

「
目
由
有
色
人
集
会
」
（予
命
の
）諄
お
ュ
一ｏ
ｐ
亀

可
恩
命
円
８
増
下

ｏ
も

の
Ｏ
中〇
骨

一
以
下
単
に

「
黒
人
集
会
」
と
記
す
）
も
、
自
己
改
善
を
最

も
中
心
的
な
テ
ー
マ
の

一
つ
と
し
、　
〒
ハ
三
五
年
に
は

「神
聖
な
道

徳
改
良
運
動
の
怠
り
な
い
実
践
」
の
た
め

「
ア
メ
リ
カ
道
徳
改
良
協

▲
一ム」
（市Ｆ
Ｏ　
ゝ
岳
淳
①
一ヽ命
申
ｐ
　
Ｐ
島〇
いヽ
】
〕卿
①ｈＯ
Ｒヽ
】
∽
〇
命一命一投
一　
チを
喪究
中に
車●
せ

た
他
、
種
々
の
自
己
改
善
組
織
の
設
立
を
推
奨
し
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、　
一
七
八

七
年
の

「自
由
ア
フ
リ
カ
人
協
会
」
（津
ｏ
甲
罵

＞
ゃ
一８
ｐ
∽
８
【０
電
）

創
設
以
来
、　
自
己
改
善
の
必
要
性
を
再
三
表
明
し
、

「黒
人
集
会
」

で
も
中
心
的
勢
力
と
し
て
活
躍
し
た
。
特
に

「
ア
メ
リ
カ
道
徳
改
良

協
会
」
で
は
、
会
長
に
Ｊ

・
フ
ォ
ー
ト
ン
　
シ
エ
ア
、
会
計
担
当
に

Ｊ

，
キ
ャ
シ
ー

（Ｊ
の８
ゴ
ｏ
崩
め・曙
》、
書
記
に
Ｊ
　
フ
ォ
ー
ト
ン

ジ

Ｆ

亨

、

Ｒ

未

―
ブ
ィ
孔

ｗ

ネ

イ
ッ
パ

ー

（ョ
ｆ

鉾

ッ電
〓
●
●
ｑ
）
が
就
任
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
勢
が
要
職
を
独
占
し
た
。

つ
ま
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、
自

己
改
善
の
追
求
に
お
い
て
は
北
部
黒
人
を
先
導
す
る
立
場
に
あ

っ
た

訳
で
あ
る
。

彼
ら
の
目
標
や
価
値
観
は
、
「
ア
メ
リ
カ
道
徳
改
良
協
会
」
の
一

八
三
七
年
年
次
大
会
で
Ｗ
・
ホ
イ
ッ
パ
ー
が
行
な
っ
た
演
説
に
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
…
わ
れ
わ
れ
は
、　
人
間
生
活
を
破
壊

史
苑

（第
四
人
巻
第
二
号
）

コ
ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
　
（継
帯
月
）

四
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層

の
抵
抗
姿
勢

前
章
で
明
ら
か
に
し
た
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
は
、　
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
目
標
や
価
値
観
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
だ

っ
た
。
同
時
に
そ
う
し
た
目
標
や
価
値
観
は
、
白
人
か
ら
の
差
別
や

偏
見
を
ど
う
受
け
と
め
、
い
か
に
抵
抗
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
と

不
可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
章
で
は
、
ま
ず
こ
の
抵

抗
姿
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
、
続
い
て
、
反
黒
人
暴
動
が
抵
抗

姿
勢
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

〔〕

自
己
改
善
路
線

Ｆ

・
ク
ー
パ
ー
の
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、　
一

八
世
紀
末
以
来
北
部
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
が
最
大
の
客
一カ
を

傾
け
た
の
は
、
個
人

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
双
方
に
お
け
る
自
己
改
一善
の

（
１
）

推
進
だ

っ
た
。
先
に
も
引
用
し
た
合
衆
国
初
の
黒
人
新
聞

『
フ
リ
ー

ダ
ム
ズ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
も
、
奴
隷
制
や
公
民
権
の
問
題
よ
り
も
自

己
改
善
の
問
題
に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
充
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う

に
主
張
し
た
。

「
偏
見
を
弱
め
、　
未
だ
束
縛
さ
れ
て
い
る
幾
多
の
同

胞
の
境
遇
を
改
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
偏
に
わ
れ
わ
れ
の
行
な
い
に

か
か

っ
て
い
る
。
裏
表
な
い
礼
儀
正
し
い
振
舞
や
勤
勉
、
倹
約
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
尊
敬
と
愛
顧
に
値
す
る
と
世
間
を
納
得
さ
せ
る

に
導
く
も
の
全
て
は
福
音
の
教
え
に
反
す
る
の
だ
と
信
じ
、
平
和
の

た
め
の
運
動
を
唱
導
す
る
も
の
で
あ
る
…
…
わ
れ
わ
れ
は

『
教
ャ養
や

力
あ
る
も
の
』
で
は
な
く
、
『偉
大
で
善
き
も
の
』
と
な
る
た
め
に
、

健
谷
な
る
道
徳
を
備
え
た
教
育
を
促
進
す
る
よ
う
努
力
し
よ
う
…
…

わ
れ
わ
れ
は
全
て
に
お
け
る
節
制
と
絶
対
禁
酒
を
唱
導
し
よ
う
υ
贅

沢
は
個
人
的
に
害
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
一

本
質
的
に
罪
深
い
こ
と
な
の
だ
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
倹
約
を
唱
導

（
５
）

し
よ
う
。
」

右
に
み
ら
れ
る
信
仰
、
教
育
、
禁
酒
、
倹
約
と
い
っ
た
徳
目
の
強

調
は
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
実
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
。
貧

囚
と
犯
罪
の
蔓
延
と
い
う

現
実
で
あ
る
。

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
奴

隷
制
廃
止
脇
会
」
の
社
会
調
査
報
告
は
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
充

実
ぶ
り
を
記
録
す
る

一
方
で
、
貧
困
と
犯
罪
の
問
題
に
多
く
の
紙
数

を
割
い
て
い
る
。　
一
八
三
七
年
に
は
、
救
貧
院
収
容
者

一
、
六
七
三

人
中
そ
の

一
四
％
は
黒
人
が
占
め
、

そ
ウ
ヤ
メ
ン
シ
ン
グ
刑
務
所
収

監
者
二
、
Ｏ
①
五
人
中
三
七
％
も
黒
人
だ

っ
た
。
黒
人
の
罪
状
と
し

て
は
、
暴
行

・
浮
浪
が
全
体
の
七
五
％
を
、
残
り
を
夜
盗

・
窃
盗
が

占
め
て
い
る
。
調
査
報
告
は
黒
人
の
間
に
犯
罪
が
頻
発
す
る
原
因
と

し
て
、

「社
会
の
も

つ
偏
見
が
、　
黒
人
が
知
的

・
道
徳
的
改
善
の
た

め
の
便
宜
を
享
受
す
る
の
を
妨
げ
、
貧
困
が
黒
人
か
ら
、
知
識
の
獲

得
に
必
要
な
時
間
を
奪

っ
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
、
同
時
に

「
極
め

て
屋
々
教
育
の
な
い
結
果
生
じ
る
飲
酒
が
、
ぞ

っ
と
す
る
よ
う
な
犯
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ア

ン
テ

ィ
ベ
ラ

ム
期

フ

ィ
ラ
デ

ル
フ

ィ
ア
に
お
け

る
反
黒
人

暴
動

と
黒

人

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

（
鵜

月

）

罪
の
原
因
に
な
る
」
と
主
張
し
な
〕

こ
の
よ
う
に
社
会
調
査
報
告
は
、
貧
困
や
犯
罪
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
教
育
を
重
視
し
て
い
る
訳
だ
が
、
こ
の
点
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指

導
層
も
同
様
だ

っ
た
。
例
え
ば
、
Ｗ

・
ホ
イ
ッ
パ
ー
は

「
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
有
色
人
読
書
協
会
」

の
講
演
で
、　
教
育
は
大
志
、　
即

ち

「
全
て
の
人
間
の
偉
大
さ
の
礎
石
、
そ
れ
な
く
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ

は
何
も
の
に
も
な
れ
な
い
…
…
い
や
、
社
会
に
と

っ
て
の
恐
る
べ
き

迷
惑
者
を
生
み
だ
す
」
だ
け
だ
と
主
張
し
て
い
新
”
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
教
育
を
柱
と
し
た
自
己
改
善
の
努
力
が
、
二
重
の
目
的
を
有

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。　
一
つ
は
、
教
育
に
よ

っ
て
数
々
の
徳
目
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
で
、　
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
大
多
数
を
占
め
る
貧
困
層
の
生

活
の
経
済
的

・
道
徳
的
改
善
を
図
る
目
的
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
改
善
を
通
じ
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
認
識

を
改
善
す
る
目
的
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
ホ
イ
ッ
パ
ー
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
状
況
を
改
善
す
る
手
段
は
…

…
厳
格
な
注
意
を
教
育
に
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

気
品
あ
る
も
の
へ
と
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
人
び
と
が
、
そ

の
最
高
に
し
て
最
良
の
年
月
を
こ
の
目
的
の
た
め
に
捧
げ
…
…
そ
の

輪
稀
な
生
涯
を
閉
じ
た
、
そ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知

っ
て
い
る
！

し
ど
一０　
さ
ら
に
、　
ホ
イ
ッ
パ
ー
も
参
加
し
た

一
八
三
二
年
の

「
黒
人

集
会
」
の

「
呼
び
か
け
」
は
、　
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

「
わ
れ
わ

れ
が
、
偏
見
の
影
響
力
が
減
じ
、
わ
れ
ら
自
身
が
尊
敬
さ
れ
る
の
を

目

の
あ
た
り
に
す

る
こ
と

に
な
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
啓
蒙
的
な
教

（９
）

育
の
恵
み
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
」

っ
ま
り
、　
教
育
を
柱
と
し
た
自
己
改
善
を
通
じ
、

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
を
気
品
あ
る
も
の
に
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
で
、
黒
人
が
尊
敬
さ
れ

う
る
存
在
で
あ
る
の
を
白
入
社
会
に
納
得
さ
せ
、
延
い
て
は
差
別
や

偏
見
を
減
じ
て
い
く
、
と
い
う
抵
抗
姿
勢
が
右
の
よ
う
な
主
梶
一か
ら

は
窺
え
る
の
で
あ
る
。

『
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア

・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
紙

に
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
意
見
が

盛
ん
に
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば

十
八
三

一
年
に
は
、
教
育
、

倹
約
、　
禁
酒
に
支
え
ら
れ
た
生
活
に
よ
り
、　
Ｅ

貫
し
て
秩
序
正
し

い
道
徳
的
生
活
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
落
ち
ぶ
れ
た
状
況
に

つ
い
て
の
誤

っ
て
誇
張
さ
れ
た
説
明
を
、
悪
意
な
き
も
の
と
す
る
」

と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
に
は

「
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
で
は
、

（黒
人
）
貧
民
の
扶
養
で
自
人
に
重
荷
を
負
わ
せ

る
ど
こ
ろ
か
…
…

（黒
人
の
払
う
）
税
金
は
自
ら
の
貧
民
を
扶
養
す

る
に
十
分
な
ば
か
り
か
、
白
人
貧
民
の
扶
養
の
資
金
に
も
な

っ
て
い

る
」
と
の
主
張
、
翌
年
に
は
、
黒
人
の
間
に
は
多
数
の
相
互
扶
助
協

会
が
存
在
し
、
そ
の
会
員
は
誰

一
人
と
し
て
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
、
こ
れ
が
な
に
よ
り
も
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
尊
和
一さ

れ
う
る
性
格
を
物
語

っ
て
い
る
と
の
主
張
な
ど
が
み
ら
れ
茄
ぃ

こ
う
し
た
自
己
改
善
路
線
に
従

っ
た
生
活
を
、
最
も
良
く
実
践
し

た
の
が
指
導
層
だ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
引
用
し
た

著
作
に
お
い
て
、
Ｊ

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
指
導
層
が

「自
分
の
収
入

内
で
暮
ら
し
…
…
や

っ
と
の
こ
と
で
体
裁
を
保

っ
て
い
る
」
と
す
る

一
方
で
、
彼
ら
が
繊
毯
が
敷
か
れ
、
ソ
フ
ァ
、
食
器
棚
、
鏡
、
ピ
ア

ノ
な
ど
が
備
え
ら
れ
た
居
間
で
寛
ぎ
、
活
発
に
社
交
を
展
開
す
る
様

を
描
い
て
い
る
。

「
絵
画
や
器
楽
、
刺
繍
」
の
た
め
に
女
性
た
ち
は

各
家
庭
を
訪
問
し
あ
い
、
集
会
所
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
、
討

論
会
、
読
書
会
な
ど
が
開
か
れ
た
。
そ
う
し
た
集
ま
り
で
は
、
古
代

ロ
ー
マ
史
か
ら
医
学
、
黒
人
の
苦
難
ま
で
広
範
な
話
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
彼
ら
が
絶
対
禁
酒
を
励
行
す
る
こ

と
に
驚
い
て
い
る
。

自
己
改
善
降
線
の
追
求
は
、
具
体
的
に
は
堅
実
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

詰
組
織
の
拡
充
整
備
と
活
発
な
活
動
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
尊

敬
さ
れ
う
る
生
活
を
生
み
だ
し
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺

を
中
心
と
す
る
こ
の
現
象
は
、
前
章
で
も
み
た
よ
う
に
白
人
住
民
の

側
に
は
、
黒
人
の
意
図
と
は
全
く
こ
と
な
る
意
味
を
持

っ
た
の
で
あ

る
。
特
に

一
八
四
二
年
暴
動
の
発
端
と
な

っ
た
黒
人
の
禁
酒
パ
レ
ー

ド
ヘ
の
攻
撃
は
象
徴
的
な
出
来
事
だ

っ
た
。　
一
八
三
七
年
恐
慌
後
の

福
音
主
義
的
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
影
響
力
増
大
は
、
白
人
民
衆

内
に
禁
酒
運
動
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
、
出
現
し
つ
つ
あ

る
産
業
社
会
の
求
め
る
価
値
観
―
勤
勉

・
倹
約

・
時
間
厳
守
そ
し
て

禁
酒
―
と
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
新
た
な
道
徳
の
受
容
と
深
い
関
係
を

持

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
白
人
民
衆
内
に
は
―
特
に
ア
イ
ル

史
苑

（第
四
人
巻
第
二
号
）

ラ
ン
ド
人
に
は
―
こ
の
新
た
な
価
値
観
や
道
徳
の
受
容
を
頑
強
に
拒

む
伝
統
的
文
化
が
存
在
し
て
い
た
。
伝
統
的
文
化
は
、
固
有
の
労
働

・
生
活
習
慣
に
支
え
ら
れ
、
酒
場
、
様
々
な
娯
楽
、
民
族
的
祭
礼
、

消
防
隊
や
街
頭
ギ
ャ
ン
グ
を
媒
介
と
し
た
集
国
的
自
律
性
を
特
徴
と

（
・２
）

す
る
生
活
世
界
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
伝
統
的
文
化
を
持

つ
人
び
と
に
と

っ
て
、
黒
人
が
禁
酒
を
唱
導
す
る
こ
と
は
人
種
的
敵

意
と
は
別
の
次
元
で
、
背
後
に
あ
る
価
値
観
を
鮮
明
に
意
識
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
黒
人
の
パ
レ
ー
ド
が
掲
げ

持

つ
自
由
の
太
陽
の
旗
は
、
自
分
た
ち
の
焼
死
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た

と
い
え
よ
う
。
暴
動
後
、
当
局
が
黒
人
禁
酒
ホ
ー
ル
を
取
り
壊
し
た

の
も
、
こ
う
し
た
白
人
住
民
の
反
感
を
察
知
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ

Ｚつ
。同

様
に

一
八
二
五
年
暴
動
の
発
端
と
な

っ
た
事
件
も
象
徴
的
で
あ

る
。
自
己
改
善
路
線
を
受
容
し
た
と
思
わ
れ
る
黒
人
の

一
団
が
、
あ

る
西
イ
ン
ド
人
召
使
い
の
ア
フ
リ
カ
的
な
礼
儀
や
服
装
を
嘲
笑
し
、

狼
狽
し
た
召
使
い
が
主
人
に
新
し
い
服
を
求
め
た
が
認
筋
れ
れ
ず
、

逆
上
の
う
え
主
人
を
斧
で
撲
殺
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
無
論
、

指
導
層
は
自
己
改
善
路
線
の
追
求
が
、
白
人
の
嘲
り
や
怒
り
を
か
う

こ
と
に
無
頓
着
だ

っ
た
訳
で
は
な
い
。
舞
踏
会
に
つ
い
て
の

『
フ
リ

ー
ダ
ム
ズ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
記
事
は
、
「
年
に

一
２
二
回
踊

っ
て

も
罪
に
な
る
と
は

考
え
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「舞
踊
会
を
良
い

と
信
じ
る
少
数
の
人
び
と
」
は

「社
会
全
体
か
ら
嘲
け
ら
れ
る
も
と
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
論
評
し
た
し
、
黒
人
禁
酒
運
動

へ
の

白
人
の
反
感
を
懸
念
し
た
Ｓ
　
グ

ロ
ー
ス
タ
ー
牧
師

の
付８
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｅ
・

Ｏ
】ｏ
Ｆ
愚
∽付９
）
は
、
会
衆
に

「
無
分
別
」
な
催
し
に
参
加
せ
ず
、
祈

薦
会
で
八
月

十
日
を
祝
う
よ
う
、
四
二
年
暴
動
前
に
主
張
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
懸
念
や
反
黒
人
暴
動
に
よ
る
物
理
的
破
壊
に
も

拘
ら
ず
、
自
己
改
善
の
努
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
取
り
組
む
ベ

き
最
優
先
の
課
題
と
し
て
、
粘
り
強
く
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、

奴
隷
制
に
対
し
て
無
関
心
だ

っ
た
訳
で
は
な
い
。
Ｒ

・
パ
ー
ブ
ィ
ス

や

Ｊ

　

フ

ォ

ー

ト

ン

、

Ｊ

・
Ｃ

・
バ

ウ

ア

ズ

（
甘

ゴ
諄

〇

，
Ｄ
ｏ
電

Ｑ

し

、

Ｃ

　

Ｗ

　

ガ

ー

ド

ナ

ー

（
Ｑ
Ｆ

ヽ
中
秘

ヨ
ギ

Ｏ

営

い
居

じ

、

Ｊ

・

マ

ク

ラ

ミ
ル

（甘
３
２

Ｉ
ｏ
の
こ
日
呂
≧
）
を
始
め
と
し
て
、
指
導
層
は

「
ア

メ
リ
カ
奴
隷
制
反
対
協
会
」

（ュ
①
　
＞
コ
①
，４８
Ｄ
　
＞
ユ
【あ
一つ
お
増

∽
思
一●
市く
）

や
種
々
の
地
方
組
織
で
活
躍
し
た
。　
一
八
三
六
年
に
結

成
さ
れ
た

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
婦
人
奴
隷
制

反

対

協

会
」
（津
め

Ｆ
い
い
〕命
∽
）
卜
ｒｐ
ユ
‐∽
】や
く
ゆ
【】
∽
〇
命
中（洋
く
〇
～
円
す
ユ
い
い
①
】や
デ
【い
）
で
、　
Ｔ
ソ
「

フ
ォ
ー
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
誰
が
奴
隷
制
を
傍
観
で
き
る

と
い
う
の
か
。
誰
が
そ
の
非
人
間
的
な
残
虐
行
為
に
戦
慄
を
覚
え
ず

に
い
ら
れ
る
と
い
う
の
か
…
…
奴
隷
制
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
国
を

柚
ら
し
て
し
ま
う
胴
枯
れ
病
で
あ
り
、
自
ら
の
食
欲
を
満
た
す
べ
く

禿
鷲
の
よ
う
に
、
犠
牲
者
の
生
命
を
常
食
と
す
る
の
だ
。
」

し
か
し
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
と
奴
隷
制
問
題
の
関
わ
り
を
み

る
際
に
は
、
奴
隷
制
問
題
が
彼
ら
の
優
先
課
題
で
は
な
か
っ
た
点
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に

一
八
三
〇
年
代
初
頭
の
奴
隷
制
廃
止

運
動
の
全
国
的
高
揚
の
中
で
、
指
導
層
は
Ｗ

・
Ｌ

・
ギ
ャ
リ
ソ
ン
ら

を
中
心
と
す
る
即
時
無
条
件
解
放
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
を
亨
一持
し
、

『解
放
者
』
ぐ
将

い
」将
‐ヽミ
景
）
の
普
及
に
も
努
め
、
様
々
な
組
織

（
・８
）

活
動
に
も
尽
力
し
た
。
し
か
し
、　
一
八
三
〇
年
代
末
ま
で
に
、
彼
ら

は
自
人
奴
隷
制
廃
止
運
動
家
と
距
離
を
お
き
始
め
る
。
Ｊ

・
フ
ォ
ー

ト
ン
は

「
ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
反
対
協
会
」
を
支
持
し
続
け
、
Ｒ

・
パ

ー
ブ
ィ
ス
ら
も
奴
隷
制
問
題
と
関
わ
り
は
持
ち
続
け
た
が
、
奴
隷
制

廃
止
運
動
は
指
導
層
に
と

っ
て
は
、
し
だ
い
に
共
通
の
関
心
と
し
て

は
意
識
さ
れ
な
く
な
り
、
あ
く
ま
で
個
人
的
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
背
景
に
は
様
々
な
理
由
が
存
在
し
た
。
運
動
内
に
も
存
在
し

た
人
種
差
別
、　
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
内
の
対
立
、
白
人
運
動
家
の

自
由
黒
人

へ
の
無
関
心
な
ど
で
あ
布
ゃ
特
に
第
二
の
点
は
決
定
的
な

要
素
だ

っ
た
。　
一
八
世
紀
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
第

一
世
代
、

つ
ま
り

「自
由
ア
フ
リ
カ
人
協
会
」
に
結
集
し
た
Ｒ

・
ア
レ
ン
や
Ｃ

・
バ
ス
テ
ィ
ル

（〇
ヽ
あ

口
湯
己
じ

ら
は
、
奴
隷
制
の
中
に
生
ま
れ

自
ら
の
手
で
自
由
を
勝
ち
と

っ
た
人
び
と
だ

っ
た
。
し
か
し
、　
一
八

三
〇
年
代

。
四
〇
年
代
の
指
導
層
第
二
世
代
は
、
何
人
か
の
例
外
を

除
け
ば
自
由
民
と
し
て
生
ま
れ
育

っ
た
。
確
か
に

一
七
八
〇
年
に
州

内
の
奴
隷
の
漸
次
的
解
放
が
法
制
化
さ
れ
て
か
ら
も
奴
隷
は
存
在
し

た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は

一
八
三
〇
年
に

一
二
人
、　
一
八
四

（
２０
）

〇
年
に
は
た

っ
た
四
人
を
数
え
る
の
み
だ

っ
た
。
指
導
層
第

一
世
代

に
と

っ
て
、
奴
隷
制
問
題
は
自
ら
の
存
在
す
る
空
間
に
働
き
か
け
る

べ
き
直
接
的
課
題
だ

っ
た
が
、
第
二
世
代
に
と

っ
て
奴
隷
制
は
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ヘ
港
入
す
る
移
し
い
数
の
逃
亡
奴
隷
や
そ
れ
を
追
跡

す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
と
代
理
人
を
通
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
だ

っ
た
。

指
導
層
第
二
世
代
は
奴
隷
制
廃
止
運
動
に
関
わ
り
、
逃
亡
奴
隷
の
救

済
に
力
を
注
ぎ
は
し
た
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
よ
り
重
要
だ

っ
た
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
で
あ
り
、
都
市
社
会
と
い
う
自
ら
の
存
在
す

る
空
間
の
中
で
の
差
別
と
闘
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
自
己
改
善
路

線
を
追
求
し
た
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
、
白
人
の
理
性
に
訴
え
る
こ
と

で
差
別
や
偏
見
は
根
絶
し
う
る
と
い
う
楽
天
的
信
念
が
、
社
会
の
進

歩
や
人
間
の
合
理
性

へ
の
信
奉
と
い
う
点
で
、
労
働
運
動
を
始
め
と

す
る
同
時
代
の
様
々
な
社
会
改
良
運
動
と
共
通
性
を
有
し
た
こ
と
に

（
２‐
）

は
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
啓
蒙
主
義
的
発
想
と
い
う
共
通

の
場
に
立
ち
な
が
ら
、
黒
人
は
決
し
て

「
コ
モ
ン

・
マ
ン
」
の
仲
間

入
り
を
果
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
は

っ
き
り
と
気
づ
い
た
時
、

指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
は
変
化
し
始
め
た
。
次
節
で
は
政
治
的
権
利
の

問
題
を
中
心
に
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

０
　
抵
抗
姿
勢
の
変
容

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

一
八
三

一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州
議
会

で
は
、
州
内

へ
の
自
由
黒
人
の
移
住
禁
止
や
州
内
に
居
住
す
る
黒
人

へ
の
統
制
強
化

（地
元
当
局
の
発
行
し
た
身
分
証
明
書
を
、
郡
間
移

動
の
際
は
常
に
携
帯
さ
せ
る
）
を
求
め
る
法
案
な
ど
が
次
々
と
提
出

さ
れ
た
。
こ
の
動
き
は
、　
一
八
三

一
年
の

「
ナ
ッ
ト

・
タ
ー
ナ
ー
の

反
乱
」
の
影
響
で
、
南
部
か
ら
の
黒
人
流
入
人
口
が
増
加
す
る
こ
と

へ
の
白
人
の
懸
念
を
直
接
の
引
き
金
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。

こ
れ
ら
法
案
に
対
す
る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
ア
ィ

指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
は
、
彼
ら
が

一
八
三
二
年

一
月
と
翌
年

一
月
に

起
草
し
た
、
州
議
会

へ
の
請
願
書
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
起

車
に
は
郊
）
フ
ォ
ー
ト
ン
、
Ｒ

・
パ
ー
ヴ
ィ
ス
、
Ｗ

・
ホ
イ
ッ
パ
ー

の
二
人
が
、
後
者
の
起
草
に
は
Ｊ

・
バ
ウ
ア
ズ
、
Ｊ

「
マ
ク
ラ
ミ
ル
、

Ｊ

・
Ｃ

・
ホ
ワ
イ
ト
の
二
人
が
あ
た

っ
海
い
二
つ
の
請
願
書
は
と
も

に
、
黒
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
の
た
め
に
い
か
に
努
力
し
て
い

る
か
を
強
調
し
、
白
人
の
理
解
を
求
め
る
も
の
で
、
自
己
改
善
路
線

の
精
神
に
貫
か
れ
て
い
た
。
前
者
は

「
労
働
と
勤
勉
」
の
原
理
を
浸

透
さ
せ
る
努
力
を
強
調
し
、
後
者
は

「
黒
人
は
た
だ
今
の
ま
ま
に
し

て
お
か
れ
る
こ
と
を
求
め
る
！
…
頭
を
抑
え
つ
け
る
の
は
、
黒
人
が

現
在
享
受
し
て
い
る
以
上
の
も
の
を
求
め
、
撃
退
す
る
に
値
す
る
時

で
十
分
で
は
な
い
か
」
と
し
て
、
現
状
維
持
を
支
持
し
て
い
る
。
さ

ら
に
後
者
は
、
州
憲
法
に
論
拠
を
求
め
な
が
ら
、
堅
実
な
市
民
で
あ

る
黒
人
に
証
明
書
の
携
帯
を
求
め
る
こ
と
の
理
不
尽
さ
を
訴
え
て
い
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

る
。
結
局
、
地
方
当
局
に
法
執
行
能
力
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
こ

れ
ら
の
法
案
は
廃
案
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
法
案
は
財
産

や
社
会
的
地
位
に
関
わ
り
な
く
全
黒
人
を
対
象
と
し
た
訳
で
、
そ
の

意
味
で
は
自
己
改
善
路
線
を
通
じ
て
両
人
種
の
橋
渡
し
を
す
る
と
い

う
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
目
標
や
役
割
に
と

っ
て
は
重
大

な
挑
戦
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
が
ひ
と
つ
の
曲
り
角
に
さ
し
か
か
る
の
は
、

黒
人
選
挙
権
剥
奪
を
め
ぐ
る
動
き
に
お
い
て
だ

っ
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ュ
ニ
ア
州
に
お
け
る
黒
人
選
挙
権
は
、
自
由
黒
人
の
政
治
的
地
位
の

曖
味
さ
か
ら
地
方
当
局
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、　
一
人
三
八

年
の
州
憲
法
改
正
会
議
に
お
い
て
正
式
に
こ
れ
を
否
定
し
全
白
人
成

年
男
性
に
選
挙
権
を
与
え
る
改
正
案
が
採
決
さ
れ
た
。
黒
人

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、
先
ず

一
八
三
八
年

一
月
に
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
で
開

催
中
の
改
正
会
議
に
、
黒
人
選
挙
権
剰
奪
に
反
対
す
る
請
願
書
を
提

出
し
た
。
こ
れ
は

一
八
三
二

・
三
三
年
の
請
願
書
と
同
じ
く
自
己
改

善
路
線
の
精
神
に
立
つ
も
の
で
、　
一
七
八
〇
年
の
奴
隷
制
廃
止
法
に

論
拠
を
求
め
つ
つ
個
人
的
自
由
保
障
の
伝
統
に
訴
え
る

一
方
で
、
黒

人
が
自
ら
の
改
善
に
努
力
し
て
い
る
点
を
強
調
し
た
も
の
だ

っ
た
。

ま
た
、
こ
の
請
願
書
は

一
八
三
四
年
暴
動
に
も
言
及
し
、
黒
人
は
無

法
な
存
在
で
あ
る
ど
こ
ろ
か

「無
抵
抗
の
ま
ま
悪
に
晒
さ
れ
た
」
と

（
２６
）

主
張
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
改
正
会
議
で
は

「
ペ
ン

シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
奴
隷
制
廃
止
協
会
」
に
よ
る
社
会
調
査
報
告
も
、
代

あ
る
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
権
利
を
他
の
人
を
傷

つ
け
る

た
め
に
用
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
権
利
を
賄
賂
を
受
け

取
る
こ
と
で
汚
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
営

し
か
し
、
後
半
に
入
る
と

『
訴
え

』
は
そ
れ
ま
で
の
請
願
書
と
は

異
な
る
性
格
を
示
し
始
め
る
。
最
も
重
要
な
の
は
、
選
挙
権
資
格
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、　
勤

勉
と
真
価
の
報
い
と
し
て
の
み
選
挙
権
を
持

つ
つ
も
り
だ
。
わ
れ
わ

れ
は
、
選
挙
権
資
格
が
ど
れ
程
高
く
設
定
さ
れ
る
か
は
心
配
し
て
い

な
い
。
何
人
も
そ
の
肌
の
色
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

同

一
の
規
準
が
何
人
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の

求
め
る
全
て
な
の
だ
。」
（傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
万
〕

つ
ま
り
ヽ
黒

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
選
挙
権
を
特
権
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を

全
黒
人
に
保
障
す
る
つ
も
り
の
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
指
導
層
の
自
ら
の
社
会
的

・
経
済
的
特
権
の
主
張
と
も

と
れ
る
し
、
だ
と
す
れ
ば
そ
の
主
張
が
、
ま
さ
に
白
人
普
通
選
挙
権

の
保
障
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
る
時
、
即
ち
白
人
が
少
な
く
と
も
理

念
上
は
、
社
会
的

・
経
済
的
特
権
を
否
定
し
て
い
る
時
に
な
さ
れ
た

こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
よ
り
問
題
と
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
は

っ
き
り
と
自
己
改

善
路
線
に
た
つ
指
導
層
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
見
て
と
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
肌
の
色
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、

実
際
は

「
肌
の
色
」
に
よ
っ
て
選
挙
権
は
剣
奪
さ
れ
た
の
だ
と
い
う

史
苑
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議
員
た
ち
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

改
正
案
採
決
の
後
、　
一
人
三
八
年
二
月
に
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指

導
層
は
、
有
権
者

へ
の
訴
え
を
配
布
す
る
こ
と
で
事
態
に
対
応
す
る

戦
術
に
で
た
。
改
正
案
は
有
権
者
に
よ
る
批
准
を
必
要
と
し
た
か
ら

で
あ
る
。
訴
え
の
作
成
に
は
Ｒ

‘
パ
ー
ヴ
ィ
ス
、
Ｊ

‘
バ
ウ
ア
ズ
、

Ｒ

・

フ

ォ

ー

ト

ン

（
刃

酔

①
二

町
Ｒ

市
ｏ
じ

、

Ｊ

・

バ

イ

ア

ス

（
甘

母

２

Ｄ

ざ

し

、
　

Ｉ

Ｉ

Ｐ

・

バ

ー

　

（
一
ｏ
ｒ
停

円

・

Ｄ

Ｆ
母

）
、　

Ｔ

モ

コ

ー

ニ

シ

ュ

（旨
コ
９

●
ｑ
ュ
浄
）、
Ｊ

・
ユ
ー
ダ
ム

（甘
コ
秘

Ｚ
８
い
ず
い
呂
）
の

七
人
が
あ
た

っ
た
が
、
こ
の
う
ち
四
六
歳
の
バ
ー
を
除
け
ば
残
り
は

皆
三
〇
歳
前
後
の
指
導
層
第
二
世
代
に
属
し
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ

（２７
）
る
。
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
指
導
層
第
二
世
代
は
自
ら
の
存
在

す
る
都
市
空
間
に
お
け
る
差
別
と
の
闘
い
を
第

一
に
考
え
、
そ
れ
故

第

一
世
代
よ
り
も
政
治
的
権
利
の
問
題
に
も
敏
感
だ

っ
た
か
ら
で
あ

Ｚつ
。

『
訴
え
』
は
ま
ず
、
黒
人
は

一
七
九
〇
年
の
州
憲
法
の
下
で
選
挙

権
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
の
信
念
を
披
涯
し
、

「
あ
る
個
人
か
ら
選

挙
権
を
奪
う
時
、
あ
な
た
方
は
そ
の
個
人
に
つ
い
て
は
、
統
治
を
専

制

へ
と
彪
め
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
は
万
人
に
対
す
る
統
治
を
専
制

へ
と
貶
め
る
第

一
歩
な
の
だ
」
と
主
張
し
て
、
統
治
に
お
け
る
被
治

者
の
同
意
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に

『
訴
え
』
は
、
こ
れ
ま

で
の
請
願
書
と
同
様
に
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
な
い
に
白
人
の
注

意
を
向
け
よ
う
と
し
て
、

「
わ
れ
わ
れ
は
白
人
を
抑
圧
し
た
こ
と
が

指
導
層
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
彼
ら
は
人
種
の
問

題
を

「
勤
勉
と
真
価
の
報
い
」
と
い
う
道
徳
の
問
題
に
摩
り
替
え
ざ

る
を
え
な
か

っ
た
。
自
己
改
善
路
線
は
、
黒
人
は
そ
の
肌
の
色
故
で

は
な
く
、
堕
落
し
て
い
る
が
故
に
差
別
さ
れ
る
、
と
い
う
前
提
の
上

に
成
立
し
て
い
た
し
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
上
の
努
力

へ
の
白
人
の
認

知
を
不
可
欠
の
も
の
と
も
し
た
。
従

っ
て
、
指
導
層
は
自
己
改
善
路

線
に
た
つ
限
り
、
人
種
の
問
題
を
正
面
切

っ
て
唱
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。
そ
れ
は
自
ら
の
依

っ
て
立
つ
一路
線
の
破
産
を
意
味
し
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
訴
え
』
は
、
選
一挙
権
資
格
問
題
に
続
く
、
黒

人
は
異
人
種
融
合
を
意
図
し
て
い
る
と
の
白
人
の
意
見

へ
の
反
論
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
請
願
書
に
み
ら
れ
た
嘆
願
を
超
え
て
、
激

し
い
口
調
で
人
種
に
よ
る
差
別
を
非
難
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
『訴

え
』
に
み
ら
れ
る
こ
の
不
整
合
は
、
指
導
層
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
大
き

さ
を
物
語
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
抵
抗
姿
勢
が
変
化
し
始
め
た
こ
と

を
表
わ
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
変
化
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
が

一
八
四
二
年
暴
動
だ

っ

た
。
攻
撃
対
象
が
示
す
よ
う
に
、
四
二
年
暴
動
は
自
己
改
善
路
線

へ

の
白
人
民
衆
に
よ
る
暴
力
的
否
定
だ

っ
た
し
、
暴
動
後
の
当
局
の
対

応
は
そ
の
否
定
が
白
人
社
会
全
般
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
Ｒ

・
パ
ー
ブ
ィ
ス
は
、
暴
動
時
に
自
ら
も
攻
撃
対
象
と
な
る
こ

と
を
予
想
し
、
玄
関
で
ピ
ス
ト
ル
を
手

に
警
戒
し
て
い
た
。
実
際
に

彼
は
攻
撃
は
受
け
な
か

っ
た
が
、
四
二
年
暴
動
は
彼
に
大
き
な
衝
撃
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

（３‐
）

を
与
え
た
。
彼
は
黒
人
が
完
全
に
見
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
た
。
暴
動
　
　
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

の
数
週
間
後
、
あ
る
自
人
奴
隷
制
廃
止
論
者

へ
の
手
紙
で
彼
は
次
の
　
　
指
導
層
が
奴
隷
制
問
題
に
冷
淡
で
あ
る
と
、
黒
人
奴
隷
制
廃
止
論
い畜
合
担
）

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

７

…

社
会
全
体
の
冷
淡
と
無
慈
悲
に
つ
い
　
　
た
ち
か
ら
激
し
く
非
難
さ
れ
た
理
由
の

一
つ
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

て
、
ど
の
よ
う
に
お
伝
え
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
新
聞
も
　
　
　
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
は
指
導
層
の
間
に
依
然
と
し
て
自
己
改

教
会
も
、
警
察
も
聖
職
者
も
、
そ
し
て
悪
魔
さ
え
も
わ
れ
わ
れ
に
敵
　
　
善
路
線
が
受
容
さ
れ
続
け
た
こ
と
を
意
味
し
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。

対
し
て
い
ま
す
。
世
間
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
完
全
に
無
　
　
と
り
わ
け
Ｒ

・
パ
ー
ヴ
ィ
ス
を
中
心
に
、
指
導
層
内
に
は
自
己
改
善

会
世
）

な
の
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
線
が
望
む
こ
と
全
て
を
達
成
し
な
い
と
い
う
認
識
が
広
が

っ
て
い

四
二
年
暴
動
は
物
理
的
被
害
に
留
ら
な
い
大
き
な
影
響
を
指
導
層
　
　
つ
た
。
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
が
白
人
の
偏
見
を
弱
め
る
こ

に
及
ぼ
し
た
。
同
年
八
月
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
が
予
定
さ
　
　
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
白
人
の
抱
く
偏
見
は
白
人
自
身
が
解
決
す
べ

れ
て
い
た

「
黒
人
集
会
」
と

「
ア
メ
リ
カ
道
徳
改
良
協
会
」
年
次
大
　
　
き
だ
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
が
指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
と
は

会
は
と
も
に
中
止
さ
れ
、
後
者
は
組
織
的
に
は
実
質
上
解
体
す
る
こ
　
　
つ
き
り
と
結
び

つ
い
た
こ
と
を
示
し
た
の
が
、　
一
八
四
八
年

一
二
一月

と
と
な

っ
た
。

「
黒
人
集
会
」
は
翌
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
開
か
れ
　
　
に
黒
人
選
挙
権
回
復
問
題
の
た
め
に
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
で
開

か

ね
十
た

た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
の
参
加
者
は
な
か

っ
た
。
フ
ィ
ラ
　

　

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
州
有
色
人
市
民
集
会
」
合
ｒ
ｏ

留
ｐ
喬

∩
一ｏ
甲

デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
指
導
層
が
再
度

「
黒
人
集
会
」
を
主
催
す
る
の
　
　
く
ｏ
ュ
一〇
ｐ
乳

酔
①
の
ｏ
中ｏ
員
＆

ｏ
ユ
ぷ
湯

ｏ
ヽ
円
ｇ
房
】
】さ
ユ
じ

一だ

は

一
八
五
五
年
の
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
頃
に
は
彼
ら
は
も
は
や
全
　
　
っ
た
。
パ
ー
ブ
ィ
ス
が
委
員
長
を
務
め
た
他
、
こ
の
集
会
で
フ
ィ
ラ

国
的
影
響
力
を
完
全
に
失
な

っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ル
フ
ィ
ア
の
指
導
層
は
中
心
的
役
割
を
果
し
た
が
、
彼
ら
が
選
一挙

暴
動
後
の
指
導
層
の
対
応
は
様
々
だ

っ
た
が
、
総
じ
て
彼
ら
は
、
　

　

権
を
め
ぐ

っ
て
積
極
的
方
策
を
う
ち
だ
す
の
は
、

『
訴
え
』
以
来
笑

（
３５
）

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
―
例
え
ば
相
互
扶
助
組
織
の
拡
充
に
よ
る
経
　
　
に

一
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
だ

っ
た
。

済
的
安
定
―
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
そ
れ
と
直
接
的
関
係
の
な
い
　
　
　
こ
の
集
会
や
採
択
さ
れ
た
白
人
有
権
者
と
黒
人
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け

問
題
と
は
距
離
を
お
い
た
と
い
夕
一よ
う
。
例
え
ば
、
自
ら
の
教
会
を
　
　
た
二
つ
の
訴
え
で
は
、
以
前
の
請
願
書
に
み
ら
れ
た
融
和
的
な
嘆
一願

破
壊
さ
れ
た
Ｓ
　
グ

ロ
ー
ス
タ
ー
は
、
自
人
側
の
反
応
に
柔
軟
に
対
　
　
も

『
訴
え
』
に
み
ら
れ
た
不
整
合
も
払
拭
さ
れ
て
い
る
。
集
会
で
は
、

応
す
る
方
針
を
と
り
、
奴
隷
制
や
禁
酒
の
問
題
か
ら
離
れ
て
、
教
会
　
　
ま
ず
自
人
有
権
者
こ
そ
が

「
自
ら
の
共
和
主
義
者
と
し
て
の
忠
誠
の

信
条
を
侵
害
し
、
自
ら
の
原
理
原
則
に
恥
辱
を
与
え
、
自
ら
が
犠
牲

腱
れ
境
義
的
取
取
薙
罐
説
磯
貯
晩
却
媒
峰
ヽ
報
れ

へ し
中
殻
在
向
張
ド

て
、
パ
ー
ヴ
ィ
ス
ら
は
自
ら
の
抵
抗
姿
勢
が
生
ま
れ
か
わ

っ
た
こ
と

を
宣
言
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
立
場
に
向
う
の
だ
。　
わ
が
父

た
ち
は
個
人
的
自
由
の
た
め
に
闘

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
今
や
政
治
的

自
由
の
た
め
に
戦
う
の
だ

…
…
奴
隷
た
ち
は
地
面
を
な
め
、
自
由
を

押
し
殺
す
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
奴
隷
で
は

な
い
。
人
間
と
し
て
当
然
持
つ
自
由

へ
の
権
利
は
、
憲
法
に
よ
っ
て

（３７
）

保
障
さ
れ
て
い
る
の
だ
。」

黒
人
が
何
故
選
挙
権
を
奪
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
、

こ
の
訴
え
は
次

の
よ
う
に
断
言
す
る
。

「状
態
は

口
実
に
す
ぎ
な
い
…
…
彼
ら
は
肌

の
色
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
全
員
か
ら
選
挙
権
を
奪
う
こ
と
に
し
た
の

だ
。
」
そ
し
て
、　
人
種
を
禁
忌
と
し
た
自
己
改
善
路
線
の
放
棄
を
明

ら
か
と
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、　
白
人
で
は
な
い
か
ら
選
挙
権
を
剣

奪
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
心
に
留
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
の
人
間
は

己
の
主
義
主
張
を
裏
切
る
こ
と
で
己
の
信
条
を
捨
て
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
己
の
肌
の
色
を
捨
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
。

（３８
）

肌
の
色
に
基
づ
い
た
問
題
で
あ
る
。」

パ
ー
ブ
ィ
ス
ら
指
導
層
は
、
生
活

・
教
育
水
準
向
上
の
た
め
の
自

己
改
善
の
努
力
を
捨
て
た
訳
で
は
な
い
。
彼
ら
は
道
徳
的
向
上
と
選

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

挙
権
、
白
人
の
偏
見
が
関
係
を
持
た
な
い
と
い
う
認
識
に
達
し
た
の

で
あ
る
。　
そ
れ
は
次
の
主
張
に
は

っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
。

「
も

し
、
わ
れ
わ
れ
が
白
人
の
持

つ
権
利
や
特
権
を
有
す
る
に
足
る
前
に

向
上
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
と
い
う
宿
命
論
を
受
け
入
れ
る
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
結
果
的
に
創
造
の
段
階
に
お
け
る
劣
等
性
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。
」
集
会
で
は
、　
州
内
の
黒
人
に
選
挙
権
回
復
運
動

の
前
進
を
訴
え
、
州
議
会

へ
の
請
願
を
行
な
う

一
方
で
、
白
人
支
持

者
の
獲
得
を
目
的
と
し
た

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
州

市

民

連

合
」

↑
ｒ
ｏ
Ｏ
中一貯
ｏ
Ｄ
∽】
Ｃ
ユ
ｏ
ｐ
鮎

付Ｆ
ｏ
●
（〕呂
Ｂ
ｏ
Ｄ
召
ｏ
出
市Ｆ
弘

句
０
日
じ
りと
，

Ｓ
ュ
ｐ
）

の
結
成
が
宣
言
さ
れ
、　
こ
の
組
織
は
連
邦
鏑
聡
に
も
請
願

書
を
送
る
な
ど
、
積
極
的
活
動
を
行
な
う
こ
と
と
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
に
お
け
る
黒
人
選
挙
権

の
回
復
は

一
八
七
〇
年
に
至

っ
て
達
成
さ
れ
る
が
、　
一
八
五
〇
年
代

を
通
じ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、
選

挙
権
回
復
運
動
に
力
を
傾
け
、
Ｗ

・
ホ
イ

ッ
パ

ー

が

「自
由
党
」

（津
●
軍
汀

ギヽ

円
輯
宅
）
支
持
に
向
か
っ
た
こ
と
が
象
徴
研
」
よ
う

に
、
以
前
は
拒
否
し
て
い
た
政
治
活
動

へ
も
関
与
し
始
め
た
。
そ
の

一
方
で
、
彼
ら
は
奴
隷
制
の
問
題
に
も
取
り
組
み
続
け
た
。
パ
ー
ヴ

ィ
ス
は

「
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
奴
隷
制
反
対
協
会
」
や

「
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
自
警
連
合
」
で
活
発
に
活
動
し
た
し
、
ホ
イ
ッ
パ
ー
や
バ

ウ
ア
ズ
も
逃
亡
奴
隷
救
済
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
関
わ
り
方

は
、
ま
す
ま
す
個
人
的
な
も
の
に
な

っ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
は
、
選
挙
権
回
復
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
通

の
課
題
と
し
て
捉
え
る
中
で
、
黒
人
は
堕
落
し
て
い
る
か
ら
差
別
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
白
人
の
人
種
的
偏
見
こ
そ
が
差
別
の
根
幹
に
あ

る
と
主
張
し
、
州
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
指
導
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
新
た
な
抵
抗
の
方
向
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一証

（
１

）

「
【
の
い
ｑ

村
汗

Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
の
Ｆ
　
へ、
問
下

く
出

ま

∞
　
市
ゴ
①
　
刃
Ｄ
命
ｏ
”

『

す
ｏ
　
∽
ｏ
ユ

ユ

向

Ｆ
ｏ
Ｆ
∞
す
一

ｏ
ヽ

口
Ｆ

命
戸

Ｆ
ｏ
貸
中の
あ

）

中
∞
Ｎ
『
‐
Ｏ
ｐ

ｔ
　
ト

ミ

Ｓ
ど持

Ｓ

　ヽ
０

ミヽ

干

もヽ
ヽ
トマ
▼　
的卜
　
（
い０
「
ゃ
）
】
〕
ｏ
　
〇
〇卜
ｉＯ
Ｎ
の

（
２

）

Ｄ

．ミ

、
電

や
】句

き

ヽ
ヽ
ミ

ミ

】

巨

営

母

ゃ
ヤ

冨

将

（
３

）

≡
、

ミ

ヽ
ミ

劣
　

ｓ
く
、

、
革
ミ
　

均

ミ

ギ
革
　

ト

ミ

ミ

『
ヽ
　

Ｑ

豊

選

Ｓ

中
ヽ
き

ヽ

」
や

おヽ

ヽ
き
ヽ

コ

】ヽ
ヽ
ヽ
や
い
一ヽ
ミ

§

ヽ

や
く
、

単
単
ミ

、

．ヽ
嗚
ミ
　

ヽ

ｓ
Ｇ
ヽ
き

　

Ｇ
ヽ

Ｑ

監

費

ミ
‐
…
↓
　

増
　

∞
【

≡
〕

■

ｏ
者

営

い

■

　

口
●
〓

Ｒ

Ｆ

学
Ｓ

ミヽ

Ｓ

ｓ
ヽ

き

も

、

さ

代

ヽ
単

ド

▼

違
、
き
ヽ
ン
「ミ
き

ミヽ
ヽ
ン
「『
増
・ｏ

Ｑ
ｅ
Ｓ
ｓ

卜ヽき

一ヽＰ
　
ヽ
∝
“
０
１
馬
∞
島
卜
　
Ｚ

く

）

岸
Ｃ
〇
〇

（
４
）

き
ミ
ｔ
甲

∞
Ｎ

（
５
）
　
ョ
「中【中Ｊ
日

「
　
ョ
すヽ
【●
●
ＯＦ
　
『
や
や
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
お
　
ヽ
ヽヽ
ミ
　
ヽ
ヽヽ
Ｇら
もヽ、
、ヽ
い
ち

ｏヽ

均
一ヽ
く

卜
・ヽヽ
【ヽヽ
ヘミ
】
尽ヽ
き
べ

ｏヽ

き
ヽ
ト
ミ
や

母ヽ

やヽ
一
き

どヽミ

為
や

く
ば
こ
ヽ

晩
ｏ
ｓ
持
む
■

卜
ゃ
、、

お
革
ヽ
き
ヽヽ
へヽ
ミ
も
や
き

へヽＦ

Ｓ
ヽ
ヽ
革
へ
杓
ヽ
お

け
蛇
ヽ
Ｓ
ｉヽ
へ申ヽ

Ｑ
き
ヽヽ
ヽヽ

き

ヽヽ

晩
嗚
宅
や
ミ
諄
　
晩
む
・ミ
ヘ
■
　
中
へ
９ヽ
モ
　
晩
き
ヽヽ

ヽ
Ｓ
Ｆ
　
ヽ
すも
ヽヽ

　
ヽ
、ミ

ヽ
さ

中ヽ
ふ
ｏ

き

も

ヽ
や

や

ミ
、

ヽ
軍

鳴

くヽ

】

昼
』
Ｆ
　
一コ

∪
ｏ
３

３

】

句
９

８
，

＆

‘
的
Ｓ

営

ン
、お

も

「ギ
ゴ

き

均ヽ

】
ヽ

恐

Ｌ

電

ド

ロ
９

８

Ｐ

Б

ど

】
や

的
〇
『

（
６

）

哨
革
ｓ

、

‐ヽＳ

や
ヽ

晩
ヽ
ヽ
終

】
ｏ
甲

い
時
‐
時
ｏ

（
７

）
　

メ
ど
、一中中ざ
呂

ョ
「
ｒ
」〕
均
ｏ
Ｆ

卜
ヽ

卜

軋
ヽ
ヽヽ
も
と

ヽ
ヽ

「ミ
樹
さ
貨

Ｑ
ヽ
いヽ
ヽ
ら
ヽ

Ｇ
ヽ

卜
ミヽ

キヽ
♪

●

遥
ｏ
よ
り
）

（
‐８
）

ギ
ヤ
リ
ツ
ン
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
ョ
、す
掛
■
、日
Ｆ
ｏ
ｒ
８
符
あ

ｏ
ヽ
円
軍
】＆
①】ｏ
ｒ
ｐ
】∽

巴
居
汗

の
ｏ
ヨ
ヨ
草
】】【ｆ
）））
軍
）
ｇ
ギ
ど
∞
　
一
人
三
四
年
時
点
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
二
二
五
、
ボ
ス
ト
ン
一
五
〇
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
三
〇

〇
の

『解
放
者
』
皓
読
者
が
存
在

し

た
。　
∪
呂
仲
Ｅ
　
呂
　
旨
８
ア
ヽ

ミ
電

≧

ｉ

ヨ

Ｆ
丁

と

命
常

中
中
３

】チ

ト
き

ｓ

ミ

豊

ヽ
営

、

口
，

３

】済

口
一付

Ｆ

【
鶴

？

あ

８

】≡

者

に
【
Ｑ

も

ヽヽ
代

ミヽ

ミ

０

さ

中
ミ

Ｓ
‐督

ト
ト

合

瑠

じ

】
，

樹

ｒ

パ
ー
ブ
ィ
ス
、　
マ
ク
ラ
ミ
ル
ら
は

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
自
警
連
合
」

合
汗

く
“∞
【一ゆ
〓

＞
の３
●中い
津
こ

臥

句
〓
】＆
ｏ
Ｊ
Ｆ
」じ

を
結
成
し
、
逃

亡
奴
隷
救
済
に
尽
力
し
た
。　
よ
り８
す

口
ｑ
ｏ
ヨ
Ｆ

食弓
デ
・
く
【∞
中一営
市

Ｏ
ｏ
ヨ
コ
【いな
の
ユ

『
Ｆ
Ｆ
い
Ｌ
ｏ
Ｆ
Ｐ
ｔ
杓
ミヽ
β
】ざ
畳
革
申
学
や
特ヽ
罵
き
も
ｏヽ
タ

ミ
〓
ｏ
建

ヽ
ま
ヽ
的
もヽ
い
ミ
ヽ
Ｓ
ｔ
紹

（
３
８
Ｖ

ｏ
甲

越
？
獣
ｒ

（
‐９
）

ガ
‐
ド
ナ
ー
や
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
は
、　
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
タ
ッ
パ
ン
派

と
結
び
つ
き
を
強
め
た
。
０
息
【一８
】
的
ミヽ
ヽ
卜
き
き

畳ヽ
」吻Ｆ

ｏ

一
即

（
２。
）
　
ぃ
一
晩
　
均
ヽゝ
事ヽ
Ｑ
Ｓ
う
あヽ
】
ヽ
ｏ
　
ｏ卜
‐Ｏ
働
ヤ
吃
れヽ
きヽ
Ｑ
母
あ
あヽ
】０
０
　
いぃｏ
ｌ

【
り
の

（
２‐
）

労
働
運
動
と
啓
蒙
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
は
、　
問
は
電
常
毎

円
の
∽の９
】

】
ヽ
，

ヽ

Ｇ

【
８

ミ

章

や

的

単

句ヽ
チ

ヘ）ヽ

ヽ
お

ヽ

導

ポ

カ

中ヽ
単

〔
ミ

い

ヽ
へヽ
ミ
や

し

ｏ
ヽ

ヽ
さ

』

魯

卜ぜ

い

き

豊

ヽ
ミ

Ｇ
ミ

ミヽ

ド

レ

】
Ｆ

退

ｚ

く

Ｌ

旨

村
ヽ

汀

〕

『

（
揚
）
　
ョタま
，
ｏ
す
】
ミ
弓
す
ｏ
Ｆ
のい
い
ｏ
【の　
Ｏ
奇　
円
す
と
い
い
Ｌ
ｏ
す
】や
▼の　
口
】ｐ
命汗
　
Ｏ
ｏ
Ｂ
・

３
●
３
一キ】
一
】
コ
や
　
卜
の
ω
‐
卜
の
∞

（
努

）

単
さ

章

ｏ
ヽ
き

、

Ｇ
ヽ

き

ヽ

晩

卜ヽ
肝

ら
ヽヽ
ヽ
寧
へ
う

じ

ヽ

ミヽ

ヽ
Ｓ

ヽ
き

ｓ
ヽ

へ
監

畳

ょ

Ｓ
、
き
ミ
ユ
Ｃ
　
ｏヽ

や
す、き
、一もヽ
ヽ
ま
や　
ミヽ
軋

、チ

ば
ヽ
き
どヽ

、ｏ
き
も

晩
もヽ
ヽ
もヽ
ヽ
ヽ
ミ
伸
き
あヽ
や
やヽ

力
もヽ
ヽ
もちＳ
ヽ
ヽ
ま
ｏ
ちヽ
やヽ

きヽ
も
Ｑ
ｏヽ
ややヽ
中Ｓヽ
■

ぼ

Ｓ

きヽ

ｏ
ヽ

杓
§

やヽセ

き

ヽ
ま

Ｆ

岸
器

時

す

■
ｑ

げ
ｑ

一
＞

■

す
鮮

ｑ

↓
＆

ｔ

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

ヽ
や
ｓ
　
的
ｏ
Ｓ
ヽ
ヽ
ヽ
的

ｏ
ヽ

き

ヽヽ
ミ

に
や

、ミ
ゝ
せ
‐ヽ

中
ゃ
ｓ

Ｑ
Ｇ
き

どヽヽ
ミ

為

へＳ

ヽ
」
ヽ
い

晩
Ｓ
ら」もヽ
費
　
ｏ」ヽ
　
、
き
、、Ｓ
ヽ
やヽ
ヽ
や
、い
）
ゝ
ｓヽ
ど　
】
ふ
やヽ
ミ
や
　ヽ
単
ヽ
ヽ
ヽ
ｏど
（ゞ
ヽ
もヽ
ミ
】

【
態

∞

中
Ｆ

円
Ｒ

付
●
Ｆ

的

や
ヽ
ぜ

ン
ｓ
時

、Ｇ

導

、ヽ
キ

き

り

，

ｏ
　

】
留

（
８
）

き
ミ

）
甲

岸
Ｓ

（
９
）
　
一
ふ
ヽ
ヽヽ
いヽ
し　
ヽ
ヽ
ミ
　
ヽ
Ｏヽｓｓｓ軋
卜ヽ
は毬
　
ｏヽ
　
きヽ
ヽ
　
晩
へヽＧヽ
ミ
　
ト
いヽヽ
ミ
や
ヽ

Ｑ

ｓ

いヽ
は
も
ヽ
ヽ

ｓ
ヽ
　

ヽ
や
ヽ
　

車
ヽ
も
　

単
ヽ
も

、ヽｏ
電
Ｓ

やヽ
ヽ
さ
ヽ
　
Ｇ
ヽ

中
、
も

均

ヽ
も
も

『
へＳ

ヽ
き

やヽ
　
Ｑ
ｓ
ｓヽ
ヽヽ
ヽ
き
中　
哨
革
も
　
い
ぎ
ヽ
もミ
　
晩
単ヽ

ｓヽＰ
　
円
す
【Ｆ
ぃ
Ｌ
ｏ
ず
ざ
】
中冨
ω
Ｎ

ｏ

ω
卜
ま

口
①
こ
＆

）
■
き

ミヽ
ｓＰ

前
年
の
集
会
で
も

「
知
は
力
な
り
」

と
宮
一言
さ
れ
て
い
る
。

（
１０

）

■

黛

営

Ｐ

力

ヽ
■

ち
ヽ
ｓ
‐ヽ
も
ヽ

杓
へ
ミヽ

セ

ざ

Ｓ

ヽ
き

ヽ
工

畳

●
ダ

馬

】
呂

くヽ

Ｆ

【∞
ω
岸　
い
ｏ
毎
　
中
宮
ｏ
Ｏ
　
Ｃ
】
岸
∞
ω
時

（
１１

）

メ
く

中
ｒ

ｏ
Ｐ

　

』

ホ
ミ

ら
】
Ｓ

Ｇ
ヽ

ヽ
や

ｓ

、
、

電

ざ

どヽ
　

Ｑ

ヽ
ヽ
協

崩

】

●
甲

ぃ
（
）
ｌ
ｏ
Ｆ

Ｏ
『
‐
岸
【
Ｏ

（
‐２
）

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
八
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
↓義
」
四

四
十
四
八
、
五
四
十
五
六
頁
。

（
‐３

）
　

呂

い
Ｎ
い
ヽ
Ｐ

　
為
も
い

４ヽ
も
ヽ
　
Ｇ
ヽ
　
杓
も
ヽ
さ
せ
、ｏ
ヽ
やヽヽ
♪

　

＞

宮
∞
　

】
】

中
∞
∞
い
一

∽
●
す
い
ヽ
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い
ｏ
い
　
ヨ
く
ｏ
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市
命
ｏ
一
ｒ
　
ヽ
ヽ
』ヽ
ヽ
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Ｇ
」ヽ
　
ヽ
こず
ヽヽ
ヽ
ミ
ヾ
ヽヽ
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ヽヽ

▼
　
申
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一
卜
時

（
‐４
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ヽ

ミ

ミ

態

や
デ

き

ヽ
ヽ
ミ

ミ

）

呂

常

島

淳
卜

極

羽

（
‐５
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尚

ヽヽ

い
ヽ
ｎ
ヽ
ヽ
や
、
Ｇ
ヽ
）

∽
●
ｏ
，
　

中
▼
　

】
∞
卜
や
　

（
ィ
コ
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中
，
命
デ
】

食
弓

ｒ
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Ｆ

・ω
ｐ
伍
①
【
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岳

句
Ｆ

】い
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ｏ
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ゴ
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ｖ∽
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丹

汗

ｏ
ｏ
ｓ
３

●
ュ
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Ｌ

Ｏ
，
盟

卜

よ

り

）

（
‐６
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０
・
い
と
の
Ｐ

的
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い
ね

卜
ｕ
ｓ
母
ヽ
や
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勢
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●
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【
Ｎ
Ｉ
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即
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‐７
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伊
日

ｏ
∽
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ｏ
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卜

ヽ
　

ト

ミ
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ヽ
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じ

ミ

ヽ
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ヽ
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軋
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へ
ゝ
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・
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ヽ
、
馬

い
ヽ
ヽ
持
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卜
いヽヽ
・晩
へヽ母
もヽ
ｋ
％
ｏ
ユ
ヘ
，ヽて
もヽ

コ
母ヽ
き
ミ
ミ
ヽ
ヽ
き
▼　
ｏ
ヽ
　
きヽ
弱

尚
【
一Ｓ

きヽ

的

Ｓ
ヽ

ヽ
き
も

ヽ
や

ヽ

Ｓ
、
卜
ヽ
■

卜

に
電

ｐ

円
〓

Ｆ
伍
Ｌ
増
Ｆ

Ｐ

【
鶴

ｐ

ｏ
ｏ
　

ふ
―
り
　

（
Ｆ

句
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Ｆ
】
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）

『
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ヽ
　
ヽ

ミヽ
ミ
　

的
津
ヽ
卜
　
　
草ヽ

　

【導
゛
烏
ヽ

卜
　
じ
ｓ
８
ミ
ミ

苺ヽ革ヽ
ヽ
ｋ
　
」軍
、４
豊
ビ
　
や
ヽ

やヽ
ミ
ツ
「や
い
ヽ
ｏ
杓
ｓ
Ｇ
ヽ
き

ヽヽ

、コ
ミ

ロ

ミ

終

軋

晩

単
お

【
機

一

Ｑ

ミ

Ｓ
ヽ
Ｎ
き

ヽ

ヽ

き

ミ

匂

『

・ヽ
畳

お

き

き

ヽ

Ｑ

■

ミ

ヨ

、Ｓ

ｒ

ツ
「ち
ヽ

ヤ
【
Ｃ
ｕ
【
‘　
や
ｏ
　
中
や
●
―
中
∞
時

（
２４

）
　

■
Ｓ

ミ

畳

ヽヽ
へヽ

Ｇ
ヽ

ヽ
ゃ
ヽ

∽

きヽ

∽
母

・ヽ
い
母

，

‥
‥
‥
）

】
∞
ω
ω

（
ヨ
ヽ
中
Ｄ
亀

デ

ヘ直

メ
ｒ
Ｏ

ｒ
ｏ
Ｄ
い
ｏ
】
の　
ｏ
」
円
す
と
い
い
命
一町
ゴ
中い
】∽
］の
一”
●オ
　
Ｏ
Ｏ
，
宮
Ｊ
Ｆ
■
Ｆ
】
一
，　
ｏ
●
　
卜
の
∞
‐

占
ｏ
よ
り
）

（
２５

）

弓
【
】
，
ｑ

】
ゥ
、
も
峰

Ｇヽ

ヽヽ

杓
ヘ
ミ

ケヽ
ｋ
予

馬

【ヽ章

ｖ
℃
や
　
】
ｏ
ｃ
ｌ
申
『
Ｐ

　

ｉ‐‐
型
忌
洋
一

の
い
う

「
自
由
民
」
に
自
由
黒
人
が
含
ま
れ
る
か
否
か
が
争
点
と
な

っ

た
。
改
正
会
議
で
の
議
論
は
、
黒
人
あ
劣
等
性
や
異
人
種
融
合
の
恐
れ

な
ど
を
強
調
し
た
民
主
党
系
代
議
員
が
終
始
主
導
権
を
提

っ
た
。

、用
Ｆ
【ｐ
ｏ
【
】
ライぜ
い
ＩヽＧ　
さヽ
　
ヽ
さ
ヽ
ヽ
ち蛇
どヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ
，　
増
ｏ
　
岸の
Ｃ
Ｉ
】Ｏ
ω
〕
円
ヽ
多
Ｄヽ
【毎

円
【【のの
。　
Ｒ
ｎ】す
の　
Ｄ
中伊
命汗
　
メ
「Ｏ
ユ
じ
∞
刃
Ｌ
∞
Ｆ
りヽ
【りの●
０
【”
円
①口
，
の】
ア
いヽ
コ
」Ｄ
】

電

き

Ｌ

醤

や

↓

杓
Ｓ

ヽヽ
セ

ざ

ｓ
ヽ

ｓ

，
Ｓ

に
景

き

も

ｏ
ヽ

■

』ヽ
単
Ｇ
ゼヽ
　

ゃ
、ミ

』
ｓヽ
い
卜ヽヽ
ヽ
車驚
【ｏＯ
‐ω
（
」〇
『
Ｏ
ｙ
　
ｏ
ｏ
　
い
のｏ
‐∞
ｏ
ｒ

（
２６

）
　

ヨ
ヽ
中い
ｏ
ゴ
）
代
均
デ
の

Ｆ
ｏ
い
い
の
【
り
　
ｏ
ヽ
　
町
ゴ
庁
Ｆ
い
Ｌ
ｏ
Ｊ
Ｊ

】∽
　
口
ざ
●
汗
　
Ｏ
ｏ
日

‥

Ｂ
宮
ｏ
Ｈ”】
Ｌ
】
●
●
　
卜
∞
ω
‐
卜
∞
ト

（
２７

）
　

卜

ヽ
ヽ
も
ヘミ

Ｇ
ヽ

均
畳
‐ト
マ

哨
ゃ
や

あ
へＮヽ
や
ヽ

Ｑ
持
」
“
も
おヽ

『
や

・ヽミ
ヽ
ヽ
も
ミヽ

ミ

ば
Ｌ
ヽ
き

も
い
ヽ
ミ
ヽ
い
ゃ
∽ヽヘミ
も
ヽ
　ヽ

ｓヽ
　

苺ヽ
も
　
、
ｓｓ
ヽ
き
　
ｏヽ

　
、
やヽ
ヽ
し
津ヽ
ヽ
！ま
Ｆ

句
ｒ
】中Ｄ
“
め一●
デ
中い
】
】∞
∞
∞
【，
卜
増
一ｒ
Ｏ圧
●
】
）
～】
に〕
ｏ
ら
ヽ
ヽ
中Ｓヽ

常ヽ
州ｋ
、
、
、一一挙
】ヽ
】
】

ｏ
ｏ
　
中『
Ｏ
Ｉ
岸∞
●

（
２８
）

き
ミ
ｔ
ｐ

岸ミ
▼
冨
ｒ

（
２９
）

や
ミ
↓
甲

】器

（
３０
）

き
ミ

▼
増
甲

臣
付
猛
押
　
尚
、
改
正
案
は

一
八
三
八
年

一
〇
月
、　
圧

倒
的
賛
成
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

（
３．
）

パ
ー
ブ
ィ
ス
は
暴
動
後
し
ば
ら
く
バ
ッ
ク
ス
郡
の
自
分
の
農
場
に
避

難

し

て

い

る

。

母

ｑ

ｏ
Ｓ

ｎ

Ａ
均

ゴ
①

く

″
∞
中
】
”
ユ

Ｏ

ｏ
日

呂

一
“
市
８

汽

ｏ
や

越

ｏ
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

―
∞
時
『

（
３２

）
　

い

ヽ
い
も

おヽや
ヽ
Ｇ
♪
　
∽
●
ｏ
■

ｏ
）
，
∞
卜
や

」
ｏ

＞

】】

ｒ
ｏ
府
命
Ｆ

卜

ｈ
ざ

令
ミ
ヽヽ
や
も
ヽ
、
や
ヽ
ｋ

ヽ
ヽ
」吻
中
〇
ぶ
】
】

や
　
ゃ
ゃ
〇

（
３３

）
　

学
ヽ
ヽ
いヽ
ヽ
ミ

射

　

ｓ
ヽ

　

ヽ
ヽ
も
　

与
急
ミ

き

ヽ
ヽ
ヽ
　

Ｑ

ｓ
ヽ
ｃ
Ｓ

ミ

」
Ｇ
ヽ
　

Ｇ
ヽ

　

Ｑ

ｓ
ヽ
ｏ
ヽ
も
ミ

Ｑ

普

ヽ
改
Ｓ

Ｅ

　

くヽ

ミ

ミ

や
革

悦

まヽ

、
卜申
ヽ
や

　

‥
　

≡
　
】
∞
卜
Ｐ
　
円
　

∞

４
，

口

Ｌ

】

の
は
ヽ

達
ぎ
ミ
ヘら
し
ば
ら
く
の
間
、
州
内
で
の
選
挙
権
回
復
運
動
の
主
導
権
は

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
黒
人
指
導
層
が
握
っ
た
。
Ｐ
】Ｂ
■
甫
】居
汗
く
ｏ
奇，コ
∞

力
【∞
ゴ
お
」

ｏ
　
ω
ｏ
や

（
３４

）
　

メ
カま
コ
廷
ゴ

ヘヘ弓
ｒ
ｏ

Ｐ
ｏ
い
い
①
【
”
　
ｏ
ｈ
　
句
，
」
Ｆ
い
Ｌ
ｏ
す
ご

が
　
Ｄ
Ｆ
命
ｒ
　
Ｏ
ｏ
日

・

ヨ
，
ュ
宅
Ｌ

ｏ
や

い慧
ふ
鶴
　
‐，特
に
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
の
姿
勢
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
黒
人
教
会
の
態
度
が
非
難
の
的
と
な
っ
た
。

（
３５

）
　

当
卜や
ヽヽ
ヽヽ
ヽ
も
ち

Ｓ
トャ
ヽ
革
ミ
　
し
、
ヘミ
ヘ
　
Ｑ
ｓ
中ヽど
母
ミ
」Ｑ
ヽ
　
ｏ
ヽ
　
い
、
ミ
　
Ｑ
ｓ
ヽ
や
ヽ
‐ヽへ
札

Ｑ
ヽヽ
中
く

ま

ミ

ｔＳ

ミ

中セ

ざ

へ申ま

Ｆ

Ｑ
（ヽ

『ヽｅ
畳

終

ミ

ヽ
ヽ

、
き

ヽヽ
ヽ
チ
寧
ふヽ
ヽヽ
い
）

卜
）
へ
６
『
ヽ
ヽ
い
も
ヽヽ
　
ヽ
時
ヽ
ま
　
ヘミ
東
ヽ
　
に
ヽ
卜
ヽ
】
ヽ
い
ヽ
∽
）
句
Ｆ
と
い
は
●
一均
ｒ
中
い
】

岸
∞
卜
ｏ

（
３６

）
　

ヽ
け
ヽ
ミ

）
ｏ
　
ｕ

（
３７

）

ヽ
野

ミ

）
や

【
や

岸
ト

（
３８
）

や
ミ
せ
甲

Ｓ
】
電

（
３９

）
　

ヽ
い
草監

▼　
ｏ
ｏ
　
Ｎ
的
‐
時
卜
一　
句
ユ
命
ｐ
　
（（日
す
ｏ

口
一Ｄ
●
汗

く
ｏ
市」
０
∞

刃
【∞
ず
ヽ
Ｐ
ｔ

や

　

ω
Ｏ
ト

（
４０

）

っ
．
営

下
ヤ

的
さ

ら
ホ

ト
寧
ミ

にヽ一き
ま

け
ヽ
ヤ

う
【Ｓ

ｏ
　
く
呂

，

五
、
結
　
び

こ
こ
ま
で
の
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
内
在
的

・
外
在
的

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
は
、
以
下
の
四
点
に
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
に
は
、
黒
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
内
で
追
求
さ

れ
た
自
己
改
善
路
線
が
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
を
中
心
と
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
網
の
整
備
や

一
部
黒
人
の
社
会
的
上
昇
と
密
接
な
関

係
を
持

っ
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
反
黒
人
暴
動
に
お
い
て
、
白
人
民

衆
は
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
内
の
社
会
的

・
経
済
的

「成
功
」
Ｌ

「安

楽
な
生
活
」
を
代
表
す
る
個
人
と
そ
の
財
産
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
支

え
象
徴
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
諸
組
織
を
主
要
な
攻
撃
対
象
と
し
た
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
点
か
ら
、
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
と
い

う
都
市
空
間
に
お
い
て
は
、
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
在
的
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
が
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
引
き
出
す
重
要
な
要
因
と
な

っ

た
こ
と
、　
一
八
四
二
年
暴
動
と
い
う
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
、
黒

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
を
変
容
さ
せ
る
契
機
と
な

っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
即
ち
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
内

在
的

・
外
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
間
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
相
互
作

用
の
存
在
し
た
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
相
互
作
用
の
存
在
は
、
黒
人

・
白
人
の
人
種
関
係
が
極
め
て
複
雑

な
要
素
を
争
む
問
題
で
あ
り
、
単
に
差
別
と
か
偏
見
と
い
っ
た

一
般

的
概
念
だ
け
で
は
分
析
し
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

ンつ
。そ

れ
で
は
最
後
に
、
反
黒
人
暴
動
お
よ
び
黒
人

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
と

近
代
的
都
市
社
会
形
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
若
子
の
考
察
を
加

え
て
お
き
た
い
。
黒
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
己
形
成
を
始
め
た

一
七

九
〇
年
当
時
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
人
口
五
万
五
、
○
○
○
人
程

度
の
商
業
都
市
だ

っ
た
が
、
七
〇
年
後
の

一
八
六
〇
年
に
は
約
六
〇

万

の
人
口
を
有
す
る
、
合
衆
国
第
二
の
産
業
都
市

へ
と
変
貌
を
遂

げ
て
い
だ
ぃ
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
工
業
化
は
、
織
物
業
や

鉄
工
業
、
南
部
市
場
む
け
の
生
活
消
費
材
生
産
を
中
心
に
、
少
な
く

と
も

一
九
世
紀
中
頃
に
至
る
ま
で
は
、
機
械
化
や
工
場
制
の
導
入
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
手
工
業
生
産
の
伝
統
と
移
民

の
大
量
流
入
を
基
盤
に
、
分
業
に
よ
る
生
産
の
大
規
模
化

・
集
団
化

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
工
業
化
の
進
展
の
中
で
、
全
般

的
没
落
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
熟
練
職
人
層
を
中
心
に
、
労
働
者
諸

階
層
は

一
八
三
〇
年
代
を
軸
に
し
て
、　
一
〇
時
間
労
働
要
求
ゼ
ネ
ス

ト
や

「
一
般
労
働
組
合
」

（Ｏ
ｏ
君
Ｓ
】
弓
Ｓ
符
∽】
Ｃ
ユ
ｏ
停

亀

付ゴ
ゆ

Ｑ
嗜

営
毎
●
留
ュ
く
臥

円
工
【〔】許
】ｏ
Ｆ
Ｄ
）

結
成
に
代
表
さ
れ
る
、

（
２
）

激
し
い
抵
抗
を
行
な

っ
た
。

こ
の
抵
抗
を
支
え
た
労
働
組
合
指
導
層
の
急
進
主
義
思
想
の
最
大

の
特
徴
は
、
「
生
産
者
」
と

「非
生
産
者
」
に
社
会
を
二
分
し
、
「非

生
産
者
」
と
い
う
共
通
の
敵
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
の
対

立
要
因
を
内
包
す
る
、
過
渡
期
の
不
均
質
な
労
働
者
諸
階
層
に
利
害

の
同

一
性
を
示
し
、

「階
級
」
と
し
て
発
想

・
連
帯
す
る
こ
と
を
社

会
変
革
の
第

一
歩
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、

組
合
指
導
層
が
黒
人
を
市
民
と
し
て
も
、
労
働
者
と
し
て
も
支
持
し

た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、
急
進
主
義
思
想
の
基
盤
を
明
確

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

化
し
た
Ｗ

・
ヘ
イ
ト
ン

（ゴ
「巨
Ｊ
コ

■
●
【∞
ｒ
ｏ
Ｆ
）
が
、
「社
会
一の
幸

（
３
）

福
に
と
っ
て
は
不
可
欠
か
つ
有
益
な
働
き
を
な
す
」
と
し
て
、
不
熟

練
労
働
者
を
も

「生
産
者
」
と
規
定
し
た
こ
と
は
、
港
湾
労
働
や
建

設
労
働
の
分
野
に

一
定
の
地
歩
を
占
め
て
い
た
黒
人
労
働
者
が
、
少

な
く
と
も
理
論
上
は
、

「
階
級
」
的
連
帯
の
可
能
性
を
持

っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
無
論
、
黒
人
労
働
者
の
姿
勢
自
体
を
十
分

吟
味
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
反
黒
人
暴
動
に
よ

っ
て
、
完
全
に
破
砕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
八
三
〇
年
代
の
運
動
の
高
揚
期
に
お
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

を
含
む
白
人
不
熟
練
労
働
者
の
戦
間
性
は
、
階
級
意
識
の
形
成
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
シ
ー
ダ
ー
通
り
周
辺
を
含
む
市
周
辺

南
部
は
そ
の
現
象
が
最
も
は

っ
き
り
と
み
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、
反

黒
人
暴
動
の
検
討
の
際
に
指
摘
し
た
、
白
人
民
衆
内
の
素
朴
で
暴
力

的
な
平
等
感
覚
の
発
露
が
、　
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
観
察

さ
れ
た
。
従

っ
て
、
原
生
的
な
平
等
感
覚
に
支
え
ら
れ
た
白
人
民
衆

の
戦
闘
性
は
、
白
人
の
階
級
意
識
形
成
に
は
プ
ラ
ス
の
方
向
に
作
用

し
た
も
の
の
、
黒
人
に
対
し
て
は

マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
働
い
た
と
い

え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
原
生
的
な
平
等
感
覚
が
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
と
い
う
標
的
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
反
黒
人
暴
動
は
、
「
非

生
産
者
」
階
級
に
全
面
的
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
白

人
民
衆
の
戦
闘
性
や
敵
意
の
方
向
を
変
え
て
し
ま
う
バ
イ
パ
ス
の
役

（
４
）

割
を
果
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ア
ン
テ
ィ
ベ
ラ
ム
期
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
反
黒
人
暴
動
と
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（鵜
月
）

由
人
支
配
層
に
と

っ
て
は
、
こ
の
戦
闘
性
の
歪
み
は

一
種
の
安
全

弁
だ

っ
た
。
ま
さ
に
ヘ
イ
ト
ン
が

「
非
生
産
者
」
と
非
難
し
た
彼
ら

は
、
裕
福
さ
や
顕
在
度
に
お
い
て
黒
人
有
産
層
を
は
る
か
に
上
回

っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
黒
人
の
選
挙
権
を
剣
奪
し
全

白
人
男
性
に
普
通
選
挙
権
を
付
与
し
た

一
八
三
八
年
の
州
憲
法
改
正

会
議
は
、
反
黒
人
暴
動
に
お
け
る
白
人
暴
動
参
加
者
の
意
図
や
行
為

を
認
知
し
、
こ
の
安
全
弁
の
適
法
性
を
保
障
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

同
時
に
選
挙
権
の
剥
奪
が
全
黒
人
を
対
象
と
し
た
こ
と
は
、
白
人
と

黒
人
の
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
指
導
層
の
役
割

を
否
定
し
て

一
八
世
紀
来
の
人
種
関
係
に
幕
を
お
ろ
し
、
黒
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
都
市
社
会
内
で
非
特
権
的
存
在
と
し
て
最
底
辺
に
固
定

化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
森
ぃ

一
方
、
民
族
集
団
間

の
対
立
が
激
化
す
る
中

で
、　
一
八
四
四
年
に

白
人
民
衆
と
治
安
当
局
が
全
両
衝
突
す
る
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る

と
、
白
人
支
配
層
は
民
衆
に
よ
る
集
団
的
暴
力
行
使

の
非
合
法
化
や

警
察
機
構
　
統
治
機
構

の
整
備
を
通
じ
て
、
都
市
社
会

の
新
た
な
秩

序

の
確
立
を
推
進
し
、　
一
八
五
四
年

の
市
　
郡
統
合
を
も

っ
て
こ
れ

を
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

っ
た
。

こ
の
中

で
民
族
集
団
間

の
対
立
は
、　
エ

ス
ニ
ッ
ク

・
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
の
原
型
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

街
頭
で
の
消
防
隊
や
ギ

ャ
ン
グ
の
争

い
を
除
け
ば
暴
力
を
媒
介
と
す

る
必
要
を
失

い
、
制
度
化
さ
れ
た
平
和
な
形
に
伝
換
し
た
の
で
あ
犯
。

Ｓ

・
Ｂ

・
ウ
ォ
ー
ナ
ー

，
ジ

ュ
ニ
ア
は
、

こ
の

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
の
存
在
の
た
め
に
、　
一
九
世
紀
後
半
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
（７
）

ィ
ア
が
意
味
の
あ
る
民
主
主
義
社
会
た
り
え
な
か

っ
た
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
実
質
は
と
も
か
く
少
な
く
と
も
制
度
上
は
民
主
主
義
を
保

障
さ
れ
、
政
治
的
発
言
力
を
有
し
た
白
人
諸
集
団
は
、
自
ら
の
「権
利

を
主
張
す
る
中
で
社
会
的

・
経
済
的
向
上
を
図
る
可
能
性
を
有
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
選
挙
権
を
剣
奪
さ
れ
た
黒
人
は
、
政
治
過
程
か
ら
排

除
さ
れ
、
都
市
社
会
に
お
け
る
発
言
力
を
抹
殺
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

対
照
的
な
立
場
を

前
提
と
し
な
が
ら
、

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
社
会

史
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果
が

不
す
よ
う
に
、
雇
用

・
居
住

・

教
育
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
黒
人
に
対
す
る
差
別

と
不
平
等
は
制
度
的

，
構
造
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
毎
”
そ
し
て
ヽ

近
代
的
都
市
社
会
を
形
成
す
る
構
造
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
、
こ
の
制

度
的
人
種
差
別
と
構
造
的
不
平
等
と
い
う
枠
組
が
確
立
す
る
中
で
作

動
し
た
の
で
あ
り
、
反
黒
人
暴
動
は
そ
の
枠
組
の
確
立
に
お
い
て
は
、

挺
子
の
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
森
．

↓証

（
１

）

∽
い
日

口

獄

切

ヨ

、
営

再
ｏ
Ｆ

ャ

↓

杓

ュ

ば
ヽ
終

Ｑ

草
ぜ

一

や

ざ
ヽ
き

ミ
ｓ
Ｓ

ヽ
き

「

き

『

ご

，
へ
や

ヽ

ミ
ユ

ｓ
軋
吻
　

Ｓ

ヽ

や

“
　

Ｑ

ヽ
Ｒ

Ｒ

Ｆ

　

句
Ｆ

Ｆ

い
Ｌ

ｏ
ゴ

Ｐ

　

岸
ｃ
一濫

。

ロ

∞り
”　
杓
Ｇ
ヽ
ミ
おヽ
、ヽＧ
ヽ
や
ヽ

まヽ
　ヽ
い
ご革
もヽミ
』
ヽヽ
中もり　
さヽ
　
ヽ
∞』
０
】
ｏ
　
卜め
”

（
２
）

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
人
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」
三

八
十
四
四
頁
。

（
３

）

電

【一Ｆ

３

呂
め
【粋

一
呂

】

き

中

と

ヽ
学

ミ
協

き

ヽ
き

学
Ｓ

きヽ

ヽ
あ

ミ

『
ミ

ミ
ヽ
晩
Ｒ

もヽ
ヽヽ
δ

ヽ
ヽ
ミ

賢
）
き
ヽ
ヨ

畳ヽ
・車
ヽ
い
Ｑ
き
』Ｋ
ン

Ｑ
も
ヽ
ミ
ミ
ご

・‥
‥
↓
　
円
す
と
い
Ｏ
ｏ
一ｏ
す
“Ｄ
】
Ｈ
∞
や
ヽ
）
ｏ
　
Ｏ

（
４
）

こ
こ
一
五
年
来
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は

一
九
世
紀
前
半
期
の
労
働

史
研
究
は
大
い
に
前
進
し
た
。
し
か
し
、
白
人
労
働
者
の
抵
抗
思
想
や

民
族
文
化
に
つ
い
て
は
綿
密
な
分
析
が
な
さ
れ
る

一
方
で
、
黒
人
労
働

者
と
の
関
わ
り
や
人
種
差
別
意
識
に
つ
い
て
は
殆
ど
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。
階
級
意
識
形
成
を
考
え
る
上
で
今
後
こ
の
問
題
の
分
析
は
避
け
ら

れ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

（
５
）

本
稿
に
お
い
て
は
扱
え
な
か
っ
た
が
、
黒
人
指
導
層
の
抵
抗
姿
勢
を

考
え
る
際
に
、
移
住
問
題
は
重
要
な
要
素
と
な
る
と
い
え
る
。
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
指
導
層
は

「
ア
メ
リ
カ
植
民
協
会
」
に
は
は
っ
き
り
と

反
対
し
た
が
、
「
黒
人
集
会
」
が
カ
ナ
ダ
移
住
を
熱
心
に
討
議
し
た
こ

と
が
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
の
中
に
も
カ
ナ
ダ
や
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
ヘ
の
移

住
を
主
張
す
る
も
の
が
い
た
。
Ｏ
電
慢
】
杓
ミ
ヽ
』
辞
郎

ヽヽ

Ｓ
、き
ヽ

卜ヽ一ヽ
ヽ
Ｓヽ
う」●ミ
・
ｏ
ｏ
　
〕∞
的
―
いい
『
〕
ヨく
，ｏ
∩
す
】
、ミ，
デ
①　
Ｆ
ヽ
い
い
ｏ【り
Ｏ
ｈ　
円
す
喜
ｐい
①
Ｔ

町
す
ざ
〉∽
里
”許

の
ｏ
日
Ｂ
Ｆ
ユ
いく
ヽ

魯
い
や

呂
Ｐ
植
民
協
会
に
つ
い
て
の

わ
が
国
の
研
究
と
し
て
は
、　
竹
本
友
子

「
ア
メ
リ
カ
植
民
協
会
の
歴

史
的
性
格
」
『史
苑
』
四
二
―

一
・
二

（
一
九
八
二
）

（
６
）

拙
稿

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
一
人
四
四
年
暴
動
の
歴
史
的
意
義
」
六

六
―
七
七
頁
。

（
７

）
　

ョ

、
い
【
Ｂ
命
ｒ

虫
Ｆ

・

杓

どヽ
ヽ
電
蕊
終

Ｑ

普

ｋ

，

や

　

津
り
９

（
８

）

弓

す

●
ｏ
い
Ｒ

ｏ

目

ｑ

の
す

げ
ｑ

∞

Ｒ

Ｄ
Ｆ

食
ン

弓

出

ｏ

ｏ
ｈ

↓

げ

居

ｏ

Ｏ

【
市
中
８

¨

問
こ
Ｄ
命
汗
∽
ｖ

【
ヨ
宮
ど

一
∞
【
停
ｐ
一
り
）

ゆ
Ｆ
、

　

の
）０
町
ｏ
■
市
●
中
一
付
く

　

４
，

　

句

ダ

ト

Ｄ
い
①
】
ヽ
す

【
い
】

岸
∽
り
〇
‐
中
∞
∞
〇
】
】
Ｏ
ω
Ｏ
）
岸
Φ
『
〇
汽
ｖ　
」，
　
Ｅ
Ｏ
【
口
ず
げ
ｏ
【
∞
　
の
い
じ
　
ヽ
）や
ヽヽ
お
ヽ
も
卜
ヽ
事
、ヽ
）

や
ｏ
　
卜
の
】
‐
卜
〇
】

史
苑

（第
四
八
巻
第
二
号
）

（
９
）

本
稿
で
は
、
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
指
導
層
と

一
般
大
衆
の

関
係
と
い
う
領
域
に
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
断
片
的
史
料

か
ら
窺
う
限
り
で
も
、
而
者
の
間
に
は

一
定
の
緊
張
関
係
を
認
め
う
る

訳
で
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
在
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
よ
り
詳
細
に
分

析
し
て
い
く
た
め
に
は
、
指
導
層
内
あ
路
線
対
立
や

一
般
大
衆
の
意
識

「
文
化
の
解
明
と
と
も
に
、
こ
の
価
域
に
光
を
あ
て
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
経
験

を
全
国
的
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
る
作
業
も
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
い

え
よ
う
。
尚
、
本
稿
執
筆
中
に

Ｏ
母
】
〕

Ｚ
湯
Ｆ

均
ミ
ヽ
ヽ
的
均
ミ
や

ヽ
ｏ
苺ヽ
～
『
き
も
ヽ
ｓ
ヽ
ヽ
おヽ
ヽ
ｏ
ヽ
　
ｓヽ
　
ヽ
ざ
ミ
ヽ
ミ
ミ
ヽ
苺
ｓヽ
的
、も
和ヽ
Ｑ
ｏ
ミ
やヽヽ
やヽ

ミ

ゼ

）

、

も

に

終

ゃ

■

営

Ｓ

＆

Ｃ

ュ

Ｆ

句
Ｆ
　

が

刊

行

予

定

で

あ

る

こ

と
を
知
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
未
吊
で

あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
史
料
電
一集
の
点
で
富
田
虎
男
氏

（立
教
大

学
）
、
本
田
創
造
氏

（桜
美
林
大
学
）
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

（札
幌
学
院
大
学
人
文
学
部
教
員
）

＝
！１
■
！！―
「
月
刊
「
料
「
弓
【
鳴
樹
―増
増
颯
瑠
壌
胡
瑠
瑠
環
瑠
樹
輛
増
拭
卓
寄
増
対
潮
樹
日
「
司
増
句
ギ
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